2023 年 2024 年 
12』. 2』 


首都 圏 発 / 関 西 発 / 現 地 発 


テー マ あ る 、、、 td2 


ゆとり o 


お 正月 の 旅 


最果て 北 の 国 か ら あ っ た か 南 の 島 ま で 
ゆっ た り 連 泊 プ グリ ー ン 車 利用 


温泉 で ゆっ くり お ひと り 様 限定 2 本 
有利 冬 の 味覚 ・ 問 人 ガニ 堪能 
様々 な ツア ー を ご 用 意 し て いま す 。 ほか 


ョ っ ー 


早期 お 申込 み 割 引 
ご 出発 日 の 90 日 前 の 同日 まで の ご 予約 
完了 で お ひと りさ ま 3,000 円 割引 き ! 

※ 対 象 コ ー ス に は 上 記 マ ー ク を 付け て いま す 。 


の が ん ば ろう ! 日 本 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク 


② 少 人 数 催行 の 充実 
JTB ガイ アレ ッ ツク の お 集まり が 少数 で も 出発 する よう に 心掛け て いま す 。 


= 一 ③ お 1 人 参加 ツア ー も 
プ 。 ー マ あ る ゆ と り の 旅 お | 人 で | 室 を ご 利用 いた だ ける コー ス も 多数 ご 用 意 し て いま す 。 


④ 添 乗 貞 同行 安心 コー ル 
全 コ ー ス 安心 の 添乗 員 同 行 で す 。 出 発 前 に お 電話 させ て いた だ 
① 〇 ゆとり の 行程 きま す の で 、 ご 不明 な 点 な ど 、 お 気軽 に ご 相談 下さ い 。 


ゆとり の 行程 を ご 提案 。 バ ス 移 動 で の トイ レ 休 憩 も 90 分 上 
ご 120 分 毎 に ご 案内 し て いま す 。 ま た 早め の チェ ッ ク ィ ン 、 お 土産 物 店 立寄り 無し 


遅 め の チェ ッ ク ア ウト を 心掛け て いま す 。 原則 、 行 程 上 不要 な 土産 物 店 に は 立寄り ませ ん 。 


ご 希望 ツア ー の 掲載 ペー ジ と コー ス 名 また は 掲 

昨年 か ら の 新 テ ー マ 、 ア ド ベ ンチ ャ ー ツ ー リ ズム で す 。 冒険 ・ ア ク 載 No、 出 発 日 等 を お 伝え 下さ い 。 
ティ ビ テ ィ が メイ ン の よう に 感じ られ ます が 、 その 地域 を より 深く 6 、 

知り 、 一 味 違う 体験 に より 、 大 人 の 方 で も 安心 し て お 楽し みい た だ 画 グ ルー プ で お 申込 み の お 客 様 ー 

け ま ず 。 旅行 の ご 契約 者 は 代表 の 方 と な り ま す 。 誠 に 恐 
縮 で す が 、 ご 請求 書 や 最終 旅程 表 な どの 案内 書 
還 類 は 代表 の 方 の み へ の 送付 と な り ま す の で 、 あら 
16 時 30 分 まで に チェ ッ ク ご 出発 日 の 90 日 前 まで の MC 
イン 、9 時 以降 に チェ ッ ご 予約 完了 で 3.000 円 赤 2 の 92RIRSMs 
クア ウト の ゆっ た り コ ー 引 さ せ て いた だ きま す 。 男 旅 行 代 金 の お 支払 い 
ス で ず 。 ※ キ ャ ン セ ル 待ち の 場合 は 適 お 振込 み も しく は クレ ジッ トカ ー ド 決済 に て 承っ 
SS て お り ま す 。 J TB 旅 カ ー ド ご 利用 の 場合 は 、 お 
定員 が 表示 の 人 数 (最大 人 NN 8 近く の JTB 店 舗 に て お 申込 み 、 お 支払 い を お 願 
18 名 ) で 快適 な 少 人 数 ツ 圭 交代 、 コ ー ス 変更 いし ます 。 
アー で す 。 追加 ・ 取 消し が 発生 


合 は 適用 外 と な り ま す 。 


お ひと り 様 の お 部 屋 を ご 季 に る ツウ アン が つぶ いま す 

用 意 し て お り ます 。 介 | 2 アー20 和 7 G の が | ラク ンク ルク 条 セン 
ン 決定 し て いま す 。 ンク クノ ク ク ク クン クシ ク ク ク プー た 人 け ま す 
っ に ニー め O ク 


の あと 数 名 の お 申し 込み 店 
と 4 

パス ガイ ド が 乗務 し ます で ツア ー の 催行 (出発 ) 

が 決定 し ます 。 


現地 を 熟知 する プラ ン ナ 秘 湯 の 旅 
府 プラ > 3 二 
ー が 時 味 し た 、 ワ ン ラン 「 日 本 艇 湯 を 守る 会 」 加 半 旅館 
ク 上 の 厳選 の 宿 に 宿泊 し コー ス の 出発 地 「 東 京 発 」 を 中 心 に ご 案内 。 ツ アー 参加 で 
ます 。 「 大 阪 発 」「 東 京 ・ 大 阪 発 」 秘 湯 ス タン プ 帳 に 押印 で きる 
等 は こち ら で ご 確認 下さ い 。 の は 当社 だ け の 特典 |「 季 節 の 
お ひと り 様 で 、 バ パス 席 を ニー ーー 秘 湯 め ぐり 」 を お 楽し み 下さ い 。 
た だ け ま す 。 00 Pe 
朝 2、 昼 3、 夕 2 
山 旅 々 ウォ ー ク 


※ 一 部 区 間 ・ 行 程 を 除く 
場合 が あり ます 。 RS 
初心 者 も 安心 、 ゆ と り の 山 旅 ス 
タイ ル を 新 提案 ! 日 本 山 語 ガ 
「 一 人 旅 」「 女 性 ひと り 旅 」 の お 申込 み に つ いて 人 電 全 届 介 07 UG 計 2 回 
、 5 タッ フ が 安全 で ゆとり ある 山 請 還 es= 
・ お ひと り 様 ご 参加 の お 客 様 の み 承り ます 。 ご 夫婦 で の お 申込 み は ご 遠慮 願い ます 。 旅 へ ご 案内 し ます ラメ 
・ お 友達 同士 で ご 参加 の 場合 は 、 個 々 に お 申込 み を 承り ます の で 、 別 々 に お 願い いた min 
し ます 。 ま た 、 お 席 や お 部 屋 な ど に お いて 、 隣 同士 等 の ご 希望 は 承れ ませ ん の で 、 @ 「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 会 員 宿 に 泊まる コー ス も 充実 。 
あら か じ め ご 了承 下さ い 。  ※ 該 当 コ ー ス の 掲載 が 無い 場合 ちあ り ま す 。 人 登山 コー ス は 75 歳 まで ご 参加 OK。 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 花 の 見 頃 や 紅葉 、 積 雪 や 流水 な ど 時 期 は 年 に よっ て 異な る 場合 が あり 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 

※ 日 の 出 や 夕景 、 雲 海 、 星 空 観 測 な ど 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 ※ 音 楽 ・ 観 劇 ・ 美 術 展 な どの 出演 者 や 演目 ・ 鑑 賞 内 容 は 予定 で す 。 変 更に な る 場合 が ご ざい ます 。 

※ 行 程 に な い 駅 で の 発着 希望 の 場合 (上 野 、 立 川 な ど )、 最 終日 程 表 に 記載 の 駅 の み ご 乗車 (下車 ) 頂け ます 。 出 発 日 の 14 日 前 まで に お 申し 出 下さ い 。 

※ 掲 載 ツ アー は 2023 年 8 月 10 日 現在 の お 客 様 の お 集まり 状況 か ら 掲 載 じ し て いま す 。 その 後 の 状況 で 満席 (個別 の 部 屋 タ イプ の み 満 席 の 場合 も 含む ) ま た は 催行 中 止 の 場合 が ご ざい ます 。 あら か じ め ご 了承 下さ い 。 


【 全 コー ス 共 通 】 借 ご 出発 前 日 まで に 添乗 員 よ り 各 グル ー プ の 代表 者 様 へ ご 挨拶 の 電話 を させ て いた だ きま す 。 (国外 在 中 の お 客 様 へ の お 電話 は いた し ませ ん ) CPU 予約 時 に 連絡 の 取れ る 電 語 
番号 を 必ず 入力 下さ い 。 尚 、 電 話 が 不要 な 場合 は (宿泊 素材 }] MS に その 旨 を 入力 下さ い 。 日 時 指定 は で きま せん 。 但 行程 に な い 駅 で の 発着 希望 の 場合 (上 野 、 立 川 な ど )、 出 発 日 の 14 日 前 
まで に MS に その 旨 を 入力 し て 下さ い 。 最終 日 程 表 に 記載 の 駅 の み ご 乗 車 (下車 ) の 対応 を させ て いた だ きま す 。 坦 発生 手配 不可 。 倫 特に 記載 の な い 限 り 行 程 中 の 全 宿 泊 は 同一 客室 数 に て 予 


約 下 さい 。 但 し 、 定 員 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 入 室 人 員 の 多い 旅行 代金 が 適用 と な り ま す 。 (プラ ン 料 金 適用 泊 日 を 1 室 の 利用 人 員 が 最大 の 宿泊 日 で 登録 ) 1 名 1 室 利用 は 1 名 料金 敵 
の 場合 の み 手配 可能 で す 。 欠 定員 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 部 屋 割 指定 が 必要 で す 。 相 部 屋 予約 の 場合 。。1 名 1 室 と 表記 され ます が 、。 相 部 屋 で の ご 案内 と な り 部 屋 定 具 は 当日 の ご 案 
内 と な り ま す 。 


お 正月 の 旅 


目次 條 庫 軍 ii 


t 
Lu 1 
1 HI Im 還 | 天 上 碧 史 上 


ャ テコ 


。 虐 島 神社 写真 提供 : 広島 県 


ツア ー の 現地 合流 離 団 も 可能 で す ! 


※JR ま た は 航空 機 利 用 の コー ス は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て 20 日 前 まで に お 申し 出 下 さい 。 ※ 現 地 ま で の 交通 費 は お 客 様 ご 負担 と な かり ま す 。 ※ 詳 細 は お 問い 合わ せ 下さ い 。 


ES 昌明 和 2 
少 人 数 限定 ・ 年 末年 始 4 日 間 4 日 本 海 の カ ニ フ ル コー ス と 17 27 
困 館 か ら 津軽 ・ 八 甲田 の お 正月 海 の 京都 ・ 丹 後 天 の 橋 立 の 冬 景色 
最果て 迎春 の 旅 青森 ・ 津 軽 半島 か ら 龍 飛 崎 5 2 グリ ー ン 車 で 行く 18 28 


秘 湯 で 過ごす お 正月 乳頭 温泉 時 まな 古都 の 正月 風 虹 と 京 石 料 理 
鈴 の 湯 温泉 に ゆっ た り 連 泊 白銀 の 角館 へ Ja 京都 師走 の 風情 と 世界 遺産 の 社寺 初 参り 18 29 
白銀 の 世界 で 過ごす お 正月 新年 の 寿 ぎ ! 感動 の ジル ヴェ スタ ー・ 馬 
人 気 の 新 玉川 温泉 4 連 泊 5 コン サー ト と 京都 で 過ごす お 正月 
庄内 の 奥 座 ー 人 旅 大 山 山麓 の ん びり 連 泊 で 行く 呈 
湯田 川 温泉 ・ 湯 どの 庵 連 泊 で 迎え る お 正月  " 出雲 大 社 と 足立 美術 館 
名 湯 ・ 天 童 温泉 連 泊 実 道 湖 温 泉 ゆ っ た り 連 泊 
最上 川 見 舟 と 雪上 車 で 大 雪原 へ 人 出雲 大 社 ・ 松 江 と 足立 美術 館 20 32 
迎春 名 湯 ・ 東 山 温泉 の ん びり 連 : 湯田 温泉 連 泊 の お 正月 
UN = 0 | 2 秋津 和 野 と 安芸 の 宮島 ・ 錦 帯 橋 間際 
京 ・ 横 浜 で 過ごす お 年 末年 始 きら めく 瀬戸 内 海 
の ウ 間 妥 II 胃 
ー - SE 陽光 の 四国 東海 岸 周遊 
ミ R 還 ミ 
の SN 8 9 阿波 ・ 室 戸 ・ 土 佐 で 過ごす お 正月 吊 隊 
ーー の ん びり 今治 温泉 連 泊 
な : 温 人 SS = 
愉 ER 9 10 し まな み 海 道 ・ 瀬 戸 内 の 島々 多 隊 
me 四国 ・ 伊 予 か ら 海 を 渡っ て 
af g グリ ー ン 車 利用 
生生 PTE 10 12 レト ロ な 港町 ・ 関 門 海峡 と グル メ な お 正月 2? 38 
記 8 本 UE SI く 35 中 デル メ 紀行 
白銀 の 世界 八ヶ岳 高原 ロッ ジ で 迎え る お 正月 10 13 間 間 生誕 の me 903 | 
上 林 温 泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 計 閣 連 泊 に 且 グ 7 紀行 議 閑 問 泊 芝 が 認 唐 婦 記 放 
信濃 で 過ごす の ん びり お 正月 11 14 ーーーーーー 関門 海峡 か ら 唐 津 ・ 呼 子 24 40 
SN 1 15 騰 蘭 ぐる り 同 菊 周 遊 と 高千穂 ・ く じゅ う ・ 由 布 院 “' 
選 隊 sa 婦 目 お 正月 九州 横断 紀行 国東 半島 か ら | 
名 古屋 拓本 久利 剛 と 名 神 宮 初 参り 敵 避 3 
還 っ 新春 ・ 南 国 の 南 九州 4 日 間 天 
BE 祈り 息づく 長崎 ・ 五 島 列 島 で 過ごす お 正月 26 44 
立山 連 * ジジ デ ド め 6 王 キ ドリ ー バ 相 
6 2 1 18 田中 一 村 と 亜熱帯 の 自然 に 遊ぶ 
可 乱 人 な 全 林 色 必 語 山 湾 味 半 世界 自然 遺 産 ・ 奄 美 大 島 で 過ごす お 正月 。 “ " 
台 E 肥 x* じ レ 自 バラ ヽ EE 生 < ヽ 5 還 R 
征夫 の 生 宣 の PP の 全 に 13 19 南 の 島 の ん びり 与論 島 で 過ごす お 正月 27 46 
の ん びり 連 泊 加賀 の 正月 風景 と 天 隔 0 人 
富山 ・ 魚 津 の 名 湯 で 「 初 風呂 」 満 喫 ! 0 
ERPYSYfoPR E 白銀 の 北海 道 ・ 十 勝 へ 
EE に 十勝 川 温泉 を 彩る 光 と 音 の 提 「 彩 凛 華 ?」 2" ⑯ 
名 湯 ・ あ わら 温泉 連 泊 で 過ごす お 正月 うま し 奈良 めぐり リ 限定 企画 28 49 
永平寺 と 北陸 の 味覚 ・ 越 前 か に 尽く し 喘 了 19 利和 
ホテ ル & リ ゾー ツ 和歌 山 串本 連 泊 の 寛ぎ 海 ・ 伊 根 の 舟 屋 や 天橋 立 へ 
EN 15 29 硬 較 を の 味 党 妃 の 「 間 人 ガニ 」 の 殺 2 
大 神 神社 初 参り = 園 世界 自然 遺産 ・ や ん ば る リゾ ー ト 連 泊 で めぐ る 29 51 
新春 の 大 和 路 温泉 リゾ ー ト 連 泊 16 作 り 寒 妹 桜 舞 う 沖 縄 と 世界 遺産 全 周遊 の 旅 
店 軒 古都 ・ 奈 良 の お 正月 拓司 新年 の N 響 オー チャ ー ド 定期 鑑 近 30 52 
革 束 大寺 大 仏殿 ・ 観 相 窓 か ら 大 仏 御 尊 顔 神 韻 2024 日 本 公演 鑑賞 と 鎌倉 中 華 の ラン チ 30 53 
琵 琶 湖 か ら 京 へ 17 26 日 本 フィ ル 第 九 特別 油 奏 会 て パイ プ オ ル ガ ン と と も に 。、 。4 


竹生 島 初 日 の 出 ク ルー ズ と 彦根 城 穫 賞 と 港町 横浜 の クリ スマ ス 


国 湊 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


| 革 Smー・m さ | 秋吉 | 


少 人 数 限定 ・ 年 末年 始 4 日 間 
函館 か ら 津軽 ・ 八 甲田 の お 正月 


函館 山 の 夜景 函館 山 夜 景 の 、 真 を な ら で は 、「 雪 明り と 夜景 の 競演 」 は と て も 神秘 的 で す 。 


12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
東京 発 。 265,000 円 275,000 円 305,000 円 
大 孤 発 288,.000 円 298,000 円 328,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 35.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 
募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 伊丹 空港 また は 羽田 空港 また は 函館 空港 か ら 最終 日 東京 駅 また は 新 
大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ケー エス 北 の 星 観光 バス 、 弘 南 バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 
洋室 ※ 初 日 の 出 見 物 は 天候 その 他 事 由 に より 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 現 地 合 流 に つい て 
は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
ー バ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


羽田 空港 (12:00 て 13:30 発 ) 伊丹 空港 (10:00~12:00 発 ) ララ 

函館 空港 羽田 経由 また は 直行 有 函 館 空港 

ー 午後: 函館 国際 ホテ ル (チェ ッ ク イ ン ) 希望 者 は ロー プ ウ ェ イ で 函館 山 山 
机 貢 へ つ 山 麓 駅 (ロー プ ウ ェ イ 約 3 分 ) 山頂 駅 … 季 節 限定 の 「 雪 灯り と 夜景 

の 競演 」。 外 灯 や ネオ ン の 灯り が 雪 に 反射 し て 輝き を 増し た 神秘 的 な 夜景 

を 見 学 … 山 頂 駅 (ロー プ ウ ェ イ ) 山麓 駅 夕刻: 函館 国際 ホテ ル 泊 (函館 

港 を 望む ウォ ー タ ー フ ロン ト に 建つ ホテ ル に 滞在 、2018 年 オー プン の 本 

館 メ イン タワ ー 客 室 を ご 用 意 、 天 然 温泉 展望 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 

朝 : 宿 一 希望 者 は 五 村 部 タ ワー か ら の 初日 の 出 見 物 へ つ 五 生 郭 タワ ー 


国 内 か ら 初 日 の 出 見 物 ) 一 ホテ ル (朝食 、 休 憩 、10 時 半 頃 出発 ) 一 函館 八幡 
宮 ( 初 諸 ) 一 金森 赤レンガ 倉庫 (自由 散策 ) 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 (13 時 頃 到着 
後 昼食 、 夕 食 ま で 自由 行動 、 洋 コー スタ 食 ) 
午前 : 宿 一 新 函 館 北 斗 = 青函 トン ネル ー 新 青森 一 立 伝 武 多 の 館 ( 夏 祭 り 
に 巡行 する 立 侯 武 多 を 館内 で 見 学 ) > 五所 川原 = 津軽 鉄道 スト ー プ 列車 [ 客 

3 車 に ダル マス トー ブ を つけ て 暖房 と し 、 車 窓 か ら 雪 景色 を 眺め る ノ ス タ 


ル ジ ッ ク な 列車 ] 二 津軽 中 里 刻 : 八 則 ] 荒 川 温泉 き 八甲田 ホテ ル 
泊 (夕食 は フレ ンチ コー ス デ ィ ナー を 、 青 森 ヒ バ が 香る 自家 源泉 か け 流 
し の 湯 も る お 楽し み 下 さい ) 
前 : 宿 一 八甲田 ロー プ ウ エー (山頂 自然 公園 か ら 白 銀 の 大 展望 ) 一 
4 新 青 森 三 大 宮 = 青森 三 東京 = 京都 = 
東京 (16:30~ て 17:30 着 ) ff 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) 


剖 


本 義直 AEAKGoo 
OH 


2 」 画 面 か ら 0 だ | 
スコ ー ト 系 材 の 積み 上 げ め 須 


1 属 10 名 『 宿 泊地 : 北海 道 、 青 森 県 


aaa 
閥 亜 と り 


eAEAKeoo 


五 村 郭 タ ワー か ら の 眺め 冬 の 八甲田 ロー プ ウ ェ ー 


年 末年 始 は 4 日 間 特 別 ツ ァ ー で 北 の 大 地 へ 。 ロ マン チッ 
ク な 夜景 きら めく 〈 道 南 ・ 函 館 で 年 末年 始 を の ん びり 連 
泊 、 冬 の 澄ん だ 空気 の 中 で 見 る 函館 山 の 夜景 は また 格別 
で す 。 る その後 は 青 貢 トン ネル を く で っ て 青森 津軽 か ら 八 
甲田 へ 、 津 軽 鉄 道 ス トー ブ 列 車 や 冬 の 八甲田 な ど 和 観光 名 
所 も 訪ね ます 。 少 人 数 限定 ・ バ ス 座席 2 シー ト 利 用 ツア 
ー で お 覧 ぎ 下 $ い 。 【 


津軽 鉄道 スト ー プ 列車 


函館 国際 ホテ ル 

函館 港 を 望む ウォ ー タ ー フ 
に 立つ ホテ ル 。2018 年 オー プン の 
本 館 メイ ンタ ワー 客室 を ご ) H 選 


天然 温泉 展望 大 浴場 


八甲田 ホテ ル 


八甲田 山麓 ・ 冬 景色 の ブナ 原生 林 に 囲ま れ た 北東 北 屈指 の 名 リゾ 
ー ト 八甲田 ホテ ル 。 国 内 最大 の 洋風 ログ 木造 建築 に 宿泊 し ます 。 


ホテ ル 外 観 


⑬ バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 
最果て 迎春 の 旅 
青森 ・ 津 軽 半 島 か ら 龍 飛 崎 


出発 12 月 31 日 (日 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 146,000 円 149,000 円 
大 阪 人 176,000 円 179,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か 
ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 弘 南 バ ス 
※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 2 泊 目 : 和 洋室 (※ 和 洋室 海峡 側 は 
バス タプ ブ な し シャ ワー 室 の み )、 3 人 1 室 は 和室 ※ 名 古屋 発着 、 現 


地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ 1 
で す 。 津軽 鉄道 スト ー ブ 列 車 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (11:00 て 12:30 発 ) = 大宮 = 新 大 阪 (8:00 て 9:30 発 ) = 京都 = 
新 青森 名 古屋 三 東 京 三 新 青森 
っ タ 刻 : 稲 垣 温泉 ・ ホ テル 花 月 亭 泊 (奥津 軽 の 名 湯 、 源 泉 掛 け 流 し の 宿 、 津 
軽 郷 土 料理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 鈴 の 舞 橋 (岩木 山 を 背景 に 架かる 全長 300m の 優雅 な 橋 ) > 五所 川原 = 
津軽 鉄道 スト ー プ ブ 列車 [客車 に ダル マス トー ブ を つけ て 暖房 と し 、 車 窓 か ら 
雪景 色 を 眺め る ノスタルジック な 列車 ] 三 津軽 中 里 一 三友 ・ 義 経 寺 (義経 ゆ 
か り の 古 初 計 ) 一 龍 飛 崎 (津軽 半島 突端 の 岬 ) 一 午後 : 龍 飛 崎 温泉 ・ ホ テル 竜 
飛 泊 (津軽 半島 最 北 端 に 位置 する 一 軒 宿 。 ロ ビー や 大 浴場 、 露 天風 呂 か ら 津 
軽 海峡 を 一 望 、 和 食 夕食 ) 
午前 : 宿 一 太宰 治 記念 館 (斜陽 館 ) 一 寿司 昼食 つ 立 公 武 多 の 館 ( 立 伝 武 多 祭り 
に 出陣 する 高 さ 22m の 大 型 立 公 武 多 ) 一 
新 青森 三 大 宮 三 東京 (18:00 て 19:10 着 ) 新 青 森 三 東京 名 古屋 京都 = 

新 大 阪 (21:00 て 22:00 着 ) 


3 


最果て 津軽 半島 で 迎春 の 旅 を お 楽し み 下 さい 。 | 掲載 No 


ロロ に に 6AEBKG10 | 還 半 2 


| 食事 | 
ら 予 約 くだ | 』 (東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
の 和 必須 (大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 


2 選 11 名 > 奏 池 : 青森 県 


の 2 2.3 昌 上 
) 蘭 ) 


ホテ ル 花 月 亭 串 天 風呂 


ホテ ル 竜 飛 和洋 室 客室 一 例 ホテ ル 竜 飛 大 浴場 


最果て 津軽 半島 で 年 越し 。 太 宰 の 故郷 ・ 金 木 や 津軽 
半島 最 北 の 岬 ・ 竜 飛 岬 へ 、 竜 飛 岬 に 建つ ホテ ル で 津 
軽 海峡 が 目 の 前 に 広がる 天然 温泉 も 楽し み ま す 。 冬 
な ら で は の 津軽 鉄道 スト ー ブ 列 車 に も 乗車 。 バ ス 座 
席 2 シ ー ト 利用 で 最果て 津軽 半島 迎春 の 旅 を お 楽し 
み 下 きい 。 


30 ゆ 雪見 の 赴 天 風呂 や 名 物 ・ 山 の 芋 鍋 で : 時 まる の ん び ぴり: 
秘 湯 で 過ごす お 正月 乳頭 温泉 郷 
鶴 の 湯 温 泉 に ゆっ た り 連 


本 軒 12 月 31 日 (日 ) 1 月 2 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 132,000 円 東京 発 124,000 円 


大 阪 発 162,000 円 大 阪 発 154,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 東日本 交通 、 岩 手 県 北 バ ス 、 岩 手 県 交通 、 リ アス 観光 、 一 部 送迎 車 ※ 部 屋 タ イプ : 和室 
(バス な し ・ ト イレ 付 / 新 本 陣 ま た は 東 本 陣 ま た は 1 号館 予定 ※1 号 館 も トイ レ 付 客室 と な り ま し た ) 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※「 日 本 の 
温泉 ・ 文 化 を 歩く 」 ス タン プ 帳 (※「 日 本 の 秘 湯 を 歩く 」 ス タン プ 帳 か ら 名 称 変 更 さ れ ま し た 、 日 本 秘 
湯 を 守る 会 発行 ) 押印 対象 。 全 国 の 同 会 加盟 宿 に 宿泊 の み 押 印 、3 年 以内 に 10 個 集め た 宿 か ら 1 泊 無料 招 
待 。※ 他 社 ツ アー で の 押印 は で きま せん (る る ぶ ト ラベ ル を 除く )。 ※ 堆 の 湯 温泉 に は テレ ビ は ご ざい 
ませ ん 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 

東京 (10:00 て 12:30 発 ) 大 宮 三 盛岡 新 大 阪 7:20 て 9:40 発 ) 京都 ニ 

名 古屋 三 東 京 三 盛岡 

… 還 石 ( 体 憩 ) 一 アル パ こ まく さ (乗換 ) ++ 送 迎 車 ++ 夕 刻 : 乳 頭 温泉 卿 ・ 鶴 の 

湯 温 泉 泊 

【12/31 出 発 は 正月 風 朝食 】 午 前 : 宿 ++ 送 迎 車 ++ ア ル パ こ まく さ つ つ 角館 ・ 武 家屋 

敷 青 柳家 (重要 文化 財 ・ 母 屋 の 非 公開 の 内 部 見 学 な ど ) … 雪景 色 の 武家 屋敷 
2 | 通り を 自由 散策 っ 角館 ・ 人 (雪化粧 
の 秋田 駒ケ岳 ) 一 御座 石神 社 ( 初 参り 、 湖 畔 に 立つ 朱 塗 り の 鳥居 ) 一 アル パ こ ま 
くさ 送迎 車 ユ 夕刻 : 同 温泉 泊 
午前 : 宿 ++ 送 迎 車 ++ ア ル パ こ まく さ … 軍 石 ( 体 憩 ) 一 盛岡 ・ 南 部 鉄器 を 使用 し 
た 洋食 ポッ トラ ンチ ー 
盛岡 三 大 宮 三 東京 (15:50 て 17:50 着 ) 盛岡 三 東京 三 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (18:50 て 20:50 着 ) 


晶 泉 三昧 ) 4 


泊 日 痕 の 角館 へ 


| Be | 2<3 人 ( ま 凍 


四 本 東京 ・ 大 阪 発 
王 leAEekAso Foosn| Ma 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ 
さい 。 信 電 の 打 洒 、 出 人 和 、 あっ 2 夕 2 
| スコ ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


3 必 10 名 『 宿 泊地 : 秋田 県 


) 8 0 1-g 日 日 2 上 
| ma ガ ド を 


山 の 芋 鍋 


鈴 の 湯 温泉 ・ 雪 


鈴 の 湯 温泉 御座 石神 社 へ 初 参 り 
予約 が 取り 難い 人 気 の 秘 湯 、 秋 田 県 の 乳頭 温泉 郷 
' 鈴 の 湯 温泉 」 に 連 泊 。 茅 墓 屋根 が 秘 湯 情緒 を 醸し 出 


す 湯 宿 で 、 深 々 と 降り 積もる 雪見 の 露天 風呂 に 入浴 
し 、 自家 製 の 味噌 仕立 て の 名 物 「 山 の 芋 鍋 」 を 堪能 。 
ゆっ くり と 時 間 が 流れ る 秘 湯 の 宿 で 過ごす お 正月 。 


関 
西 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


| 球 Smー・mN | 論 革 ・ 肥 電 | 


白銀 の 世界 で 過ごす お 正月 
人 気 の 新 玉川 温泉 4 連 泊 略 


関 12 月 31 日 (日 ) い 
東 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
ーー 東京 発 152.000 円 155,000 円 160,000 円 176,000 円 
大 阪 発 181.000 円 184,000 円 183, 000 円 205, 8 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 ヨー ス で す 。 添 乗 N 
東 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同 
海 行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 後 交通 
※ 部 屋 タ イプ : 和室 また は 洋室 ※ 名 古屋 発 
着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 近 隣 の 玉川 
温泉 へ は 冬期 は 通行 で きま せん 。 
中 新 玉川 温泉 外人 9 計 靖 靖 
部 
っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:00 て 9:30 発 ) = 大宮 田沢 湖 新 大 阪 (6:00 て 6:30 発 ) = 京都 = 
ーー 1 名 古屋 = 東京 = 田沢 湖 
つ 午後: 新 玉川 温泉 泊 (し スト ラン で バイ キン グ タ 食 ) 
北 2 午前 : 宿 
陸 終日 自由 に 温泉 を お 楽し み 下さ い 、 同 温泉 泊 (自由 昼食 、 レ スト ラン で バイ キ 
細 ング タ 食 ) 
上 し 
= 午前 : 宿 一 盛岡 市 内 に て 昼食 一 
5 盛岡 大 宮 三 東京 (16:00 て 17:30 着 ) 盛岡 = 東京 = 名 古屋 = 京都 = 
新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) 
南 
紀 
ーー ^ 正 1 川 | 
庄内 の 奥 座敷 湯田 川 温 % 
間 。 旨 と の 庵 連 泊 で 迎え る お 正月 
西 7 間 と の 庵 連 7 で 迎え 
ーー 12 月 31 日 (日 ) 
中 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
当 
東京 発 149,000 円 170,000 円 
国 大 孤 発 179,000 円 200,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら だ 
最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 山 交 バス また は 庄内 交通 また は 松山 観光 バス 
※ 部 屋 タ イプ : 和室 (ロー ベッ ド 付 、 バ ス な し トイ レ 付 ) 
九 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 
州 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※「 日 本 の 温泉 ・ 文 化 を 歩く 」 スタ ンプ 帳 (※「 日 本 の 秘 湯 を 歩く 」 
スタ ンプ 帳 か ら 名 称 変更 され まし た 、 日 本 秘 湯 を 守る 会 発行 ) 押 
印 対象 。 全国 の 同 会 加盟 宿 に 宿泊 の み 押印 し ます 。 3 年 以内 に 10 個 
集め た 宿 か ら 1 泊 無 料 招待 (他社 ツア ー で の 押印 は で きま せん 、 る 成 水族 館 
李 る ぶ ト ラベ ル を 除く )。 クラ ゲド リー ムシ アタ ー 
島 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一般 + そ の 他 
沖 東京 (10:30~ て 11:30 発 ) 大 宮 三 山形 新 大 阪 (7:30~-8:30 発 ) 京都 
り ー 東 京王 山形 
旨 三 東京 山形 
っ タ 刻 : 湯 田川 温泉 ・ 湯 と の 庵 泊 ( 開 湯 お よそ 1300 年 、 源 泉 か け 流 し の 温泉 
ーーーー て お 寛ぎ 下さ い 、 和 食 会 席 タ 食 、 の ん ぴり 年 越し を お 過ごし 下さ い ) 
12 午前 : 宿 羽黒 山道 路 羽黒 山 ・ 出 羽 三 山神 社 ( 三 神 合 祭典 初 参り ) つ 古 ロン 
月 2 最上 川 雪見 船 [墨絵 の ひよ うな 冬 景色 、 山 形 名 物 芋煮 ほか 昼食 ] 草 区 一 加茂 
1 水族 館 (世界 一 の 展示 数 を 誇る クラ ゲ ほ か ) っ 夕刻 : 同 宿泊 (和食 会 席 夕食 ) 
月 午前 : 宿 一 本 山 慈恩 寺 (重文 本 堂 、 薬師 堂 ) 一 山形 牛鍋 を 含む 和食 昼食 
の 3 山形 大 宮 三 東京 (17:00~ て 18:30 着 ) 山形 三 東 京 = 名 古屋 = 京都 
_ 旅 三 新 大 阪 (20:00ー21:30 着 ) 


RT 
屋内 岩盤 浴 


4 二 。leAEkezo 
了 e AKGzo| 


2 0 予約 


人 の 人 


回 |: 10 名 欠 泊 地 秋田 県 


バス 
し | 
/ 


ロ ロロ 上 口 ロ 


シン グル 客室 一 例 
「 


トコ 


ii 


新 玉 川 温泉 温泉 大 浴場 


冬期 は 一 般 車 の 通行 が 規制 され る 新 玉川 温泉 に 
びり 4 連 泊 。 毎年 、 大 人 気 で 満席 に な 半生 ー 
ス で す 。 強 酸性 PH1.2 は 日 本 一 、 単 一 源泉 で の 温泉 
湧出 量 が 日 本 一 、 効 能 高い 温泉 を お 客 様 の ペー ス で 
の ん びり と ゆっ た り と 楽し ん で いた だ け ま す 。 


同 了 衣 
六 leAEckeso 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 


eAEckeso 


ス コー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


5 必 11 名 『 宿 泊地 : 山形 県 


少 人 数 以 名 4 
18 名 


湯 ど の 庵 温泉 浴場 最上 川 舟 下 り 


湯 どの 庵 客室 一 例 


湯 ど の 庵 館内 


和 モ ダン な 空間 で 「 何 $ し な い 秦 沢 」 を 味わう 全 14 
室 の 「 湯 どの 庵 」 に の ん びり 連 泊 。 羽黒 山 で 初 参 り 、 
雪見 船 で 最上 川 を 下り 、 寒 河江 の 慈恩 寺 な ど バ ス 座 
席 2 シ ー ト 利用 で の ん びり 観光 し ます 。 


30” バス 座席 2 シー ト 利 用 ! この 季節 な ら で は の 景観 を めぐ る 迎春 の 旅 掲載 No 二 。 eaEckeso 東京 ・ 大 阪 発 
て ん と うぅ 大 阪 発 
名 湯 * 天 登 温泉 連 泊 1 
「 現 地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予 約 くだ 吉 
の 2 叩 2 7 ee 


ゃ 
最上 川 雪見 舟 と 雪上 車 で 大 雪原 へ 
2 は 3 
全音 0 計 圏 京 


樹氷 鑑賞 風景 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| 東 束 発 。 158,000 円 159,000 円 190,000 円 


大 孤 発 188,000 円 189,000 円 220,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー 
ス で す 。 添乗 上 員 は 初日 新 大 阪 駅 
か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 山 交 
バス ※ 部 屋 タ イプ : 和 モ ダン 
また は 洋室 (1 名 1 室 利 用 ) ※ 名 
古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は 
P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 
は 全て イメ ー ジ で す 。 


蔵王 樹氷 ライ ト ア ッ プ ほほ えみ の 宿 滝 の 湯 大 浴場 KS、 
行程 っ バス 之 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 5 
東京 (1:0012:30 発 ) = 大 宮 = 新 大 阪 8:00~9:30 発 ) = 京都 = 9 
山形 また は 天童 名 古屋 三 東 京山 形 ま た は 天童 | ・ 計 >, 
ーー バ ス ま た は 送迎 車 午後: 天童 温 泉 ほほ えみ の 宿 滝 の 湯泊 ( 和 会 席 夕 食 ) 蔵王 の 樹氷 原 
午前 : 宿 一 古 口 最上 川 雪見 船 [ 墨 絵 の ひよ うな 冬 景色 、 山 形 名 物 芋 痢 ほか 昼食 ] 宮城 蔵王 の 大 雪原 は 、 雪 上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター 号 」 デ ラッ クス クラ ス 車 
て 草 つ 羽黒 山 (出羽 三山 神社 ・ 三 神 合 祭 殿 初 庄 ) つ 夕刻 : 同 宿泊 (希望 者 は 和 輌 に 乗っ て 、 息 を の む ほ どの 大 パノラマ を お 楽し み 下 さい 。 
食 会 席 夕 食後 、 ロ ー プ ウエ ー で 蔵王 「 ラ イト アッ プ 樹 氷見 物 」 に ご 案内 ) 
午前 : 宿 づつ すみ か わ ス ノー パー ク (ワン ラン ク 上 の デラ ックス クラ ス の 雪上 天童 の 温泉 宿 連 泊 で 年 末年 始 の 温泉 情緒 を お 楽し み 
車 で 快適 な ツア ー を 満喫 、 雪 上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター」 に 乗っ て 大 自然 が 、 日 0 は Si 誤 - 呈 問 
白石 蔵王 = 大 宮 = 白石 蔵王 = 東京 三 名 古屋 京都 = ト ア テア ッ プ 和樹 水 見 物 、 蔵 王 の 大 雪原 な どこ の 季節 な ら 
東京 (19:00 て 20:00 着 ) 新 大 阪 (21:30 て 22:45 着 ) で は の 景観 を めぐ る 3 日 間 の 旅 。 


く B バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 温 泉 ゆっ た り 寛 ぎの 連 治 ロー カル 線 の 雪景 色 も lc 
も 】 4 念 や 念 念 , 

迎春 名 湯 ・ 東 山 温泉 の ん びり 連 泊 

雪 の 会 津 か ら 大 内 窒 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


且 束 第 150,000 円 152.000 円 。 155.000 円 


| 大 発 179,000 円 、181,000 円 、184.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 
駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 また は 会 津 集合 自動 車 

※ 部 屋 タ イプ 和室 また は 和洋 室 (バス ・ ト イレ 付 ま た は バ 
ス な し シャ ワー ブー ス の み ・ ト イレ 付 ) 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


冬 の 大 内 宿 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (11:00 て 12:30 発 ) 三 大 宮 = 新 大 阪 (8:00 て 9:30 発 ) 三 京都 = 

郡山 名 古屋 = 東京 = 郡山 

> 猪苗代 湖畔 (白鳥 飛来 地 ) 一 午後: 会 津 東山 温泉 ・ 庄 助 の 宿 瀧 の 湯泊 (福島 
県 会 津 若松 に ある 東山 温泉 の 発祥 の 湯 で 開 湯 1300 年 、 創業 130 余 年 の 温泉 東山 温泉 ・ 庄 助 の 革 の 湯 CD 温 到 大 浴場 の 枝 天 
旅館 、 和 食 会 席 人 夕食 ) 東山 庄助 の 宿 瀧 の 湯 ① 温 泉 大 浴 場 ② 露 天風 呂 


上 に 会津 美里 ・ 伊 人 須美 神社 (会津 総 鎮守 、 一 宮 初 語 ) 郷土 風 料 理 昼 多く の 文人 黒 客 に 愛さ きれ た 歴史 ある 名 湯 で 連 泊 。 早 


食 つ 会 津 若松 (名 城 准 ヶ 城 、 白虎 隊 自決 の 地 ・ 飯 盛山 や 重要 文化 財 ・ 会 津 さざえ 堂 ) に 、 

つ 午後 : 同 宿泊 (和食 会 席 夕 食 ) 目 の チ ェ ッ クイ ン で 、 会 津 の 名 湯 ・ 東 山 温泉 で の ん 
午前 : 窒 っ 会津 若松 駅 会津 鉄道 ・ 自由 席 [ロー カル 線 の 車窓 か ら の 雪景 色 ]  ” ぴり と お 正月 を お 迎え 下さ い 。 中 日 会津 若松 周辺 
= 湯野 上 温 惑 を 誘う 茅 暮 の 駅 舎 ) 江戸 時 代 の 宿場 町 に 
を 語っ の 駅 信 ) 大 内 輸 (時 代 の 間 軸 に タイ ム の 涯 景色 の 鈴 ヶ 城 や 館 盛山 の 観光 の み で の ん びり お 


新白河 大宮 東京 (16:0017:30 着 ) 新白河 三 東京 = 名 古屋 = 京都 ニ 過ごし いた だ け ま す 。 会 津 鉄道 に て 各駅 停車 の ロー 
新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 ) カル 線 旅 情 も 体験 し ます 。 


関 
西 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 


| 球 Smー・mN | 議 王 ・ 肥 起 | 


ィ 


国 湊 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


| 革 Smー・m さ | 秋吉 | 


9 SR ( 火 ) 10:00 よ り 承 り ます 掲載 No er ED 


「 地 オプ ショ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ トー 胡 ま ーー タッ 
と / $ く " 2 上 介さ い 。 春の 宿泊 素材 、 出発 、 エ | | ( 二 ) 彰 2. 情 3 ダ 2 


| スコ ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


= ニー た 中 当 h le 行人 貞 : 9 名 宿泊 地 : 東京 都 、 神 奈川 県 
本 SE 2024 鑑 賞 
[) 本 っ 敵国 2 財 


出発 日 1 月 1 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひび とり 様 ) 


東京 発 。 193,000 円 216,000 円 


- 大阪 発 。 223,000 円 246,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : km モビ リティ サー ビス また は 東栄 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つ 
いて は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変更 に な る 場 
合 が あり ます 。 予 め ご 了承 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 サン トリ ー ホ ー ル ニュ ー イ ヤー・ コ ン サ ー ト の 様子 
東京 (11:00~13:00 発 ) 新 大 阪 8:30~10:30 発 ) = 京都 ニ 0 
名 古屋 = グリ ー ン 車 三 東京 
っ サン トリ ー ホ ー ル (⑤$ 席 より ニュ ー イ ヤー・ コ ン サ ー ト を 鑑賞 / ノ 14 時 開演 ) 
っ タ 刻 : 飯 田橋 ・ ホ テル メト ロ ポ リタ ン エド モン ト 泊 (お 近く の 靖国 神社 や 東 
京 大 神宮 へ の 初 参り な ど ご 自由 に お 過ごし 下さ い / ホ テル に て 和 会 席 夕 食 ) 
午前 : 宿 一 浜離宮 恩賜 庭園 (お 正月 の 大 名 庭園 を 散策 ) > 日 の 出 欄 橋 シン フォ 
ニー ラン チク ルー ズ (39 ボー ブリ ッ ジ や 東京 ゲー トブ リッ ジ を くぐり 、 変 わ 
り ゆ く ベ イエ リア の 眺め ) の 出 様 橋 つ 午後 : ホ テル ニュ ー グ ラン ド ・ タ ワ 
一 館 泊 (横浜 ・ 山 下 公園 が 目 の 前 の クラ シッ ク ホ テル に 宿泊 。 ル ・ ノ ルマン ディ 
に て フラ ンス 料理 夕食 ) 


ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド 

本 館 大 階段 

ニュ ー グ ラン ドブ ルー と 呼ば れる 青 
い 級 和 と イタ リア 製 の 亀 申 タイ ル が 
敷き 詰め られ た 重厚 感 の ある 階段 


! 表 机 


午前 : 宿 一 本 牧 ・ 三 渓 園 (生糸 貿易 で 財 を な し た 原 三渓 の 庭園 、 鈴 翔 閣 の 新年 特別 サン トリ ー ホ ー ル ニュ ー イ ヤー・ コ ン サ ー ト 2024 
公開 ) 東京 国立 博物 館 (「 博 物 館 に 初 も う で 」 展 に て 辰 年 に ちな ん だ 作品 鑑賞 ) ウィ ー ン ・ フ ォ ル クス オー バー 交響 楽団 

つ 浅草 むぎ と ろ 本 店 (と ろ ろ 会 席料 理 昼食 ) … 浅草 寺 ( 初 語 と 賑わう 仲見世 通り スッ ペ : オペ レッ タ 『 美 し まき ガ ラテ ア 序曲 

散策 ) > ヨハ ン ・ シ ュ ト ラウ ス I 世 : ワル ツ 『 美 し く 青 き ド ナウ 』 


東京 (15:30 て 17:30 着 ) 隊 弥 グリ ー ン 車 = 名 古屋 京都 作品 314 ほか 
三 新 大 阪 (18:40 て 20:40 着 ) 


3 ゆ 東京 ベイ エリ ア の ラン チク ルー ズ や 下町 の 深川 七福神 めぐ り 掲載 No| 回 司 EGRKBiD 


さ く < を 
2 人 き 記 ショ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ 
ミナ ト 横 浜 際 夜 の 汽 eK 


[スコート 素材 の 積み 上 げ 必 須 


mm ea ヾ mmm N 念 沙 奈 
ホテ ル ニ ュー グラ ンド で 優雅 な 迎春 2 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


且 束 第 188.000 円 193.000 円 。 228.000 円 


- 孤 発 214,000 円 。 219,000 円 。 254,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 こ 、 

は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同 1 
行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 
また は 天台 観光 バス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


CA っ 信 横浜 ・ ルーク スン WT 給 ww uu う 


シン フォ ニー 人 歴史 を 感じ させ る 
行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 重厚 な ロビ ー 
東京 (10:30~11:30 発 ) 新 大 阪 7:50 て 8:50 発 ) = 京都 = 
| 規 直 屋 守 東京 


4 海岸 通り に 位置 する 
ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド 


つ 日 の 出 機 橋 ー シ ン フ ォ ニ ー で ラン チク ルー ズ (レイ ン ボ ー プ リッ ジ や 東京 ゲ 
ー ト ブリ ッ ジ を くぐり 変わ り ゆ く ベ イエ リア の 眺め ) 日 の 出 欄 橋 一 午後: 横浜 
海岸 通り ・ ホ テル ニュ ー グ ラン ド ・ タ ワー 館 泊 ( 熊 魚 甘 た ん 熊 北 店 の 会 席料 理 


夕食 、 除 夜 の 汽笛 や ヨコ ハマ メル ヘン な ど 自 由 に カウ ント ダウ ン を お 楽し み 下さ い ) 1927 年 創業 で 100 年 近い 歴史 を 刻む 「 ホ テル ニュ ー 
午前 : 宿 一 本 牧 ・ 三 渓 園 (生糸 罰 易 で 財 を な し た 原 三 渓 の 庭園 、 鶴 翔 閣 の 新年 特 史 


ふ 開 ) つ 三崎 (名 物 ・ マ グロ づく し 膳 昼食) 城ヶ島 公園 (早咲き の 水仙 や 滑 賀 水 本 
公開 ) 一 三崎 ・ マ グロ づ 良 ) 城ヶ島 公 2 浦賀 2 > 帳 < R レー 中 
道 か ら 相模 湾 の 大 展望 、 安 房 埼灯 人 台 ) 午後: 横浜 ・ 同 ホテ ル 泊 (し ・ ノ ルマン も 楽し め ま す 。 ツ アー の 条 泊 は 快適 な タワ ー 館 で す 


選 | 


ディ の フラ ンス 料理 夕食 ) が 、 ク ラ シ カ ル な 外観 の 本 館 や 伝統 の フラ ンス 料理 


午前 : 宿 一 隅田 川 七福神 めぐ り (江戸 文化 年 間 か ら 参 拝 さ れ た 隅田 川沿 い の 七 福神 ) > 販 世 | NTT > ア 用 えと 
つ 浅 草 む ぎ と ろ 本 店 (と ろ ろ 会 席料 理 太 食 ) 浅草寺 (補語 と 仲見世 通り 散策 ) も の 前 で IA04 SN. 有休 時 人 の TK 
東京 (16:00 て 17:00 着 ) 東京 名 古屋 京都 ョ ヨコ ハマ メル ヘン や 中 華 街 の 迎春 風景 ち 自 由 に お 楽 


_ 新 大 阪 9:00-20:00 着 ) し み 下 さい 。 


3 ゆ 湖 略 の リゾ ー ト に 連 泊 富士 の 眺め や 美術 館 掲載 No| 思 
優雅 な 晩 維 と 湖畔 の 温 | 


ザ ・ プ リ ンス 箱根 芦ノ湖 で 祝う 1 語 12 名 と 宿泊 地 神奈 川 県 
し 間 還 開 同 全 ざ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


A タ イプ | A タ イプ | A タ イプ 
東京 発 196, 000 円 228,000 円 330,000 円 202,.000 円 239.000 円 350,000 円 


212.000 円 244000 円 346.000 円 218.000 円 255.000 円 366.000 有 


188,000 円 218,000 円 320,000 円 194.000 円 229.000 円 340,000 円 

204.000 円 234.000 円 336,000 円 210,000 円 245,000 円 356,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 三島 駅 か ら 最 
終日 熱海 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 箱根 登山 バス 
※ 部 屋 タ イプ : 本 館 洋室 基本 は ガー デン ビュ ー、A タ イプ は レイ ク 
ビュ ー。 ※ 名 古屋 発着 、 現地 合流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 出 発 日 に より 見 学 行程 、 夕 食 の 順 
序 が 変わ り ま す 。 


ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 


箱根 駒ヶ岳 ロー プ ウ ェ イ 
行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


芦ノ湖 を 望む 開放 的 な 露天 風呂 ホテ ル ロ ビ ー 


つっ 芦 ノ 湖 ・ 桃 源 台 ++ 箱 根 ロ ー プ ウェ イ (空中 散歩 ) ++ 大 浦 谷 (立ち 昇る 噴煙 や 
富士 の 眺め 、 名 物 「 黒 た ま ご 」 を 自由 に ご 賞味 ) 午後 : 晴 川 温泉 ・ ザ ・ プ リン ス - 

箱根 芦ノ湖 泊 (な だ 万 雅典 の 会 席料 理 夕 食 ) ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦 ノ 湖 

お せ ち 風 朝食 午前 : 宿 … 九 頭 竜 神社 ( 初 参 り )… ホ テル … 箱 根 園 一 芦 ノ 湖 遊 箱根 ・ 芦 ノ 湖 畔 に どっ し り 構え る 「 ザ ・ プ リン ス 箱 根 芦ノ湖 」 


覧 (富士 の 眺め ) 元 箱根 … 箱 根 ホ テル ( 洋 ラ ンチ )… 元 箱根 一 箱根 園 … 午 後 : 2 IN 6 
同 ホ テル 泊 (早め の 到着 で の ん びり 湖畔 散策 な ど 、 メ イン ダイ ニン グル ・ ト リ は 円形 構造 の 本 館 が 特徴 の リゾ ー ト ホテ ル で す 。 開 放 的 な し 


アノ ン で フル コー スタ 食 ) イク ビュ ー と ガー デン ビュ ー の 2 種類 の 客室 を ご 準備 し まし 
午前 : 宿 … 有 駒ヶ岳 ロー プ ウ ェ イ (芦ノ湖 や 富士 の 眺め 空中 散歩 ) 一 熱海 ・MOA た 。 靖 川 温泉 「 箱 根 湖畔 の 湯 」 で 癒し の 時 を お 過ごし いた だ 


美術 館 (' 未 来 へ つなぐ 了 稀 芸 き 、 旬 の 食材 を ふん だ ん に 使っ た 目 に も 美しい 日 本 料理 と 重 
厚 な メイ ンダ イニ ング で 味わう 本 格 フ レン チ の ディ ナー を お 


楽し み 下さ い 。 


3》 高 さ 185 守 の 展望 回 廊 か ら の ご 間 クラ シッ ク ホ テル の ラン チ ゃ ) 掲載 No| 本 
グリ ー ン 車 で 行く 遠州 灘 の 初日 の 出 と |1| 記 rss 


蒲郡 クラ シ ッ ク ホ テル の ラン チ 最 人 行人 内 12 名 宿泊 地 上 
ー 


」 展 ) っ 


伝統 工芸 の チカ ラ 


出発 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


157,000 円 162,000 円 167,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 上 は 初日 浜松 駅 か ら em 


最終 日 豊橋 駅 まで 同行 し ます 。 
浜名 湖 ク ルー ズ 


※ 利 用 バス 会 社 : 浜松 バス また は な ゆ た 観 光 自 動車 また は 遠州 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 列車 て 船 ++ そ の 他 


ロ 


ホテ ル が 入る 浜松 ア 
クト タワ ー 外観 


鉄道 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


つ 浜 名 湖 (遊覧 船 に て クル ー ズ ) ー 夕刻 : オ ー ク ラ ア クト シテ ィ ホ テル 浜松 泊 


蒲郡 クラ シッ ク ホ テ 


(和食 会 席料 理 夕食 ) ル ラン チ (一 例 ) 

自由 に 高 さ 185 科 の 展望 回 廊 か ら の 「 初 日 の 出 」 午前 : 宿 一 大 福 寺 (回 遊 式 

庭園 ) 一 摩 詞 耶 寺 (平安 様式 の 庭園 と 重要 文化 財 千 手 観音 ・ 不 動 明王 ) 一 初 山 宝 林 2 

寺 ( 工 寺院 の 重要 文化 財 仏 雄 ・ 方 丈 ) 龍 澤 寺 (井伊 家 の 菩提 寺 、 小 所 遠州 作 記 人 の 相 の ラプ ド マデ グッ デ ク 2 の 上 層 階 に 人 

の 池 泉 鑑賞 式 庭園) つ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (洋食 フル コー ス 料 理 夕食 ) る 、 ホ テル オー クラ に の ん びり 2 泊 。 高 き 185 の 展 

午前 : 宿 一 方 広 寺 (東海 屈指 の 名 首 ) 一 租 島 ( 国 の 天然 記念 物 、 日 本 七 弁財天 の ひ ii 「 初 日 の 出 」 を 怖 拝 。 奥 山 
* パ ワー スポ ッ 平 ば ド 富 5 参り) っ ラシック ホテ の 回 2 の 寺 蘭 所 ) 


ル (フラ ンス 料理 昼食 ) 
6 き な ど 奥 当 名 の 軍 北 台 山 で 補 . 最終 日 は 攻 クラ 


シッ ク ホ テル で の フレ ンチ も お 楽し み 下 きい 。 


国 湊 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


| 球 9mー・m | 論 陸 ・ 馳 井 | 


国 湊 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


| 革 Smー.m 論 革 ・ 馬 埋 | 
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3?》 老舗 クラ シッ ク ホ テル 連 泊 信州 食材 た っ ぷり の ディ ナー や も お 楽し み 


新年 に 幸せ 祈る 善光寺 まい り と 
中 央 アル プス 白銀 の 世界 へ 


12 月 31 日 (日 ) 


東京 発 。 134,000 円 136,000 円 
- 孤 発 144,000 円 146,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 塩尻 駅 また 
は 松本 駅 か ら 最終 日 塩尻 駅 まで 同行 し ます 。 集 合 時 、 乗 り 換え 
駅 で は 係員 が ご 案内 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 平成 交通 また は 柿木 観光 バス 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


出発 日 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
PE 


140,000 円 
150,000 円 


元旦 に 精進 料理 を ゅ 
っ バス ラ 航 空 機 


行程 


その他 


っ 午後: 松本 市 内 ・ 松 本 ホテ ル 花 月 泊 (松本 城 の 天守 群 を 見 な が ら 湧 水 め ぐり や 
縄手 横丁 な ど 自 由 散 策 、 和 会 席料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 善光寺 (創建 以来 約 1400 年 の 歴史 を 持つ 古 剃 、 初 参り で 賑わう 本 堂 や 参 
道 を 自由 に 参拝 ) … 信 州 善 光 寺 ・ 薬 王 院 (善光寺 と 共に 悠久 の 時 を 刻ん だ 宿坊 で 精 
進 料理 の 昼食 、 散策 ) 一 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (和洋 創作 コー ス 料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 駒ヶ根 ・ 菅 の 台 一 山岳 バス つ ー し ら び 平 ++ ロ ー プ ウエ ー で 標高 
2612m、 白 銀 の 木曽 胞 ケ 岳 ・ 千 畳 敷 へ + し ら び 平 つ 菅 の 台 一 


東京 大 阪 発 


食事 
ーー 


敵 leAEpktoo 
隊 呈 APkHoo| 


に ポ プ PL ら 予約 くだ 


2 12 名 宿泊 地 : 長野 県 


バス 
| 2 シー ト を 際 く を 際 く 


木曽 胞 ヶ 岳 ・ 千 畳 敷 カ ー ル 


Py 


松本 ホテ ル 花 月 


な が の テロ ワー ル 


0 
松本 民芸 家具 を 随所 に 配置 し た 趣 あ る 雰囲気 の ホテ 
20 の 生 多 CDE0 お の 
ワー ル 」 の お 食事 や 、 ア ルプ ス 雪 解け 水 の 地下 水 を 
利用 し た 大 浴場 に お 寛ぎ 下さ い 。 元旦 は 、 創 建 以 来 
約 1400 年 の 歴史 を 持つ 善光寺 語り へ 。 霧 水 糧 め く 標 
高 2.612m の 中 央 アル プス 千畳敷 も 訪ね る 信州 の お 
正月 。 


5》 大 因 日 は 2 台 ビ アノ で 歓喜 の 歌 「 第 9」 を ) 


白銀 の 世界 


や つ が 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ で 迎え る お 正月 


出発 日 


12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 人 1 室 
還 還 還 衣 家 000 回 旧 Z000 国 
140,000 円 155,000 円 225,000 円 
ーー 149.000 円 189.000 貴 
_152,000 円 167,000 円 237,000 円 
添乗 員 は 初日 小淵沢 駅 か ら 最 終日 塩尻 駅 まで 同行 し ます 。 集合 
バス 会 社 : 柿木 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 (部 
屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 ※2 日 
目 ・ 朝 食 は 前 半 7:30 て と 後半 9:00 て の 2 回 転 制 と な り 時 間 指 定 は で きま せん 。 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 般 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 
持 、 乗 り 換 え 駅 で は 係員 が ご 案内 し ます 。 ※ 利 


あら か じ め ご 了承 下さ い 。 
+ その他 


三 小海 線 ・ 普 通 列車 自由 席 (1375m の JR 最高 地点 を 通る ロー カル 列車 の 旅 ) ニ 
辺 山 つ 送迎 バス つ 午後 : 海 の 口 自然 卿 ・ 八 ヶ 岳 高 原 ロ ッ ジ 泊 (早め の 到着 、 タ 
より 八ヶ岳 高原 音楽 堂 に て 大 星 日 ミニ コン サー ト 、 メ イン ダイ ニン グ 「 ル ・ 
プラ トー」 に て フレ ンチ フル コー ス デ ィ ナ ー) 
2 の 出 観望 、 メ イン ダイ ニン グ に て 八 ヶ 


岳 高原 ロッ ジ 人 気 の お せ ち 料理 朝食 、 ホ テル で ゆっ た り と お 過ごし 下さ い ( 自 
由 昼食 〉 同 ホ テル 泊 (洋食 コー ス 料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 二 ビ ー ナ スラ イン 鞭 ヶ 峰 富 士 見 台 (八ヶ岳 の 向 こ 


うに 富士 山 を 望む ) 


ー 諏訪 大 社 ・ 上 社 本 宮 (「 御 柱 祭 」 で 知ら れる 信濃 國 一 之 宮 に 初 庄 ) つ SUWA ガ 
ラス の 里 (国内 最大 級 の ガラ スミ ュー ジア ム ) -~> 


掲載 No 京 ・ 京 ・ 
掲載 No 3 6AEPKH10 東京 ・ 大 阪 発 
Mi 
「 現 地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ 
介 和 82R2E2 | 半生 タ 2 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 10 名 宿泊 地 : 長野 県 


際 人 xn 2 sm 記 
) 30008 織り 2 の 介 め 


0 R 
* も | 

ン 

フレ ンチ ご 夕食 八ヶ岳 高原 ロッ ジ ・ 脚 氷 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ は 八ヶ岳 連峰 の 東山 麓 、 
1500m、 約 200 万 坪 の 広大 な 高原 リゾ ー ト 。1 年 の 中 


で 特に 空 が 澄 む 美しい 季節 に 、 夜 は 星空 、 早 朝 に 
は 高原 の 木々 の 枝 や 葉 ! - 朋 の 花 を 咲か せる 「 肥 水 」 


を 眺め な が ら 、 の (620 RS 机 1 
正月 。 元 旦 は メイ ンダ イニ ング 「 ル ・ プ ラ ト ー 
限定 の な せ ち 料理 朝食 を ご 用 意 。 


| 八ヶ岳 高 原音 楽堂 / 大 了 略 日 ミニ コン サー ト 


【 出 演 】 
デュ オ ・ グ レイ ス 〔 宮 谷 理香 、 高 橋 多佳子 
【 プ ログ ラム 】 


ベー トー ヴェ ン (リス ト 編 ) : 
交響 曲 第 9 番 よ り 第 4 楽章 (2 台 ビ アノ ) ほか 
※ 曲 目 ・ 内 容 は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 


3 県 内 最大 級 の 湯 量 を 詩 千 る か け 流し の 自家 源泉 を 満喫 掲載 No| 


ん E や し re 6AEPKH20 
上 林 温 泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 甘 関連 泊 as に 


人 の 人 


三 = こい 【 回 司 10 名 電 枯 長野 県 
北信 濃 で 過ごす の ん びり お 正月 本 当 EEFS 


リー 


出発 1 月 2 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


東京 発 158,000 円 164,000 円 186,000 円 


大 孤 発 "166,000 円 172,000 円 194,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 松本 駅 か ら 最終 日 長野 駅 まで 同行 し ます 。 ニョ 1 講 に 還 
※ 利 用 バス 会 社 : 太陽 バス 、 平 成 交通 、 長 野 観光 、 長 電 バ ス の いずれ か 上 林 ホ テル 仙 毒 閣 上 林 ホ テル 仙 講 問 ロビ 
※ 部 屋 タ イプ : 和室 冬 の 露天 風呂 


※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
新宿 (9:00 て 11:00 発 ) = 八王子 = 新 大 阪 (7:30 て 9:30 発 ) = 京都 = 
松本 名 古屋 = 松本 


っ 松本 城 (戦国 時 代 の 武 備 と 泰平 の 世 の 優雅 さ を 併せ 持つ 国宝 城郭 と 本 丸 庭園 ) > 
夕刻 : 上 林 温 泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 毒 閣 泊 (県 内 最大 級 の 湯量 を 誇る 、 か け 流 し の 自 
家 源泉 。 内 湯 と 露天 風呂 を お 楽し み 下 さい 。 地 産地 消 の 懐石 料理 夕食 ) 
午前 : 宿 ゆっ くり 10 時 出発 一 長野 ・ 善 光 寺 (創建 1400 年 以上 の 歴史 を も る つ 
古 章 を 公認 案内 人 と 初 参 り 、 賑 わい の 仲見世 通り ) … 薬王院 (善光寺 と 共に 悠久 


冬 の 松本 城 上 林 ホ テル 仙 毒 閣 談 計 


2 | の 時 を 刻ん だ 宿坊 で 精進 料理 の 昼食 、 自 由 散策 ) > 午後 : 同 宿泊 ( 連 泊 な の で ゆっ 心 安 6 ぐ 大 正 浪漫 の 空間 "上 林 温 泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 
た り 滞 在 、 大 理 石 の ロビ ー や 初代 社長 が 収集 し た 書画 の コレ クシ ョ ン 展 示 、 庭 園 を 書 関 」 で 過ごす お 正月 。 連 泊 な ら 5 で は の の っ た り し 
の ぞ む 談話 室 で の ひと と き な ど 館内 を 自由 に お 楽し み 下 さい ) た 滞 た で 内 貞 た 杖 の 過量 を 導 る か は 党 し の 自家 
午前 宿 希望 者 は 自由 に 地 狼 谷 野 療 苑 へ ゆっ くり 10 時 出発 つ 小 布施 ・ 壮 。 た 潜在 で 、 県 内 最大 級 の 江 量 を 誇る か け 流し の 日 家 
松 院 (戦国 の 武将 福島 正則 や 葛飾 北斎 、 俳 人 小林 一 茶 ゆ か り の 古寺 ) つ 北 齋 館 (内 源泉 を 堪能 し 、 温 泉 露天 風呂 や 庭園 を の ぞ む 談話 室 

剛直 和 など - の 作品 ) つ 信 放 の 清流 で 育っ た イ で 名 ぎ の 時 間 を お 過ごし 下さ い 。 国宝 ・ 松 本 城 や 、 
長野 王 大 宮 三 東京 (16:3018:30 着 ) 長野 ニ 名 古屋 = 京都 ニ 賑やか な 新年 を 感じ る 善光寺 初 参 り 、 北 斎 の 名 画 カ 

新 大 阪 (19:00 一 21:00 着 ) 残る 小布施 も 訪ね ます 。 
ア 掲載 No| | 東京 . 京 ・ 
際 時 Mg oe 本 掲載 No| に ENKHS6 


ス コー の 拓 み よ げ が 


アル 語 記 斉 | 5 行人 上 員 : 12 名 宿泊 地 : 岐阜 県 
の 白 名 アル フス と 肖 反 の 邊 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) ポム 
利用 ! 


東京 発 159,000 円 。 165.000 円 、189.000 円 
大 孤 発 149,000 円 。155,000 円 179.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初 5 
岐 阜 羽島 駅 か ら 最終 日 新高 岡 駅 また は 富山 駅 まで e Ya 
同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 濃 飛 バス また は 加 
誠 能 バス また は 岐阜 乗合 自動 車 ※ 部 屋 タイ プ : 洋 
室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参 
照 下 さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


白銀 の 新穂 高 へ 
行程 つっ バス ララ 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (8:30~-9:30 発 ) 三 品川 三 新横浜 新 大 阪 (9:00 一 11:00 発 ) = 京都 = 
三 名 古屋 三 岐阜 羽島 岐阜 羽島 
1 高山 ( 出 格子 の 連なる 古い 町 並み 、 風 情 あ る 三 之 町 な ど 自 由 散 策 ) っ 夕刻: 飛騨 - SS 
高山 温泉 ・ ホ テル アソ シア 高山 リゾ ー ト 泊 (北ア ルプ ブス を 眺め る 展望 風呂 や 情 あ る 街 普 R 肝 高山 ・ 中 橋 
檜 風呂 な ど 、 竹 類 豊富 な 温泉 リゾ ー ト で お 実 ぎ 下さ い ) HH 
午前 : 宿 一 水 無 神社 (飛騨 国 一 之 宮 、 平 安 時 代 か ら の 由緒 ある 神社 に 初 参 り ) 本 科 み が me 時計 。 
還 新竹 高 ロー プ ウ ェ ー (日 本 唯一 の 2 障 建 て ロー プ ウ ェ ー で 雲上 の 世界 、 概 高 2156m 電 天 ある W 何 導 み 2 の 洋司 Il 攻 デ ル グ ス 
の 絶景 地 へ 。 白銀 に 染まる 絶景 の 北ア ルプ ス 360 度 の パノラマ 展望 ) 夕刻 : 同 の 大 パノラマ が 広がる 展望 風呂 が 自慢 の 温泉 リゾ ー 
| ホテ ル 泊 (温もり の 温泉 で ゆっ くり 元旦 を お 過ごし 下さ い 。) ト に 連 泊 し ます 。 檜 風呂 や 岩 風呂 な ど 飛 騨 随 一 の 種 
午前 : 宿 一 世界 遺産 ・ 白 川 導 (雪景 色 の 合掌 造り 集落 散策 ) > 高岡 ・ 瑞 龍 寺 ( 加 ECS 。 1 、 
賀 落 ・ 前 田 利 長 の 菩提 寺 、 壮 大 な 伽藍 配置 様式 の 豪 半 に し て 典雅 な 美 し さ ) 類 を 誇る 温泉 で ゆっ りお 正月 を お 週 こ し 下 き Me 
9 生 高 岡 ま た は 富山 大 宮 ニ 新高 岡 ま た は 富山 三 金沢 三 京 都 ニ 白銀 の 世界 が 広がる 新穂 高 や 白川 衝 な ど 、 冬 な ら 6 で 


東京 (19:00 て 20:00 着 ) 新 大 阪 三 大 阪 (19:30 て 20:40 着 ) は の 美しい 風景 も 訪ね ます 。 
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関 
西 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


| 球 Smー・mN | 論 王 ・ 肥 起 | 


国 湊 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


| 革 Smー・m さ | 秋 - 二 | 


⑬ ぺ ゆ 国宝 ・ 犬山 城 や 博物 館 明治 村 の 近代 化 産業 遺産 群 剛昌 


Euktdo| 6AELKH40 | 還 軸 緒 計 
川 ゆっ た り 連 泊 較 叶 時 
長良 」 | 晶 泉 つ ー 震 / 16 現地 オプ ショ ッ 画面 か ら 予約 くだ 


ス コー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


名 古 屋 城 本 丸 御 典 と 熱 田 神宮 『 初 参 り ぁ 最 少 催行 人 員 : 13 名 宿泊 地 : 岐阜 県 


時 バス 3 
博物 館 明治 村 剛 | を 除く を 除く 研 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 135,000 円 138,000 円 144,000 円 156,000 円 
大 孤 発 127,000 円 130,000 円 136,000 円 148,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 活 乗員 は 初日 岐阜 羽 鳥 駅 か ら 最終 日 名 古屋 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 岐阜 乗合 邊 動車 また は 名 鉄 観光 バス 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 1 人 1 室 に お いて 、 基 本 は シン グル ルー ム 、A タ イプ は ツイ ン ル ー ム を 利 2 3 中 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P 31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 岐阜 グラ ンド ホテ ル 鉄分 を 多く 含ん だ 名 湯 


※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
、 に 


提供 : 名 古屋 城 総合 事務 所 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (11:30 て 13:00 発 ) = 品川 新 大 阪 (13:00 て 14:30 発 ) = 京都 = 
。 新横浜 = 名 古屋 岐阜 羽島 岐阜 羽島 


づつ 午後 : 長 良川 温泉 ・ 岐 阜 グラ ンド ホテ ル 泊 (鵜飼 で 有名 な 長良 川 早 を 散策 、 会 


席料 理 夕食 、 温 泉 大 浴 坦 ) 


刈 


木曽 川 を 一 望 で きる 犬山 城 名 古屋 城 本 丸 御殿 


ホテ ル 屋 上 で 初日 の 出 午前 : 宿 一 犬山 ・ 針 網 神社 (尾張 五 社 の ひと つ 、 初 語 
… 犬 山城 (木曽 川 を 望む 国宝 天守 間 ) 博物館 明治 村 (自由 昼食 、 帝 国 ホテ ル 中 。 B 5 
2 入 関 や 西独 従道 邸 三重 県 庁舎 、 聖 ザビ エル 天守 堂 な ど 文明 開化 を 象徴 する 建造 三種 の 神器 の 一 つ 「 草 雑 神剣 」 を 祀る 熱田 神宮 に 初 
物 が 点 在 す る 園内 タタ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (洋食 コー ス 料 理 タ 食 ) 参り 、 名 古屋 城 本 丸 御殿 6 訪れ ます 。 大 山 で は 、 木 
前 : 宿 一 名 古屋 城 本 丸 御殿 (豪華 絢 ! 名 古屋 城 本 丸 御 殿 ) 一 熱田 神宮 ( 初 放 曽 川 を 望む 国宝 犬山 城 や 文明 開化 を 象徴 する 明治 村 
3 々 十 屋 王 新横浜 = 品川 = 名 古屋 = 京都 = も めぐ り ま す 。 お 泊まり は 、 人 金華 山 を 望む 長良 川 畔 
東京 (8:30-20:00 着 ) 新 大 阪 (16:30-18:00 着 ) の 温泉 付 ホ テル で 、 の ん びり お 過ごし 下さ きい 。 


3 ゆ 世界 遺産 ・ 白 川 導 や 雨晴 海岸 か ら 望 む 立山 連峰 の 冬 景色 東京 ・ 大 阪 発 
大 阪 発 
富山 お 正月 の グル メ 紀和 
ーー コ r ショ ン 」 画 面 か ら 予 約 くだ | 
富山 湾 の 恵み 地 魚 鮨 ・ 磯 料理 NN 
賜 周 し 2 加 還 誠 0B 前 間際 計 の 
主人 創作 の 白 エ ビ を すっ て 
団子 に し て 焼く 「 福 団子 」 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


東京 発 152,.000 円 168,000 円 158,000 円 


大 孤 発 146,000 円 162,000 円 152,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 富山 駅 また は 新高 岡 駅 か ら 最終 日 富山 駅 また は 新 
高岡 駅 まで 同行 し ます 。 集 合 時 、 乗 り 換え 駅 で は 係員 が ご 案内 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄 
道 グ ルー プ ※ 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】2 人 1 室 … 洋 室 ( ス ー ペ リア ツイ ン 23m)、 
1 人 1 室 … 洋 室 (スタ ンダ ー ド シン グル 17.6m)、【A タ イプ 】2 人 1 室 … 洋 室 (デラ ックス ツイ ン 36nf) ※ 現 
地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


@⑥ 天 然 の 生け 任 富山 湾 鮨 


富山 湾 鮨 


写真 提供 : 岐阜 県 白川 村役場 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:00~ て 12:30 発 ) = 大 宮 = 大 阪 (9:30 て 12:00 発 ) = 新 大 阪 = 
富山 また は 新高 岡 京都 = 金沢 三 富山 また は 新高 岡 


一 高岡 ・ 瑞 龍 寺 (国宝 の 山門 ・ 仏 殿 、 重要 文化 財 の 総門 、 禅 堂 な ど 荘 厳 な 禅宗 名 寺 ) 
> 高岡 大 仏 (日 本 一 の 美男 大 仏 )~ 夕刻 : 富 山 エ クセ ル ホ テル 東急 泊 (富山 に 2 
ゆか り の ある 食材 を 取り 入れ た お 等 で いた だ く フ レン チタ 食 ) ーー 老舗 料亭 ・ 松 月 の 磯 料理 白川 郷 


(お 正月 らし い ご 朝食 ) 午前 : 宿 一 井波 ・ 瑞 泉 寺 (見 事 な 膨 刻 が 随所 に み ら れ る 北 
陸 最 大 の 大 伽藍 、 境 内 に 位 む 公 塚 ・ 黒 髪 庵 、 石 畳 と 格子 戸 の 情緒 豊か な 通り ) つ 里 寺 E 了 
衣 山 の オ ー ベ ル ジ ュ て 無 農薬 野菜 な ど 地 産地 消 の 食材 の 洋 ラ ンチ 世界 遺産 天然 の 生け 次 "と 称 さ れる 細山 湾 。 そこ で 失 れ る 名 
白川 郷 (雪景 色 の 合掌 造り 集落 ) 一 同 ホテ ル (休憩 ) 送迎 車 つ 岩 瀬 ・ 磯 料理 の 地 魚 を 新鮮 な まま 堪能 で きる 「 富 山 湾 鮨 」 や 、 老 
松月 (歴史 ある 老舗 料亭 て 会 席料 理 夕食 、 富 山 を 代表 する シロ エビ 料理 ) 0 SN 了 
送迎 車 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 舗 料 施 で は 「 冨 山 湾 の 宝石 ・ シ ロ エ ビ 」 だ 尽く し の 会 
午前 : 宿 雨晴 海岸 (富山 湾 越し の 白銀 の 立山 連峰 ) 新湊 きっ と き と 市 場 ( 新 席料 理 を 。 その ほか 里山 の 味覚 な ど 、 富 山 グル メ を 
湊 漁 港 で 獲れ た て 旬 の 魚介 や 地元 の 特産 品 が 並ぶ ) 一 新湊 大 橋 (富山 新港 に 架かる ク 計 が 随所 に ー 正 & 
9 長 さ 3.6km の 斜 張 橋 、 歩 行者 通路 ・ あ い の 風 プ ロム ナー ド ) 富山 鮨 昼食 人 262 NISMMSE 時 2 
富山 また は 新高 岡 大宮 = 富山 また は 新高 岡 = 金沢 京都 = ある 瑞 泉 寺 に 初 参 り し な が ら 、 世 界 遺 産 の 白川 郷 な 


東京 (17:30 て 19:30 着 ) 新 大 阪 三 大 阪 (18:30~20:30 着 ) ど 雪 化粧 の 北陸 を 巡る お 正月 。 


<B 日 本 の 原 風景 ご 世界 遺産 の 合掌 集落 ・ 立 山寺 庄川 峡 … 
立山 連峰 望む リゾ ー ト の 寛ぎ 
静寂 な 冬 景色 と 冨山 湾 の 味覚 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 164,000 円 168,000 円 195,000 円 


大 孤 発 158,000 円 162.,000 円 189,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 富山 駅 また は 新高 岡 駅 か ら 最終 日 富山 駅 また は 新 
高岡 駅 まで 同行 し ます 。 集 合 時 、 乗 り 換え 駅 で は 係員 が ご 案内 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄 
道 グ ルー プ ま た は 北 鉄 グ ルー プ ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:00~ て 12:30 発 ) = 大 宮 = 大 阪 (9:30~ て 12:00 発 ) = 新 大 阪 = 
富山 また は 新高 岡 京都 = 金沢 三 富 山 ま た は 新高 岡 

高岡 ・ 瑞 龍 寺 (国宝 の 山門 ・ 仏 殿 、 重要 文化 財 の 総門 、 禅 堂 な ど 荘 厳 な 禅宗 名 寺 ) 
1 日 本 の 原 風景 ・ 散 居 村 ( 車 声 ユタ 刻 : ロ イヤ ル ホテ ル 富山 砺波 泊 (※ リ ノ 
ベー ショ ン 工 事 の た め 起 天 風呂 は ご 利用 いた だ け ま せん 。 大 浴場 は 時 間 別 男女 入替 
制 と な り ま す が 、 温 泉 で は ご "ざい ませ ん 。 また 2 日 目 は ホテ ル 着 時 間 が 遅い 為 、 部 屋 
の ユニ ッ ト バ ス を ご 利用 下さ い ) 
午前 : 宿 一 庄川 峡 一 長崎 橋 周 遊 ショ ー ト クル ー ジ ング ーー (人 遊覧 船 より 大 自然 が 
お りな す 雪 景色 の 絶景 ) 一 井波 ・ 瑞 泉 寺 (見 事 な 彫 刻 が 随所 に み ら れ る 北陸 最大 の 
大 伽藍 境内 に 件 む 人 欧 塚 ・ 黒 髪 庵 、 石 崩 と 格子 戸 の 通り ) … 世 界 遺 産 五箇 山 相 倉 
2 合 学 造 り 集落 (一 面 の 銀 世 界 に 映え る 趣 深い 景観 、 相 倉 民俗 館 ・ 伝 統 産業 館 ) 一 岩 
瀬 ・ 磯 料理 松月 (御用 邸 料 理 人 の 系 譜 を 継ぎ 地 魚の 鮮度 を 最大 限 に 生か し た 四季 
の 料理 を 提供 する 歴史 ある 老舗 料亭 で 会 席料 理 タ 食 、 富 山 を 代表 する シロ エビ 料 
理 ) 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 一 眼目 山 立山 寺 (雪景 色 の 境内 、 並 木 ) 魚津 ・ 富 山 湾 鮨 昼食 一 
3 富山 また は 新高 岡 三 大 宮 = 富山 また は 新高 岡 = 金沢 = 京都 = 
東京 (17:30 て 19:30 着 ) 新 大 阪 三 大 阪 (18:30 て 20:30 着 ) 


中 


掲載 No 壮 。leAENkHeo 東京 ・ 大 阪 発 
隊 6ANKHeo| 
屋 寺 | 
に ポ プ PS ら 予 約 くだ | 
し | 朝 2、 昼 3、 タ 2 


ぁ 最 少 催行 人 貞 : 12 名 宿泊 地 : : 富山 県 


早期 0 前 、 誤 z 半 了 只 


富 山 湾 鮨 @ 天 然 の 生け 算 


老舗 料亭 ・ 松 月 の 磯 料理 


立山 連峰 な ど 雄 大 な 山並 み を 背景 に 日 本 の 原 風景 ・ 
砺波 平野 散 居 村 が 眺め られ る 高台 に 立つ リゾ ー ト ホ 
テル に 連 泊 滞在 。 静 寂 な 雰囲気 を 感じ る こと か 出来 
る 庄川 峡 や 五箇 山 の 合掌 造り 集落 、 AN し 
い 有 眼目 山 立山 寺 で 冬 な ら で は の 景色 を 。 「 富 山 浴 鮨 」 
や ゃ 、 老 舗 料 の 「 富 山 湾 の 宝石 ・ ン シロ エビ 」 だ 尽く し 
の 会 席料 理 な ど 食 も 楽し む お 正月 。 


5 「 日 本 の 夕陽 百 選 」 に も 選ば れ た 宿 で の ん ぴり 


能登 半島 で 迎え る お 正月 連 泊 て 楽 し で [9 


日 本 海 の 絶景 と の と じ ま 水 族 館 」 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


東京 発 165,000 円 167,000 円 178,000 円 


大 阪 発 153,000 円 155,000 円 166,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 活 乗員 は 初日 金沢 駅 か ら 最終 日 金 沢 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 パス 会 社 : な る わ 交通 、 北 鉄 グ レー ブ パ ス 、 小 松 バ ス 、 加 越 能 パ ス の いずれ か 
※ 部 屋 タイ プ : 洋室 
※ 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:30 て 11:30 発 ) 大 宮 = 金沢 大阪 (9:40 て 11:50 発 ) = 新 大 阪 = 
京都 = 金沢 
間 十里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ (日 本 海 の 絶景 と 砂浜 ドラ イブ )ー タ 刻 :Royal 
Hotel 能 登 泊 (能登 の 美しい 自然 に 囲ま れ た 「 日 本 の 夕陽 百 選 」 の 宿 、 大 浴場 の 寛 
ぎ ) ※ リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 の た め 露 天風 呂 は ご 利用 いた だ け ま せん 。 大 浴場 
は 時 間 別 男女 入替 制 と な り ま す 。 
午前 : 宿 つの と じ ま 水 族 館 (ジン ベ エ ザ メ 館 「 青 の 世界 」 や イワ シ の ビッ グ 
ウエ ー プ ブ な ど と ど 能登 半島 近海 に 回 遊 す る 魚 を 中 心 に 約 500 種 を 飼育 する 水族 
館 ) 一輪 島 ・ キ リコ 会 館 (日 本 遺産 「 能 登 キ リコ 祭り 」 の 勇壮 な キリ コ が 立ち 並ぶ 
館内 ) 大 本 山 綿 持寺 祖 院 (曹洞宗 の 古着 に 初 参 り )ー 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 一 能登 金剛 (険しい 断崖 と 荒波 が 作り 出し た 冬 の 能登 を 代表 する 風景 ) 
金沢 城 玉 公園 (加賀 百 万 石 の シン ボル 、 金 沢 城間 槍 や 五 十 間 長 屋 、 百 万 石 の 大 
3 | 名 庭園 ・ 兼 六 園 で 鐘 な ら で は の 雪 吊 り の 名 園 散策 ) 
金沢 大 宮 三 東京 (17:50 て 19:30 着 ) 金沢 京都 = 新 大 阪 = 
大 阪 (18:00~ て 19:30 着 ) 


19 本 市 東京 ・ 大 阪 発 
本 市 6AENKH70 
「 現 地 オ プシ ョ 人 ら 予約 くだ | 
介 2 | 間 の 、 后 3 タ 2 


行人 員 : 12 名 と 奏 泊 地 : 石川 県 


人 バス 目 バ ス 目 ひ 
0 


ホテ ル 全 景 と 夕陽 


の と じ ま 水 族 館 綿 持寺 祖 院 


自然 豊か な 石川 県 羽 川 郡 に 位置 する 「 日 本 の 夕陽 百 
選 」 の 温泉 宿 に 連 泊 し て の ん びり 。 七 尾 湾 に 浮か ぶ 
能登島 で は 、 可 愛 い 海 の 生き 物 と 出 会 を る 「 の と じ 
ま 水族 館 」 も 訪ね ます 。 砂浜 を 走る ドラ イブ ウェ イ 
NR Je 0 
の 能登 半島 な らち では の 風景 も お 楽し み 下 さい 。 


関 
西 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


| 球 Smー・mN | 論 守 ・ 肥 唱 | 


国 湊 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


| 革 Smー・m さ | 秋吉 | 


3 古都 金沢 に 連 泊 2 日 目 は 井波 か ら 魚津 へ 足 を 延ばし ます 


の ん ぴり 連 泊 加賀 の 正月 風景 と 
湯 で 初 風呂 」 満 喫 ! 


富山 ・ 魚 津 の 名 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 。 159,000 円 165,000 円 172,000 円 
大 孤 発 147,000 円 153,000 円 160,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 金沢 駅 か ら 最終 日 金沢 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 北 鉄 グル ー プ バス 、 小 松 バ ス 、 加 越 能 バス 、 な る わ 交 通 の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:30~11:30 発 ) = 大 宮 = 金沢 大 阪 9:40~11:50 発 ) = 新 大 阪 = 
京都 金沢 


つ 長町 武家 屋敷 跡 (豪壮 な 武家 屋敷 が 立ち 並び 、 藩 政 時 代 が し の ば れる 小路 散策 、 

「 武 家屋 敷 跡 ・ 野 村 家 」 豪華 な 屋敷 と 美しい 庭園 ) 一 尾山 神社 (和漢 洋 の 3 つの 建 
委 欄 式 ' 神 門 」) - 夕刻: 金沢 東急 ホテ ル 泊 ( 和 会 席 「 旬 の 魚介 と 金沢 の 衝 土 料理 
の 夕食 、 静 か な 古都 の 大 隆 日 ) 


zo 


壮 。leAENkHeo| 東京 ・ 大 阪 発 
了 e 6AENKHeo| NKH80 


20 行人 貞 12 名 奏 泊 地 : 石川 県 


1 ) バス バス 
証 拉 


金沢 東急 ホテ ル ・ 洋 コー ス ひがし 茶屋 街 を 散策 


@ 金 沢 市 


午前 : 宿 一 井波 別院 瑞 泉 寺 (井波 彫刻 で 彩 ら れ た 北陸 最大 の 大 伽藍 、 初 参り ) > 
魚津 ・ 金 太郎 温泉 (北陸 屈指 の 豊富 な 湯量 源泉 か け 流 し の 湯 、 日 本 最大 級 の 屋内 
岩 風呂 「 立 山 連 農 パノラマ 大 浴 殿 」 や 庭園 露天 風呂 に 立寄り 入浴 ) 一 夕刻 : 金 
沢 ・ 同 ホテ ル 泊 (「 能 登 里山 ・ 里 海 の 幸 」 洋 コー ス デ ィ ナ ー) 
宿 一 金沢 城 寺 公 園 (加賀 百 万 石 の シン ボル 、 金 沢 城 菱 梅 や 五 十 間 長 屋 、 百 万 石 の 
大 名 庭園 ・ 兼 入園 で 冬 な ら で は の 雪 吊 り の 名 園 散 策 ) つ ひ が し 茶屋 街 (伝統 に 
彩 ら れ た 和 と 美 の 粋 が 息づく レト ロ な 町 並み 散策 、 江 戸 時 代 の 姿 が その まま 残る 国 
重要 文化 財 ・ お 茶屋 「 志 摩 」 見 学 ) 一 
金沢 三 大 宮 三 東京 (17:50 て 19:30 着 ) 金沢 京都 三 新 大 阪 ニ 

大 阪 (18:00~19:30 着 ) 


井波 瑞 泉 寺 


古都 金沢 に 連 泊 。「 こ も 掛け 」 の 武家 屋敷 や 雪 吊 り の 
兼 六 園 な ど 冬 な ら で は の 情緒 を 楽し み 、2 日 目 は 策 
山県 の 井波 、 人 魚津 へ 足 を 延び ば し ます 。 か け 流 し の 湯 
が 溢れ る 金太 郎 温泉 で 、 新 年 の 初 風呂 も 満喫 、 体 を 
心から 温め て 旅 の 疲れ を 癒し ます 。 ご 夕食 は 北陸 の 
味覚 を 和 会 届 と 洋 コ ー ス で お 楽し みく だ さい 。 


3》 2020 年 リニュ ー 


雅 な 金沢 華やぎ の 古都 探訪 


じょう ろ う 


伝統 文化 の 城下 町 と 「 金城 棲 」 で 加賀 会 席 や 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


且 束 基 165,000 円 。 168,000 円 。 169.000 円 


- 秦 孤 発 153,000 円 156,000 円 157,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 金沢 駅 か ら 最終 日 金沢 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 加 越 能 バ ス ま た は 北 鉄 グ ルー プ バ ス ま た は な る わ 交 通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 写 真 は 全 
て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:30~11:30 発 ) = 大宮 = 金沢 大阪 9:40-11:50 発 ) 新 大 阪 = 
京都 = 金沢 
つっ 長町 武家 屋敷 跡 (豪壮 な 武家 屋敷 が 立ち 並び 、 藩 政 時 代 が し の ば れる 小路 を 地 
元 案内 人 の 解説 と 散策 、「 野 村 家 」 の 豪華 な 屋敷 と 庭園 見 学 ) 夕刻: 金沢 ニ ュー 
グラ ンド ホテ ルプ レス テー ンジ 泊 (加賀 会 席 の 夕食 、2 人 1 室 は ゆとり の デラ ッ 
クス ツイ ン ル ー ム 、1 人 1 室 は ダブ ルル ー ム で お 寛ぎ 下さ い 。 希望 の 方 は ホテ ル 目 
の 前 の 前 田 利家 公 ・ お 松 の 方 を 祀る 、 和 漢 洋 の 3 つの 建築 様式 「 神 門 」 が 珍し い 尾 山 
神社 参拝 へ ご 案内 ) 
午前 : 宿 一 金沢 城 寺 公 園 ( 鞭 村 や 五 十 間 長 本 三 名 園 ・ 兼 入園 で ならでは 
の 雪 吊 り の 名 散策 ) つ ひがし 茶屋 街 (金沢 文化 を 代表 する 茶屋 街 を 地元 案内 人 
の 解説 と 散策 、 重文 「 志 摩 」 江戸 時 代 の まま 残る お 茶屋 見 学 ) 一 夕刻 : 同 宿泊 (「 加 
賀 野菜 と 旬 の 魚介 、 フ ラン ス 料 理 の 夕食 ) 
午前 : 宿 且 に し 茶屋 街 (華やか な 芸 怒 が 活躍 する 、 出 格子 が 美しい 茶屋 建築 の 風情 
ある 街並み を 地元 案内 人 の 解説 と 散策 ) 一 創業 百 三 十 年 の 老舗 懐石 料亭 旅館 
「 金 城 棲 」 で 加賀 会 席料 理 の 昼食 一 
金沢 大 宮 三 東京 (17:50~ て 19:30 着 ) 金沢 三 京 都 新 大 
大阪 8:00-19:30 着 


14 


ー ア ル ! 金沢 ニュ ー グ ラン ド ホ テル ・ ゆ と り の 客室 に 


連 泊 21 


上 東京 ・ 大 阪 発 
敵 leAEkdeo| 6AENKHe0| 

0 ポン ジョ ン ュ 1 ら 予 約 くだ | 
馬 2 EE 


回 12 名 と 奏 地 : 石川 県 


デラ ックス ツイ ン ル ー ム 


ーー 
ウッ 
トー 


加賀 野菜 と 魚介 フレ ンチ タ 食 


に し 茶屋 街 


老舗 料亭 で いた だ く 加 人 賀 会 席 重要 文化 財 ・ 志 摩 


加賀 百 万 石 の 栄華 を 誇る 金沢 。 町 中 に 今 も 残る 歴史 
と 華やぎ の 風情 ある 街並み を 訪ね ます 。 金沢 文 化 の 
代表 ・ 茶 屋 街 は を それ ぞ れ 風情 が あり 、 趣 ある 一 角 を 
作り 上 げ る 建築 も 見 どこ ろ 。 古 都 の し っ と り し た お 
正月 を お 過ごし 下さ い 。 ミ シュ ラン ガイ ド に も 掲載 
の 老舗 「 金 城 林 」 で の 加賀 会 席 も 堪能 し ます 。 


GBD 御 食 国 ・ 若 狭 で を の 美食 「 ふ ぐ 」 Rs [No 同 Em it 
名 湯 ・ あ わら 温泉 連 泊 で 過ごす お 正月 | 呈 呈 


ブ 寺 と 北 の 味 x 越 前 か に 尽く し 民 1 名 し 栓 泊地 福井 県 
永平寺 と 北陸 の 味覚 ・ 越 前 か に 民 中 軸 に 回 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| 東京 発 。 187,000 円 195,000 円 221.000 円 


大 孤 発 167,000 円 175,000 円 201,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 福井 駅 か 
ら 最 終日 米原 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 京 福 バ ス ま た は 福井 鉄道 

※ 部 屋 タ イプ : 和室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ンー 
= 暫 語 記 半 上 
行程 っ バス 航空 欄 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (10:30~-12:40 発 ) 品川 に 3 (2:30-14:45 発 ) 三 新 大 阪 
新横浜 名 古屋 また は 米原 三 福井 京都 三 福井 PV ーー = 
ー タ 刻 : あ わら 温泉 み の や 泰平 韻 泊 ( 純 和 風 の 温 泉 宿 で ゆっ た り 。 和 会 席 夕 食後 前 海岸 の 野 水仙 若狭 の を 堪能 ふぐ 料理 
ご 希望 の 方 は 永平寺 の 年 越し へ ご 案内 。 森 厳 な 除夜の鐘 、 初 参り ) 


午前 : 宿 一 東尋坊 白浜 荘 (老舗 宿 で いた だ く 越前 か に 尽く し 昼食 ) 野 水仙 北陸 の 名 湯 ・ あ わら 温泉 に 泊まっ て 、 曹 洞 宗 大 本 山 
関 く 越 前 海岸 を 眺め な が ら 海 岸 線 の ドラ イブ つ 越 前 岬 (甘い 香り の 水仙 と 冬 の ke 5 0 
日 本 海 ) つ 同 宿泊 ( 連 泊 で ゆっ た りお 寛ぎ 下さ い ) 永平寺 の 年 越し へ 。 十 万 坪 、 提要 
宿 : 午 前 気 比 神宮 (北陸 道 の 総 鎮守 ・ 厳 人 神社 、 春 日 大 社 と 並ぶ 「 日 本 三 大 木造 紋 き わた る 除夜の鐘 を 聞き 、 越 前 が に 」 な ど 、 北 陸 
大 鳥居 」) 一 小浜 ・ ホ テル せく み 屋 (ふぐ 昼食 ) 一 羽賀 寺 (行基 開創 の 真言 宗 な ら で は の 冬 の 味覚 を 堪能 し ます 。「 海 の ある 奈良 」 
妹 ・ 重 文 「 木 造 十 一 面 観音 」) 一 明 i 麻 呂 創建 球 、 海 側 唯一 
和 生 「 相 全 面 ) 明 通 寺 (上 田村 記 員 和 の 市 、 日 海員 の 。 ょ も 呼ば れ 、 名 利 の 多い 小浜 の 文化 財 や 日 本 海 側 の 
米原 = 名 古屋 新横浜 品川 三 米原 京都 三 新 大 阪 (17:00~19:00 着 ) 絶景 、 ス イセ モン の 花 が 甘く 香る 越前 の 冬 景 色 も 訪ね 
東京 (19:00 て 21:00 着 ) ます 。 
mLH > い * 呈 2 マ 掲載 No| 京 ・ 京 ・ 
3 本 州 最 南 端 潮 岬 か ら 本 年 最後 の 落日 を 掲載 No| ae 8 


ホテ ル & リ ゾー ツ 和歌 山 串本 連 泊 の 寛ぎ |23 - 二 | 


| スコ ー お の 拓 み 上げ 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 12 名 ゅ 宿泊 地 : 和歌 山県 
南紀 の 世界 遺産 ・ 熊 野 三山 初 諸 = 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 
1 人 1 室 


東 束 発 。 176,000 円 178,000 円 。 238,000 円 
大 孤 発 155,000 円 157,000 円 217,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 
初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 熊野 御坊 南海 バス 

※ 部 屋 タイ プ : 洋室 また は 和洋 室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 
下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


潮岬 ・ 夕 景 

※ タ 日 ・ 日 の 出 は 気 
象 条 件 に より ご 覧 
いた だ け な い 場合 


が ご ざい ます 。 
行程 ーー バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (8:50 て 9:50 発 ) = 品川 = 新 大 阪 (11:45 て 12:45 発 ) = 天王 寺 = 上 
新横浜 名 古屋 三 新 大 阪 三 串 本 串本 較 | 熊野 速 玉 大 社 青 岸 渡 寺 の 三重 塔 
つ 潮 岬 (本 州 最 南 端 の 地 より 眺め る 今年 最後 の 夕日 ) 午後 串本 ・ ホ テル & リ 
ゾー ツ 和歌 山 串本 泊 (会 席料 理 夕食 ※ リ ノ ベ ペー ション 工 事 の た め 、 温 泉 大 浴場 「 黒 風光 明 婚 な 海岸 線 が どこ まで も 5 続く 和 炊 山県 紀伊 


潮 の 湯 」 は 時 間 別 男女 入替 制 と な か り ま す 。 ま た 露天 風呂 は ご 利用 いた だ け ま せん ) 
ホテ ル 向 い の 大 島 か ら 昇 る 初日の出 」 午前 : 宿 一 那智 山 ・ 熊 野 那 智 大 社 ( 初 


半島 。 南 紀 加 本 に ある 温泉 付き リゾ ー ト に 連 泊 し ま 


語 、 青 岸 渡 寺 ) … 那智 滝 (落差 日 本 一 の 名 涯 ) 熊野 速 玉 大 社 ( 初 許 ) 一 龍 野本 す 。 本 州 最 南端 の 潮岬 で 本 年 最後 の 夕陽 を ご 覧 いた 
宮 大 社 ( 初 語 )ー タ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (会 料理 夕食 SS 、 ai 朋 の 時 22 の が の 紀和 は まし 半 R 2 
午前 : 宿 一 白浜 ・ 三 段 壁 ( 千 古 の 自然 造形 が 形作る 熊野 水軍 の 隠し 洞窟 ) 一 白浜 し ム じ 田 そ 

・ いけす 円 座 (名 物 の クエ を 中 心 と し た 和食 騰 昼 食 ) か ら 神 々 が 和 宿る 所 と し て 崇拝 され て きま し た 熊野 、 
白浜 三 新 大 阪 名 古屋 三 新 横浜 王 白浜 天王 寺 = 元旦 は 世界 遺産 に も 登録 され て いる 熊野 那智 大 社 ・ 
品川 = 東京 8:40-20:40 着 ) ”。 新 大 阪 (15:50-7:50 | 熊野 束 玉 大 社 ・ 熊 時 本 宮 大 社 の 三 社 を 巡り ます 。 


15 


団 油 


| 囲 同 ・ 較 呈 


主 


| 革 Smー・m さ | 秋 - 二 | 


16 


GB ゆ 古代 ロマ ン に 溢れ た 奈 ミ 良 で 過ごす お 正月 
大 神 神 社 初 参り 
車 ? 
新春 の 大 和 路 温泉 リゾ ー ト 連 : 
出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 発 149,000 円 155,000 円 171,000 円 
現地 発着 124.000 円 130,000 円 1 出 000 幅 
※ 添 乗 貞 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 2 
※ 利 用 バス 会 社 : 奈良 交通 また は 奈良 観光 バス 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 また は 和室 


※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


席料 理 の 一 例 


会 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:30~12:30 発 ) = 品川 橿原 神宮 前 (14:00 て 16:00 発 ) 
新横浜 = 名 古屋 京都 三 近鉄 特急 


1 三 橿原 神宮 前 

… 午後 : 橿 原 ・THE KASHIHARA 泊 (温泉 大 浴場 、 和 食 会 席料 理 夕食 、 自 
神宮 二 年 参 りな ど ) 

午前 : 宿 一 大 神 神社 (日 本 最 古 の 神社 ・ 三 輸 明 神 初 話 ) ~ 聖 林寺 (フェ ノロ サ も 
魅了 され た 国宝 十 一 面 観 音 の 微笑 み ) 一 談 山 神社 ( 朱 塗 り の 十 三重 塔 ) 一 岡 寺 
(日 本 最初 の 厄除 け 霊 場 ) 一 飛鳥 寺 (飛鳥 大 仏 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (フレ ンチ コー 
| ス 料 理 夕食 ) 

午前 : 宿 一 長谷 寺 (舞台 造り の 国宝 本 堂 か ら の 大 展望 ) 室生 寺 (女人 高野 の 五 重 
塔 ) つ 

名 張 三 近鉄 特急 名 古屋 新横浜 名 張 (14:00 て 16:00 着 ) 
三品 川 三 東京 (18:30 て 20:30 着 ) 


に 橿原 


得 載 No 隊 
京 。 
ロー 現地 還 T 
ら 予 約 


に 本 タ 2 
は (現地 発着 ) 朝 2、 量 2、 タ 2 


行人 12 名 > 奏 池 : 奈良 県 


0 バス バス 
) 


談 山神 社 


| THE KASHIHARA 


橿原 神宮 の ほど 近く に ある 温泉 
リゾ ー ト ホテ ル で す 。 ゆ っ た り 
と し た 広め の お 部 屋 と 温泉 大 浴 
場 (写真 )、 大 和 の 食材 を 使っ た 
お 食事 を お 楽し み 下 さい 。 


大 物 主 神 を 礼 る 三輪 山 を ご 神体 と する 、 わ が 国 最 証 
| - 初 語 。 朱 塗り の 社殿 や 十 三重 塔 で 知ら 6 

る 談 山 神社 や 国宝 の 十 一 面 観音 で 名 高い 聖 林寺 を 
人 0 の 重い 
つ 女 人 高野 の 室生 寺 も 訪ね ます 。 


SD まほ ろば の 奈良 新春 の 法隆寺 や 唐 招提 寺 へ 


古都 ・ 奈 良 の お 正月 


う だ ぃ い 


東大 寺 大 仏典 ・ 観 相 窓 か ら 大 仏 御 尊 顔 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
1 人 1 室 
東京 償 = 157.000 円 159.000 円 169.000 円 
現地 発着 133.000 円 135.000 円 145.000 円 
※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 奈良 交通 また は 奈良 観光 バス 


※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


遍 ノ 奈良 公園 
行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 ++ そ の 他 
東京 (10:00 て 11:00 発 ) = 品川 = 京都 (12:30 て 13:30 発 ) 
新横浜 = 名 古屋 = 京都 
1 田辺 ・ 観 音 寺 (国宝 十 一 面 観音 ) 一 午後 : ホ テル 日 航 奈良 泊 (J R 奈 良 駅 に 直 


結 の ホテ ル 、 バ イキ ング タ 食 、 宿 泊 者 専用 の 人 工 温泉 「 佐 保 の 湯 」、 希 望 者 は 夜 11 時 
過ぎ 東大 寺 の 除夜の鐘 と 大 仏 御 尊 顔 へ ご 案内 ) 


関口 還 TT 志 
円 
スコ ー ト 守 の 提 なけ - HHT 恒 2、 2 


2 12 名 『 宿 泊地 : 奈良 県 


0 バス 上 月 バス 目 ひ 
放 


奈良 名 産 


奈良 ホテ ル ラン チ の 一 例 を 集め た 朝食 の 一 例 


古都 奈良 の 大 略 日 、 日 本 三 大 名 鐘 の ひと つ に 数 えら 


| つ 柳生 ・ 円 成 寺 ( 初 参り 、 運 慶 作 の 国宝 ・ 大 日 如来 
像 開 扉 ) 一 奈良 ホテ ル (新春 フレ ンチ ラン チコ ー ス ) … 午後 は フリ ー タ イム ( 世 


つ 兆 瑠璃 寺 (秘仏 吉祥 天 立 


界 門 産 の 東大 き や 興 福 寺 、 春 日 大 社 初 語 な ど 自由 に 散策 ・ 参 拝 ) … 梁山 泊 (お 正月 
会 席料 理 食 ) つ 夜 : ホ テル 日 航 奈良 泊 
つ 斑鳩 ・ 法 隆 寺 (世界 最 古 の 木造 建築 ・ 金 堂 と 五重塔 ) -> 唐 招提 寺 (世界 遺産 の 「 天 
3 平 の 墓 」) つ 


近鉄 奈良 = 京都 三 名 古屋 新横浜 = 近鉄 奈良 (15:00 一 16:00 着 ) 
品川 東京 (18:30 て 19:30 着 ) 


れる 東大 寺 の 除夜の鐘 が 厳か に 冬 の 冷気 を 恩 わ せま 
す 。 元旦 の 午前 0 時 、 普段 は 閉じ られ て いる 大 仏殿 の 
中 門 が 開き 、 さ ら に 大 仏殿 正面 の 観 相 窓 が 開か れ 
ライ ト ア テッ プ さ れ た 大 仏 様 の お 顔 を 参拝 する こと が 
で きま す 。 新 し い 年 を 迎え ん る 人 々 を 見 守る か の よう 
な 威厳 と 慈悲 に 満ち た 大 仏 様 を お 参り 下さ い 。 


3》 京都 ・ 六 波羅蜜 寺 初 参り と 老舗 「 近 又 」 の 懐石 料理 


琵琶 湖 か ら 京 へ 


竹生 島 初日 の 出 ク レー ズ と 彦根 城 


出発 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 PSE 
東京 発 161,000 円 163,000 円 168,000 円 
現地 発着 137.000 円 139,000 円 144,000 円 
※ 添 乗 貞 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 近江 鉄道 、 湖 国 バ ス 、 ヤ サカ 観光 バス 、 東 豊 観光 の いずれ か 
※ 部 屋 タイ プ : 洋室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に よっ て ご 覧 いた だ け な い 場合 も ご ざい ます 。 
行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (10:30 て 12:40 発 ) = 品川 = 米原 (13:00 て 15:00 発 ) 
新横浜 名 古屋 米原 
> 高 月 ・ 渡 岸 寺 (国宝 十 一 面 観音 ) 一 午後 : 長 浜 ・ 北 ビワ コ ホ テ ル グ ラ ツ ィ エ 
泊 ( 季 琶 湖畔 の ホテ ル で の ん びり 、 フ レン チコ ー ス 料理 夕食 ) 
朝 : 宿 … 長 浜 港 一 琵琶湖 「 初 日 の 出 ク ルー ズ 」^ 竹 生島 (西国 30 番 札所 の 宝 
厳 寺 と 都 久夫 須 麻 神社 初 語 ) 長浜 港 … ホ テル : 午 前 つ 金 剛 輪 寺 (湖東 三山 の 
ひと つ 、 国 宝 ・ 大 悲 閣 本 堂 と 重要 文化 財 ・ 三 重 塔 ) > 彦根城 (国宝 天守 閣 と 大 名 庭 
| ・ 玄 宮園 ) 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 (和食 会 席料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 京都 ・ 六 波羅蜜 寺 (無病 息災 の 皇 服 茶 と 空 也 上 人 像 な ど 宝 物 館 拝観 ) 
っ 懐石 ・ 近 又 ( 京 懐石 料理 昼食 ) 一 世界 遺産 ・ 東 寺 (密教 美術 の 宝庫 ・ 金 堂 と 
講堂 、 五 重 塔 ) -> 
京都 = 名 古屋 三 新横浜 三 品川 = 
東京 (18:00 て 20:00 着 ) 


京都 (15:30 て 17:00 着 ) 


FeH 
ee こっ 
| 廊 事 | 
MI 

回 還 12 名 し 宿泊 地 滴 県 


主 誠 0BW 、 和 と 二 除 
3000 円 割引 


竹生 島 か ら の 初日 の 出 提供 : 琵琶湖 汽船 株式 会社 
※ 和 気象 条 件 な ど に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


' 初 日 の 出 ク ルー ズ 」 は ホテ ル 前 の 長浜 港 を 早朝 に 出 
航 。 琵琶 湖 に 浮か ぶ 竹 生島 まで は 約 30 分 、 島 に 着く 
と 東 の 鈴鹿 山脈 か ら 朝 日 が 昇り ます 。 そ し て 、 西 国 
30 番 札所 の 宝 厳 寺 と 隣接 する 都 久夫 須 麻 神社 に 諸 で 
ます 。 3 日 目 は お 正月 の 京都 に も 訪れ 、 初 参 り と 京 懐 
石 料 理 $ 楽 し み ま す 。 


⑯3》 丹後 宮津 に 連 泊 遊覧 船 か ら 伊根 の 舟 屋 も 
2 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 

1 人 1 室 

東京 発 185,000 円 187,000 円 249,000 円 
現地 発着 161.000 円 163,000 円 225,000 円 
※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 NT 
※ 利 用 バス 会 社 : 東豊 観光 また は 丹後 海陸 交通 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 


※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


冬 な ら で は の 新鮮 な ズワイ ガニ 


っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 


= 列車 
京都 (12:30 て 14:00 発 ) 


行程 て 船 その 他 
東京 (10:00 て 11:30 発 ) = 品川 = 
新横浜 = 名 古屋 京都 

中 王 午 後 : 宮 津 ・ ホ テル & リ ゾー ツ 京都 宮津 泊 (正月 バイ キン グ 夕 食 ※ リ ノ ベ 

ーション 工事 の た め 露 天風 呂 は ご 利用 いた だ け ま せん 、 大 浴場 は 時 間 別 男女 入替 制 
と な り ま す ) 
午前 : 宿 一 伊根 (遊覧 船 よ り 眺 め る 舟 屋 の 風景 ) 一 浦 嶋 神社 ( 初 許 、 浦 島 伝説 ) 
> 丹後 半島 冬 景 色 (車窓 ) つ は し うど 荘 (カニ この フル コー ス 昼 食 / お 刺身 は 
「 幻 の 間 人 ガニ 」 を 使用 ) 一 智 恩 寺 (日 本 三文 殊 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (正月 バイ 
| キン グ タ 食 ) 
午前 : 宿 一 籠 神社 (丹後 一 宮 初 参り ) … 府中 ++ ケ ー ブ ル カー++ 便 松 公園 (天橋 立 「 股 
の ぞ き 」) 府中 … 一 宮 港 一 船上 か ら 眺 め る 天橋 立 と 阿蘇 の 海 - 天 橋立 港 一 
京都 = 名 古屋 三 新横浜 = 京都 (16:00 て 17:00 着 ) 
品川 三 東京 (18:20 て 20:20 着 ) 


東京 発 ・ 
現地 発着 
(現地 発着 ) 朝 2、 昼 2、 タ 2 


> 宿泊 地 : 京都 府 


早期 9 前 バス 目 バ ス 目 ひ 


景色 


伊根 の 舟 屋 


冬 の 丹後 を めぐ る お 正月 の 旅 。2 日 目 は 情緒 ある 伊 
根 の 舟 屋 の 風景 も 遊覧 船 か ら 楽 し み ま す 。 そし て 昼 
食 は 冬 な ら で は の ズワイ ガニ の フル コース (お 刺身 


は 間 人 ガニ を 使用 ) を ぉ 楽し み 下 さい 。 ま た 、 美 し 
い 天 の 橋立 の 冬 景 色 は 笠松 公園 か ら ご 覧 下さ い 。 
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| 囲 同 ・ 較 呈 


主 さ 


| 球 Smー・mN | 論 ・ 肥 電 | 


中 
当 
四 
国 


主 さ 


| 革 Smー.m 論 革 ・ 馬 埋 | 
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3 ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 に : 


グリ ー ン 車 で 行く ,。 


連 泊 で 寛ぐ 


雅 な 古都 の 正月 風景 と 京 懐石 料理 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
| 東京 発 。 169,000 円 179,000 円 209,000 円 
現地 発着 140,000 円 150,000 円 180,000 円 


※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 帝 産 観光 バス 、 奈 良 交通 、 東 豊 観光 の いずれ か 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 夕 食 は 1 と 2 日 目 で 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 

※ 注 グリ ー ン 車 利用 は 東京 班 の み で す 。 


行程 … 徒歩 列車 て 船 + そ の 他 


っ ラバ ス 愛 航 空 機 


つ 午後 ・AN A ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 泊 (フレ ンチ フル コー スタ 食 、 自由 
に 八坂 神社 の お けら 参り や 知 恩 院 の 除夜の鐘 な ど 京 の 大 隆 日 の 風情 を お 楽し 
み 下 さい ) 
午前 : 宿 松尾 大 社 (京都 で も 最 古 級 の 神社 を 初 参り ) つ 泉 仙 (伝統 の 精進 鉄 鐘 
時 昼 食 ) 一 表 ー 安 寺 (世界 遺産 の 石庭 ) 一 仁和 寺 (世界 遺産 、 御 所 庭園 や 五重塔) 
タ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (和洋 折 表 料理 
午前 : 宿 つ 世 界 遺産 ・ 上 賀 基 神 社 (国宝 本 殿 開放 ) 懐石 近 又 ( 京 懐石 料理 昼食 
づつ 東 寺 (世界 遺産 の 金堂 と 講堂 、 五 重 塔 ) 


隊 還 』 
に 
販 まい 人 調和 ウン 3 タタ 2 


29 了 12 名 『 宿 泊地 : 京都 府 


バス 問 記 較 バス 軸 = に 較 ひ 
| を 除く を 除く 


ANA ク ラウ ン 
プラ ザ ホ テル 京都 


ホテ ル ロ ビ ー 泉 仙 の 】 


情 進 鉄 鉢 料 理 


ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 は 堀川 二条 に 位置 
し て いま す 。' お けら 参り 」 が 行わ れる 八坂 神社 へ 
0 
常 10 分 くら いで す 。 ご 希望 の 方 は 是非 ど う ぞ 。 

か ら は 世界 遺 者 
や 老舗 「 近 又 」 の 京 懐石 料理 を お 楽し み 下 さい 。 


ぐ ⑬⑯3 ゆ 大 了 日 賑わう 錦 市 場 や お けら 参り も 自由 に お 楽し み 
京都 師走 の 風情 と 。 
世界 遺産 の 社寺 初 参り 57 』 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 人 1 室 
東京 発 130, 00 円 134,000 円 139,000 円 
先 中 痢 106,000 円 110,000 円 115,000 円 
本 低 125,000 円 129.000 円 134.000 円 
玩 剖 着 101,000 円 105,000 円 110,000 円 


※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 帝 産 観光 バス 、 奈 良 交通 、 東 豊 観光 の いずれ か 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 


行程 と 船 + そ の 他 


っ ラバ ス 愛 航 空 機 


つづ 午後 : か ら す ま 京 都 ホ テル 泊 (自由 に 大 星 日 の 錦 市 場 散 策 、 夕 食 は 京 懐石 「 美 
濃 吉 ・ 四 条 河 原町 店 また は 烏丸 四条 店 」 へ ご 案内 、 自 由 に 八坂 神社 の お けら 参り 
や 知 恩 院 の 除夜の鐘 な ど 京 の 大 星 日 の 風情 を お 楽し み 下 さい ) 

午前 : 宿 つ 世 界 遺 産 ・ 上 損 茂 神社 (国宝 本 殿 開放 ) 一 世界 遺産 ・ 天 龍 寺 (書院 、 
庭園 ) … 飾 月 (天龍 寺 直 営 店 の 精進 料理 昼食 ) 一 奥 財 賊 ・ 大 覚寺 ( 旧 財 峨 御所 の 門 
跡 寺 院 ) ~ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (館内 の 桃李 に て 中 国 料 理 夕食 ) 

午前 : 宿 つつ 世界 遺産 ・ 龍 安寺 (石庭 ) つ 世界 遺産 ・ 金 閣 寺 (極楽 浄土 の 世界 ) 
世界 遺産 ・ 銀 閣 寺 (東山 文化 を 代表 する 楼閣 庭園 建築 ) 一 六 盛 ( 手 お け 弁当 昼食 ) 


… 平安 神宮 (参拝 ) つ 


に 虹 
ee 凍 叶 AEskHeo ーー 
Ha ES 


29 12 名 李 電 : 京都 府 
上 癌 回 
お 泊り の ホテ ル は 、 錦 市 場 まで 徒歩 約 10 分 の 四条 鳥 
丸 に 位置 し て いま す 。「 お けら 参り 」 が 行わ れる 八坂 
神社 へ は 徒歩 約 30 分 。 阪 急 電車 を 利用 する と 終点 の 
河原 町 駅 か ら 約 15 分 程 の 道のり で す 。 
新年 は 閣 北 の 山裾 に 位置 する 上 賀茂 神社 へ 。 正 式 に 
は 賀茂 別 雷 (か も る わけ いか ず ち ) 神社 と 呼ば れ 、 下 
鴨 神社 と と も に 京都 最 古 と いわ れる 神社 の ひと つ で 
す 。 白 砂 の 参道 を 進み 、 通 常 は 楼門 の 先 の 中 門 か ら 6 
参拝 いた し ます が 、 お 正月 の 5 日 まで は 特別 に 式 年 
遷宮 後 の 国宝 の 本 殿 が 開放 され ます 。 市 内 に 点 在 す 
る 世界 遺産 の 社寺 も 初 参り 、 一 年 の 良き スタ ー ト に な 
る 事 で し ょ う 。 


(NEW 東京 か ら の 新幹線 は グ リー ン 車 利用 で ゆっ た り 


新年 の 寿 ぎ ! 感 動 の ジル ヴェ スタ ー・ 
コン サー ト と 京都 で 過ごす お 正月 


に Ei に | 


12 月 31 日 (日 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 人 ] 補 
[ 223, 00 円 254,000 円 
8 閉 194,000 円 225,000 円 


添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 東 豊 観光 、 奈 良 交 通 の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変更 に な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 の 上 、 お 申し 込み 下さ い 。 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 
東京 (10:00~11:30 発 ) = 品川 京都 (12:30 て 14:00 発 ) 
新横浜 = 名 古屋 = グリ ー ン 車 = 京都 . 
っ 滋賀 県 立 芸術 劇場 びわ 湖 ホ ー ル (S 席 より 感動 の ジル ヴェ スタ ー・ 
ー ト を 鑑賞 /15 時 開演 ) 一 夜 : 京 都 東急 ホテ ル 泊 (「 た ん 熊 北 店 」 に 
理 夕食 ) 
朝 : 宿 (自由 に 東 本 願 寺 や 西本 願 寺 の 初 語 、 ゆ っ た り 11 時 出発 ) 上 賀茂 神社 


と 船 + その他 


コン サ 
会 席料 


(世界 遺産 の 古 社 ) 一 泉 仙 大 慈 院 店 (精進 鉄 鉢 料 理 昼食 ) … 大 徳 寺 龍 源 院 (重要 文 
化 財 の 方 丈 、 唐 門 、 表 門 ) 因 積 院 (2023 年 オー プン の 宝物 館 、 長 谷川 等 伯 一 


門 に よる 国宝 障壁 画 と 池 泉 回 遊 式 庭園 ) 一 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (ホテ ル に て 洋 コ ー 
スタ 食 ) 
朝 : 宿 (ゆっ た り 11 時 出発 ) つづ し ょ う ざ ん リゾ ー ト (日 本 庭園 を 眺め な が ら 
名 物 ・ 白 味噌 雑煮 と 京 会 席 の 昼食 ) ia (展覧 会 「 ゼ 
戸 絵画 一 あ ! 若 沖 、 お ! 北斎 、 わ ぁ ! 芦 雪 一 」 を 鑑賞 ) 
京都 ニ = グリ ー ン 車 = 名 古屋 = 部 (15:30 て 17:00 着 ) 
新横浜 三品 川 三 東 京 (18:30 一 20:00 着 ) 


、 京 
か ら わ か る 江 


掲載 No| | 東京 東京 
so 荘 凍 叶 eaEskwco 現地 発着 
ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


8 上 9 名 ぁ 宿 泊地 : 京都 府 


バス 市 人 パ ち 日 利 [の 
| を 除く を 除く 


オプ ショ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ | 


ルリ も ' 


「 び ぴ びわ湖 ホー ル ジル ヴェ スタ ー・ コ ン サ ー ト 2022」 よ り 


キン ボー 


@ 白 土 吉 枝 


"イシ イ ビア ノ : 福 賠 洗 太朗 


〇 Rolf Schoellkopf 


指揮 : 


湖畔 に 企む びわ 湖 ホ ー ル で 開催 きれ る 、 毎 年 恒例 の 
ジル ヴェ スタ ー・ コ ユ コンサ ー ト を S$ 席 より 鑑賞 し 、 大 
星 日 を 特別 な 1 日 に 。 京都 で 過ごす お 正月 は 、 両日 と 
も ゆっ た り 11 時 以降 の ご 出発 。 ホ テル 周辺 で の 初 諸 
な ど 自 由 に お 過ごし 下さ い 。 最 終日 は 嵐山 の 福田 美 
術 館 で 、 新 年 最初 の 芸術 鑑賞 も 楽し み ま す 。 


< 大 山 山麓 の 雄大 な 絶景 を 一 一 望 す る ホテ ル に 年 末年 始 の ん ぴり 連 泊 


車 泊 で 行く 


ー 人 旅 大 山 山麓 の ん びり 連 
出雲 大 社 と 足立 美術 館 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 出先 地 
[ 198, 000 円 
隊 呈 178,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 
東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 日 本 交通 ※ 部 屋 タ 
イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下 
さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
人 

ご 夫婦 で の ご 参加 は ご 遠慮 願い ます 。 ・ お 友達 同士 の 参加 の 
場合 は 、 別々 で お 申込 み を 承り ます 。 ま た 、 お 席 や お 部 屋 な どの 
隣 同士 の ご 希望 は 承れ ませ ん 。 予 め ご 了承 願い ます 。 


F 


イヤ ル ホ テル 大 山 
36m の 広々 客室 一 例 


っ バス ララ 航空 機 
三品 川 = 


東京 (8:00~ て 10:30 発 ) 新 大 阪 (10:30 て 13:00 発 ) 
新横浜 名 古屋 三 岡山 三 米 子 岡山 三 米子 
ー タ 刻 : ロ イヤ ル ホ テル 大 山 泊 (和食 夕食 、 雄 大 な 絶景 を 一 望 で きる 大 山 山 


= 列車 て 般 


ー 新 神戸 


その他 


薦 に ある リゾ ー ト ホテ ル 、 大 浴場 で 寛ぐ ※ リ ノ ベ ー シ ョ ン 工 事 の た め 露 天風 呂 は 
ご 利用 いた だ け ま せん 、 大 浴場 は 時 間 別 男女 入替 制 と な り ま す ) 
午前 : 宿 一 出雲 大 社 (日 本 を 代表 する 縁結び の 神様 ・ 大 黒 主 大 神 を まつ る 大 社 初 語 
2 … 大 根 島 ・ 由 志 園 (咲き 匂う 冬 ボ タン ) 美保 関 ・ 美 保 神社 (えび す 様 の 総 本 宮 、 
青 石畳 通り ) 一 午後 : 同 テル 泊 

午前 : 宿 一 足立 美術 館 (世界 に 誇る 優美 な 
代 日 本 画 、 北 大 路 角 山 人 の 陶 芸 、 童 画 、 
米子 三 岡山 三 名 古屋 = 新横浜 = 
品川 三 東 京 (19:00 一 21:00 着 ) 


本 庭園 と 横山 大 観 を は じ め と する 近 ・ 現 
漆 芸 な ど を お 楽し みい た だ ける 美術 館 ) -~ 
米子 三 岡山 三 新 神戸 = 
新 大 阪 (16:30 て 18:30 着 ) 


賠 了 東京 ・ 大 阪 発 
二 』 lewEvkeoo| Avkeoo| 
ジョ ン ュ 1 ら 予 約 く だ | 

凍 TE | EE 


回 愉 11 名 ぁ 宿 | 泊地 : 鳥取 県 
0 バス 目 バ ス 


枯山水 許 


大 根 島 由 志 園 雪 の 庭 


イヤ ル ホ テル 大 山 外観 


雄大 な 絶景 を 一 望 で きる 大 山 山麓 に ある リゾ ー ト ホ 
テル に 連 泊 。 初 諸 は 出雲 大 社 と えび す 社 の 総 本 宮 ・ 
美保 神社 を 参拝 、 日 本 庭園 と 近代 日 本 画 の 調和 が 見 
事 、120 点 に お よぶ 横山 大 観 の 作品 で 有名 人 気 の 足 
立 美 術 館 へ も $ 足 を の ば し ます 。 バ ス 座 席 2 シ ー ト 利 
用 で の ん びり 年 末年 始 を むす ご し 下さ い 。 
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中 
還 
国 


主 


| 球 Smー・mN | 論 革 ・ 肥 起 | 


中 
国 
国 


主 さ 


| 革 Smー・m さ | 秋吉 | 


20 


ぐ ⑯3 ゆ 夕映 え が 美 し い 松江 し ん じ 湖 温泉 に 年 末年 始 の ん びり 連 泊 掲載 No| 陸 


ee 6AEVKG10 
| 食事 | 
央 道 湖 : 唱 泉 ゆ つ Mt り 連 泊 - 開 " 昌 セ テ プ ショ 画面 か ら 予約 くだ 


生 
出雲 大 社 ・ 松 江 と 足立 美術 館 ) 届 語り 開 阿 団 画 


出発 日 1 2 月 3 1 日 (日 ) ーー Bi 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

計 | A タ イプ | A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ | B タ イプ 
IPERESPIPEtPEGR 
東京 発 』175,.000 円 163.000 円 169.000 円 202,000 円 175,000 円 188,000 円 230,000 円 


大 阪 発 155.000 円 143.000 円 149.000 円 182,000 円 155,000 円 168,000 円 210,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 一 畑 バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 、 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 セ ミダ 
プ ブル 街 側 ・16mi 【A タ イプ 】 スタ ンダ ー ド ツイ ン 街 側 ・26mm 【B タ イプ 】 デラ ックス ツイ ン 湖 側 ・33m 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


[スコート 素材 の 積み 上 げ 必 須 


82 11 名 『 宿 泊地 : 島根 県 


足立 美術 館 
生 の 額 絵 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (8:00 て 10:30 発 ) 品川 三 新横浜 新 大 阪 (10:30 て 13:00 発 ) 三 新神戸 ニ 
三 名 古屋 = 岡山 三松 江 岡山 = 松江 = 

1 夕刻 : 松 江 し ん じ 湖 温泉 ・ ホ テル 一 畑 泊 (昨年 リニュ ー ア ルオ ー プ ン し た ホテ ルー 畑 湖 側 客室 一 例 ホテ ルー 畑 温泉 展望 大 浴場 
光り 輝く 「 央 道 湖 」 の 目前 に た た ず む ホテ ル 、 最 上 階 の 展望 温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 290 准 RT OO 
夕食 は 特選 会 庫 を も) II や べべ べべ AP 半 に FN Sa 
人 前: 机 押 大神 本 を 代 革 する 夫 び の 上 ・ 大 天神 を まつ る 大 本 02 

2 一 こたつ 船 で 堀川 めぐ り … 松 江 城 (国宝 、 全 国 で 現存 する 12 天 守 の ひと つ ) に 連 泊 。 元 旦 は 出雲 大 社 へ 初 語 。 国 宝 に 指定 され た 
夕刻 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コー スタ 食 ) 松江 城 と 、 日 本 庭園 と 近代 日 本 画 の 調和 が 見 事 、 日 
午前 : 宿 一 足立 美術 館 (世界 に 誇る 優美 な 日 本 庭園 と 横山 大 観 を は じ め と する 近 ・ 現 


本 有数 の 横山 大 観 ユ レク ショ ン で 有名 人 気 の 足立 美 


代 日 本 画 、 北 大 路 角 山 人 の 陶芸 、 童 画 、 漆 芸 な ど を お 楽し みい た だ ける 美術 館 ) 


洋 氷 了 = 岡山 ニ 名 古屋 新横浜 ニ 米子 ニ 岡 山王 新神戸 ニ 術 館 へ も 邊 を の ば し ます 。 バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 で 
品川 三 東京 (19:0021:00 着 ) 新 大 阪 (16:30 一 18:30 着 ) の ん びり 出雲 路 の 旅 で 年 末年 始 を むす ご し 下さ い 。 


⑯3 ゆ 》 バス 座席 2 シー ト 利 用 、 温 泉 連 泊 で 観光 名 所 めぐ り 隊 
々 々 ゃ = に 回 


湯田 温泉 連 泊 の お 正月 
「 現 提 ショ ン 」 画 \ ら 予約 同 
/ 円 / 男 淡 』 手 / 開 ア シ ョ シ 同 なる ao 太っ 、 タ 2 
き ん た いき | スコート 素材 の 積み 上 げ 必 須 


は ぎ 

人 る ーー レ = 攻 m 

々 ーーー B3| 12 名 ゅ 宿泊 地 : 山口 県 
款 和 野 と 安芸 の 宮 馬 ・ 錦 帯 橋 pg 
) 5 ) 


写真 提供 : 広島 県 


錦 帯 橋 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 148,000 円 149,000 円 150,000 円 


大 阪 発 128,000 円 129,000 円 130,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は N 
初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 防 長 交通 また は 広 交 観光 

※ 部 屋 タイ プ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 

下さ い 。 

※ 央 島 神社 の 回 廊 や 多 宝 夫 は 屋根 茸 替 ほか 修理 工 

事 が 行わ れ て お り 、 シ ー ト で 覆 わ れ て いる 場合 SN 

が あり ます 。 本 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ホテ ル ニ ュ ー タ ナカ 屋上 露天 風呂 

行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 ++ そ の 他 
東京 7:30 て 9:00 発 ) 品川 = 新 大 阪 (10:00 て 11:30 発 ) = 新神戸 ニ 
新横浜 = 名 古屋 = 広島 広島 
つ 宮島 ロー 宮島 (世界 遺産 の 感 島 神社 な ど 散策 ) 宮島 ロー タ 刻 : 湯 田 温 泉 ・ 本 
ホテ ル ニ ュ ー タ ナカ 泊 (露天 風呂 で 寛ぐ 、 和 洋 会 席 夕食 ) 大 島 神社 
午前 : 宿 一 萩 反射 炉 (世界 遺産 ) 松陰 神社 ・ 松 下村 塾 一 菊谷 横町 や 木戸 孝介 ea 

2 旧宅 (城下 町 散策 ) … 萩 ・ 明 倫 学 舎 (案内 ガイ ド と 見 学 、 世 界 遺産 ビジ ター セン タ バス 座席 2 シー 1 山口 の 名 湯 湯田 温 
時 時 の の NEW ie 泉 に 連 泊 し ます 。 世 界 遺 産 ・ 安 芸 の 宮島 、 世 界 道産 

前 : 宿 一 錦 帯 長 さ 193.3m の 木造 橋 ) … 山麓 駅 ++ 岩 国 城 ロ ー プ ウエ ー++ 上 | 昌 、 

証 を 還 (上 山 天 駅 山 世 に 指定 き 0: た 9 を 合志 ス 
広島 王 名 古屋 = 新横浜 三品 川 = 広島 三 新 神戸 = タル ジッ ク な 津和野 、 岩 国 錦 帯 橋 と 観光 名 所 も めぐ 
東京 (19:00 て 21:00 着 ) 新 大 阪 (16:30 て 18:30 着 ) り ま す 。 


3 瀬戸 内 海 を し まな み 海 道 で 縦断 。 て < 広島 


年 末年 始 きら めく 瀬戸 内 海 
ぐる り 周 遊 4 日 間 


出発 日 12 月 30 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
1 人 1] 室 
東京 発 202,000 円 210,000 円 225,000 円 
大 阪 発 182,000 円 190,000 円 205,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


バス 会 社 : せとうち バス 、 広 交 観 光 バ ス 、 両 備 バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 民 島 神社 の 回 廊 や 多宝塔 は 屋根 昔 替 
ほか 修理 工事 が 行わ れ て お り 、 シ ー ト で 覆 わ れ て いる 場合 が あり ます 。 
行程 ーー バス 厳 航空 機 … 徒 歩 = 列車 
東京 7:20~ て 9:00 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 (9:50 て 11:30 発 ) ニ 
三 名 古屋 三 福山 福山 
1 づつ 千 光 寺 ロ ー プ ウェ ー (日 本 遺産 に 認定 され た 箱庭 の よう な 尾道 の 街並み ) … 千 光 
寺 公 園 ++ 山 麓 駅 し まな み 海 道 絶 景 ド ライ ブ … 大 三島 ・ 大 山 祇 神社 (日 本 総 鎮 
守 ) っ 亀 老 山 展望 全 (し まな み 海 道 随 一 の 眺望 ) 来島 海峡 大 橋 夕刻 : 今 治 国際 
ホテ ル 泊 (今治 の ラン ド マ ー ク 、 温 泉 露 天風 呂 や 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 松山 城 (現存 12 天 守 ) 一 萬 憧 荘 (重要 文化 財 、 ル ネッ サン ス 様 式 の 洋館 ) 
2 … 坂 の 上 の 雲 ミ ュー ジア ム (見 学 ) 一 松山 観光 港 - て 清盛 ゆか り の 音頭 の 瀬戸 、 
瀬戸 の 多 島 美 広 島 宇品 港 っ 夕刻 : ホ テル グラ ン ヴ ィ ア 広島 泊 ( 和 会 席 夕食 ) 
ホテ ル よ り 2024 征 初日 の 出 、 午前 : 宿 一 宮島 ロー 宮島 機 橋 … 賑 島 神社 参拝 後 、 
自由 昼食 … 宮島 機 橋 ー 宮 島 ロ つつ ホテル … 大原 美術 館 (日 本 最初 の 西洋 美術 
中 心 の 私 設 美術 錠 。 モネ ・ グ レコ ・ ル ノワ ー ル な どの 西洋 画 な ど 、 閉 館 後 に 
解説 貞 の 案内 で 特別 鑑賞 ) … 夜 : 倉 敷 国際 ホテ ル 泊 (フレ ンチ コー スタ 食 ) 
朝 : 宿 … 倉 敷 美 観 地 区 を 自由 散策 …11 時 チェ ッ ク ア ウト … 後 楽園 ( 国 の 特別 
名 勝 、 日 本 三 名 園 の ひと つ ) 一 
岡山 名 古屋 新横浜 品川 = 
東京 (18:30 て 20:00 着 ) 


こつ いて は P31 を ご 参照 下さ い 。 


て 船 + そ の 他 
新神戸 ニ 


岡山 三 新 神戸 = 
新 大 阪 (16:00 て 17:30 着 ) 


今治 か ら 船 で 広 島 へ 、 瀬戸 4 


二 。leAExke4o 東京 ・ 大 阪 発 
隊 還 AEXKG4o| 


8 12 名 PT 愛媛 県 、 広 島 県 、 岡 山県 


亀 望 公 バス 目 バ ス | ー 部 【 
を 

園 か ら の 眺め 

写真 提供 : 広島 県 


大 原 美術 館 今治 国際 ホテ ル 釧 天 風呂 


1 MMRNgSMI3 閣 や 船 で 周遊 

、 瀬 戸 の 多 島 美 を 満喫 。 日 本 総 鎮守 ・ 大 山科 神 社 
人 厳島 神社 を 参 語 し 、 松 山 藩 の 玄関 港 と 
し て 栄え た 倉敷 へ 。2020 年 に 開館 90 周 年 を 迎え た 大 
原 美 術 館 で 閉館 後に モネ ・ グ レコ ・ ル ノワ ー ル な ど 
の 西洋 画 な どの 作品 を 解説 上 員 の 案内 で 鑑賞 する 「 イ 
プ ニ ン グ ソ ツアー」 で 特別 見 学 し ます 。 瀬 戸 内 を 満喫 
する 4 日 間 周 遊 の 旅 で お 楽し み 下 さい 。 


⑬3》 香川 徳島 ・ 高 知 へ と 四国 東海 岸 を バス 座席 2 シー ト で 周遊 し ます 


陽光 の 四国 東海 岸 周遊 
阿波 ・ 室 戸 ・ 土 佐 で 過ごす お 正月 


出発 日 12 月 30 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 例 。 208.000 円 215.000 円 235.000 円 
大 阪 発 188.000 円 195.000 円 215.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


: 洋室 、2・3 泊 目 : 和室 また は 洋室 
※「 お 福 分 


バス 会 社 : 琴 参 バス また は と さ で ん 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 1 泊 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
け 」 行 事 は 急速 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 


行程 っ バス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 
東京 (8:00 て 9:30 発 ) 三品 川 三 新 横浜 新 大 阪 (10:30 て 12:00 発 ) 


と 船 + そ の 他 
三 新神戸 ニ 


三 名 古屋 三 岡山 岡山 三 マ リン ライ ナー 自由 席 ] 三 
1 マリ ン ラ イナ ー [自由 席 ] = 高松 高松 
つ 栗 林 公 園 ( 国 の 特別 名 勝 ) 一 屋島 寺 (四国 霊場 第 84 番 札所 鑑真 和 上 ゆか り の 寺 、 


瀬戸 の パノラマ ) っ 夕刻 : JR ホテ ルク レ メ ン ト 高 松 泊 (和食 夕食 
宿 一 大 塚 国際 美術 館 (陶板 で 原 す 大 に 再現 され た 西洋 名 画 を 自由 鑑賞 約 180 分 
昼食 時 間 含 む ) 一 薬王寺 (四国 趣 場 第 23 番 札所 ・ 厄 除け の 寺 ) 南 阿 波 サ ン 
0 (太平 洋 を 望む 絶景 ドラ イブ ) ユ 夕刻 : 実 喰 温泉 ・ ホ テル リビエラ し し くい 
泊 (絶景 の 太平 洋 が 目 の 前 、 展望 温泉 ・ 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の 宿 。 和食 夕食 ) 
太平 洋 に 昇る 初日 の 出 な と 自由 に … 午前 : 宿 つむ ろ と 廃校 水族 館 (小学 校 を 
改修 し て 作ら れ た 水族 館 ) 一 室戸 岬 (ガイ ド と 学ぶ 地球 の 神秘 と 絶景 ) つづ 奈半利 ニ 
土佐 くろ し お 鉄道 (ロー カル 線 乗車 ) 夜須 一 桂 浜 (龍馬 像 ) っ 夕刻: 高知 ・ 
翠 園 泊 (土佐 藩主 ゆか り の 老舗 宿 、 温泉 大 浴場 ・ 露 天風 呂 で 寛ぐ 、 和食 夕食 
午前 : 宿 一 五台山 山頂 展望 台 一 竹林 寺 (水引 を つけ た 5 円 玉 を 威勢 よく 振る 舞う 
「 お 福 分 け 」 行 事 に 参加 ) 高知 城 (南海 の 名 城 ) 一 

高知 三 岡山 名 古屋 三 新 横浜 高知 岡山 新神戸 = 
三品 川 三 東京 (20:00 て 21:40 着 ) 新 大 阪 (17:30 て 19:10 着 ) 


35 上衣 東京 ・ 大 阪 発 
二 』leAExkeso| 6AEXKGs0| ーー 
だ | 京 
EE 


高知 県 


バス の 
彰人 


術 館 の 展示 作品 を 撮影 し た も の で す 。 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 く 


ス コー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


85 11 名 『 宿 泊地: 香川 県 、 徳 島 県 


写真 は 大 塚 国際 


大 塚 国際 美術 
館 シス ティ 
ー ナ ・ ホ ー ル 
本 最大 級 の 常 
設 展 示 ス ペー ス 
( 延 床 面積 29412 


m) を 有する 陶板 
名 画 美術 館 。 


温泉 大 浴場 


ホテ ルリ ビエ ラ し し くい 


三 窪 園 


客室 か ら の 太平 洋 の 朝日 


瀬戸 大 橋 を 渡り 、 讃 岐 の 国 ・ 香 川 か ら 室戸 阿南 海岸 
国定 公園 を 通っ て 室戸 岬 、 高 知 へ 。 四 国東 岸 を で る 
り 周 遊 し ます 。 昌 林 公 園 、 室 戸 岬 な ど 各 県 の 見 所 を 


訪ね な が ら 、 海 の 絶景 が 自慢 の ロー カル 線 (ご めん 
・ な は り 線 ) に も 乗車 し ます 。 
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中 
国 
回 


主 さ 


| 球 Smー・mN | 論 革 ・ 肥 起 | 


中 
国 
国 


主 さ 


| 革 Smー・m さ | 秋吉 | 
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に プ た CDS た まな み 海 道 ドラ イブ も se ee EK 
PC で 泊 ーー テア 島々 間 和 Br ga 23 
よみ 注 着 * 瀬 戸 内 の 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひび とり 様 ) 


東京 発 。 155,000 円 158,000 円 168,000 円 


大 孤 発 135,000 円 138,000 円 148, 000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か 
ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : せ と うち 
バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て 
は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 : 
初日 の 出 は 気象 条件 その 他 事 由 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が 
あり ます 。 


ス コー 本 の みよ け 


較 : 11 名 『 宿 泊地 : 愛媛 県 


バス 
| 2 シー ト を 際 く を 際 く 


普 
較 


際 ホ テル ホテ ル か ら の 眺め 


写真 提供 : 広島 県 


亀 老 山 展望 公 園 か ら の 眺め 尾道 の 景観 


行程 っ バス ララ 航空 機 


つ 送 迎 車 つ 午後: 今治 温 ・ 今 治 国際 ホホ テル 泊 (大 浴場 と 天然 温泉 を 使用 し た 
露天 風呂 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 


社 ( 初 参 り 、 日 本 総 鎮守 国宝 の 宝庫 ・ 宝 物 館 見 学 も ) 一 松山 城 (ロー プ ウ ェ ー 利 ーーー 
で 天守 閣 へ ) ~ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 今治 国際 ホテ ル 客室 一 例 今治 国際 ホテ ル 温泉 露 天風 呂 


上 (※1) … 午前 : 宿 一 大 三島 ・ 大 山 祇 神 


午前 : 宿 一 今治 タオ ル 博 物 館 一 来島 海峡 一 亀 老 山 展 望 台 (し まな み 海 道 随 一 の 
光 望 ) 来島 海峡 を 中 心 に 地元 瀬戸 内 海 で 獲れ た 鮮度 抜群 の 魚介 類 を いた だ 窓 の 外 に 美しい 瀬戸 の 海 が 広がる 今治 の ラン ド マ ー 


く お ま か せ 会 席 つ し まな み 海 道 ド ライ ブー 多々 鞭 し まな み 公 園 (多々 羅 大 橋 


クタ ワー 型 ホ テル 、 今 冶 国際 ホテ ル に 連 泊 し 、 瀬 戸 
の 多 島 美 を 満喫 。 し まな み 海 道 を ドラ イブ し 、 瀬 戸 
内 の 食 や ラン チ な ど ち ょ っ ぴり グル メ も 楽し み ま す 。 


展望 ) 一 千 光 寺 公 園 (ロー プ ウ ェ イ 利用 、 箱 庭 の 様 な 尾道 水道 の 眺め ) 


3 豊 予 海峡 を 渡る 海路 は る か な 迎春 六 衝 満 山 の 歴史 を 秘め た 国東 半島 も 東京 


大 阪 発 
四国 ・ 伊 予 か ら 海 を 渡っ て 2] 
新春 の 豊後 ・ 国 東 半島 へ 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) eS 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


用 束 和 203.000 円 。 205,.000 円 。 216.000 円 


大 孤 発 "182,000 円 184,000 円 195,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初 
松山 空港 か ら 最終 日 大 分 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 宇和 島 自動 車 、 大 分 交通 ※ 部 屋 タ イ 
プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 12 名 宿泊 地 : 愛媛 県 、 大 分 県 


) 5 ) バス バス 
) 


い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ホテ ル 日 航 大 分 3 
さ オア シス タワ ー 外観 オア シス タワ ー か ら の 眺め 
国宝 力 杵 石仏 四 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 ++ その 他 


つ 松 山城 (ロープウェー 利用 で 天守 導 へ ) 大 州 (伊予 の 小 京都 、 名 填 筑 内 龍 山荘 
や お は な は ん 通り な ど 散 策 ) 夕刻 :JR ホ テル クレ メン ト 宇 和 島 泊 (和食 夕食 ) 


上 ene 初 客 ) 一 日 本 一 長い 岬 ・ 佐 田 岬 を 一 三崎 港 国 道 四 九 フ 


ェ リ ー で 豊 予 海 峡 を 渡る 九州 ・ 佐 賀 関 つ 臼杵 石仏 (国宝 、 山 肌 の 北 灰 岩 の 岩 宇佐 神宮 鯛 茶 や 鯛 し ゃ ぶ を 含む 新春 会 席 

壁 に 刻ま れ た 磨崖仏 ) 一 夕刻: ホテ ル 日 航 大 分 オア シス タワ ー 泊 (和食 夕食 ) 

午前 : 宿 一 宇佐 神宮 (全国 に 4 万 社 あ まり ある 八幡 様 の 総 本 宮 ) 一 国東 半島 ・ 富 貴 四国 ・ 愛 媛 か ら 豊 予 海峡 を 船 で 渡り 大 分 ・ 佐 賀 関 

寺 (国宝 大 堂 ) 一 真木 大 堂 (六郷 満山 文化 の 栄華 を 色濃く 残す 本 尊 阿 弥 陀 如来 学 像 、 っ ユエ He SA ナー に 

不動 明王 立像 、 大 農 徳 明王 像 、 二 章子 立像 、 四 天王 立像 の 9 体 の 平安 仏 ) 老舗 料理 国生 の 目 有 (ANY の 00 る た 人 導 計 4 
屋 に て 鯛 茶 ・ 鯛 し ゃ ぶ を 含ん だ 新春 会 席料 理 を 一 杵築 (武家 屋敷 な ど 散策 ) 数 多く 残る 祈り の 国東 半島 を 訪ね 老舗 料理 屋 で 新春 


会 席 も 堪能 し ます 。 往復 飛行 機 利 用 で ラク ラク で す 。 


ぐ ⑯3 ゆ 船 行き 交 う 海峡 の 街 ・ 下 関 に 連 泊 、 グ ル メ も 楽し む お 正月 の 旅 


グリ ー ン 車 利 用 レト ロ な 港町 ・ 
関門 海峡 と グル メ な お 正月 


12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


| 東京 発 195,000 円 205,000 円 200,000 円 210,000 円 


- 夫 了 発 175,000 円 185,000 円 180,000 円 190,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終 
東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : サン デン 観光 バス また は 
プル ー ラ イン 交通 また は 長門 山 電 タク シー また は タイ ガー バス ※ 部 屋 
タイ プ : 洋室 ※ 利 用 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な り ま す 、3 名 1 室 利 
の 設定 は あり ませ ん 。 【 基 本 】 街 側 シ ング ル ま た は ダブ ル (1 名 )、 
街 側 ツイ ン (2 名 )、【A タイ プ 】 海 側 シ ング ル ま た は ダブ プル (⑪⑬ 名 )、 海 
側 ツ イン (2 名 ) ※ 名 古屋 発着 、 現地 合流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ 


出発 日 


い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ホテ ル 海 側 客室 一 例 
行程 っ バス 之 航 空 機 … 徒 歩 列車 ++ その 他 


っ 関門 海峡 一 午後: 下関 グラ ンド ホテ ル 泊 ( 和 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 … 下 関 南部 郵便 局 … 旧 秋 田 商会 ビル … 日 清 講和 記念 館 … 赤間 神宮 
(平家 物語 ゆか り の 地 初 参り ) 一 火 の 山 公園 一 下関 春 帆 楼 本 店 (ふく 特別 会 席 ) 
っ こみ も すそ 有川 公園 … 関門 海峡 ウォ ー ク (海底 を 歩い て 780m 海 峡 ウ ォ ー ク ) - 門 
司 港 レ トロ 展望 室 (31 階 に ある 、 高 さ 103m か ら 関 門 海峡 や 門司 港 レ トロ の 街並み 
を 見 渡せ る 絶景 ポイ ント ) … 門司 港 レト ロ 地 区 (I 旧 大 阪 商船 や 旧 門 司 三井 倶楽部 、 
旧 税 関 な ど 街並み 散策 ) 一 関門 海峡 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 

午前 : 宿 一 宗像 大 社 (世界 文化 遺産 を 参拝 、 約 80.000 点 に お よぶ 国宝 の 神宝 類 を 収 
蔵 し た 神宝 館 見 学 も ) 一 日 本 料理 ・ 老 舗 な だ 万 の お 正月 懐石 料理 昼食 一 


賠 半 東京 大阪 発 
| 二 』 leAEwkeso 
| 食事 | 
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早期 90H 前 \ 区 洋 除 」 ひ 」 
の 呈 


火 の 山 公園 か ら の 関門 海峡 の 眺め 


春 皿 楼 本 店 ふく 特別 会 席 な だ 万 懐石 料理 
大 小 様々 な 船 が 行き 交 い 、 眼 前 に 一 大 パノラマ と な 


っ て 広がる 美しい 関門 海峡 を 臨む ホテ ル に 連 泊 。 
治 か 6 ら 大正 に か け て 作ら れ た 建物 が 今 で も 残る レト 
ロ な 門司 と 唐戸 を 散策 し 、 海 峡 ロ マン を 満喫 し ま 
す 。 世 界 文化 遺産 登録 の 宗像 大 社 に も 足 を の ば し 、 
春 帆 楼 本 店 で いた だ く ふ く 特 別 会 席 や お 正月 懐石 料 
理 昼 食 が など グル メ も 楽し み ま す 。 


3 ゆ お 正月 に 下関 の ふく 、 老 舗 の 懐石 料理 や フレ ンチ を 楽し む 


グリ ー ン 車 で 行く お 正月 7 


関門 海峡 か ら 唐 津 ・ 呼 子 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
1 人 1 室 
有 束 発 | 234.000 円 。 240,000 円 。 258,000 円 
- 大 孤 発 214,000 円 。 220,000 円 。 238,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 48,000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : タイ ガー バス 、 
多久 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 
真 は 全て イメ ー ジ で す 。※ 当 日 の 仕入れ 状況 に より メニ ュー が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 


行程 徒歩 列車 て 船 


っ ラバ ス 愛 航 空 機 


その他 


つ 関 門 海峡 一 下関 ・ 春 帆 楼 本 店 (特別 ふく 会 席料 理 の 昼食 ) 一 関門 海峡 ウォ 
ー ク (海底 を 780m ウ ォ ー ク ) 門司 港 レト ロ 展 望 室 (31 階 に ある 高 さ 103m か ら 関 
門 海峡 や 門司 港 レ トロ の 街並み を 見 渡せ る 絶景 ポイ ント ) っ 夕刻: リー ガロ イヤ ル 
ホテ ル 小 倉 泊 (和食 会 席 夕食 ) 

午前 : 宿 一 宗像 大 社 ( 初 語 、 約 80.000 点 に お よぶ 国宝 の 神宝 類 を 収め た 神宝 館 も ) 
つ 日 本 料理 ・ 老 舗 な だ 万 の お 正月 懐石 料理 昼食 一 鏡山 展望 台 (唐津 湾 や 虹 の 
松原 な どの 絶景 が 一 望 ) > 午後 : ホ テル & リ ゾー ツ 佐 人 賀 唐津 泊 (展望 大 浴場 で 寛 
ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 呼子 朝市 (日 本 三 大 朝市 ) 一 名 護 屋 城跡 (秀吉 朝鮮 出兵 の 本 拠 地 ) っ 
レス トラ ン ひ ら ま つ ( 旬 の 食材 で 彩る 2 お すす め の ラ ンチ コー ス 、 上 質 で 優雅 
な 空間 で 確か な 技術 と 感性 か ら 生 み 出 され る 芸術 的 な フラ ンス 料理 の 世界 を 
お 愉し み 下 さい ) 


問 本 東京 : 大 阪 
本 6AEYKG00 | 計 肖 E 肖 
人 
Hf TI レク 


8 10 名 宿泊 地 : 福岡 県 、 佐 賀 県 


バス 目 バス 販 ) 
0) 


春 帆 楼 
ふく 特別 会 席 


初代 内 閣 総理 大 臣 、 
伊藤 博文 が 愛し た 


北 
海 
道 


本 の ふぐ 料理 公 許 第 
一 号 の 老舗 ふぐ 料理 
店 。 本 店 で いた だ く 
特別 ふく 会席 料理 を 
お 楽し み 下 さい 。 


な だ 万 懐石 料理 


レス トラ ン ひ ら ま つ 料理 


往復 ダグ リーン 車 利用 ・ バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 で ゆっ 
た り ラ クラ ク 、 食 事 に こだわ っ た 年 末年 始 ・ グ ル メ 
ツア ー は いか が で すか ? ふく の 有名 な 下関 で 特別 ふ 
〈 会 大 、 老 舗 の お 正月 懐石 料理 や 、 旬 の 食材 で 条 る 
フレ ンチ な ど ご 堪能 下さ い 。 


2 


回 に 回 Ei 


上 
島 
沖 
縄 
12 
月 
1 
有 
の 
0 = 


主 
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30 ゆ 》 下関 の ふく 、 フ レン チ や 唐津 の 磯 料理 を 楽し む 
お 正月 グル メ 紀 行 
関門 海峡 か ら 唐津 ・ 呼 子 


1 月 1 日 (月 ) 


EE に | 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


PE 


| 東京 発 223,000 円 228,000 円 254,000 円 

大 孤 発 "194,000 円 199,000 円 225,000 円 

※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 58.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 

コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 羽田 空港 また は 小倉 駅 か ら 最 終日 博多 駅 また は 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : タイ ガー バス 、 伊 万 里 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て 

は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。※ 当 日 の 仕入れ 状況 に より メニ ュー が 変更 に な 

る 場合 が ご ざい ます 。 

行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 ++ そ の 他 
羽田 空港 (8:00~9:00 発 ) Mi :30 て 9:30 発 ) 三 新 神戸 
北九州 空港 小倉. の / ー 小 倉 


っ 関門 海峡 一 下関 春 帆 楼 本 店 (特別 ふ く 会 席料 理 の 昼食 ) つ 関 門 海 峡 ウ ォ 
ー ク (海底 を 780m ウ ォ ー ク ) 門司 港 レ トロ 展望 室 (31 階 に ある 高 さ 103m か ら 関 
門 海峡 や 門司 港 レ トロ の 街並み を 見 渡せ る 絶景 ポイ ント ) っ 夕刻: 玄海 さつき 温泉 
・ ロ イヤ ル ホ テル 宗像 泊 (温泉 大 浴場 ・ 露 天 岩 風呂 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 宗像 大 社 ( 初 語 、 約 80.000 点 に お よぶ 国宝 の 神宝 類 を 収め た 神宝 館 も ) 
っ レス トラ ン ひ ら ま つ ( 旬 の 食材 で 彩る お すす め の フ レン チコ ー ス 、 上 質 で 
優雅 な 空間 で 確か な 技術 と 感性 か ら 生み 出さ れる 芸術 的 な フラ ンス 料理 の 世 
界 を お 愉し み 下 さい ) 一 鏡山 展望 台 (唐津 湾 や 虹 の 松原 な どの 絶景 が 一 望 ) 一 午 
後 : ホ テル & リ ゾー ツ 佐 人 賀 唐津 泊 (展望 大 浴場 、 和 食 会 席 夕食 ) 

午前 : 宿 一 呼子 朝市 (日 本 三 大 朝市 ) 一 名護 屋 城跡 (秀吉 朝鮮 出兵 の 本 拠 地 ) 
唐津 ・ 水 野 旅館 (料理 旅館 で 海 の 幸 昼食 ーー 

博多 つ 福 岡 空港 う 博多 三 新神戸 = グリ ー ン 車 = 

羽田 空港 (19:00 一 20:00 着 ) 新 大 阪 (18:0019:30 着 ) 


4o 


隊 AEykGso| 


0 福岡 県 、 佐 賀 県 


) 208 バス 上 バス 
0 り 


春 帆 楼 

ふく 特別 会 席 
初代 内 閣 総 理大 臣 、 
伊藤 博文 が 愛し た 
本 の ふぐ 料理 公 許 第 
一 号 の 考 舗 ふ ぐ 料 理 
店 。 本 店 で いた だ く 
特別 ふく 会 席料 理 を 

楽し み 下さ い 。 


料理 旅館 で 海 の 幸 昼食 


レス トラ ン ひ ら ま つ 料理 


食事 に こだわ っ た 年 末年 始 ・ 贅 沢 グル メ ツ アー へ 。 
ふく の 有名 な 下関 で 特別 ふく 会席 や 、 上 質 で 優雅 な 
空間 で 確か な 技術 と 感性 か ら 生 み 出 され る 芸術 的 な 
フラ ンス 料理 、 唐 津 の 名 料 享 旅館 で 玄界灘 の 海 の 幸 
な ど ご 堪能 下さ い 。 


3 ゆ バス 座席 2 シー ト 利 用 、 温 泉 付 ホ テル 連 


ゆっ た り 連 泊 


ぐる り 阿 蘇 周遊 と 高千穂 : く じゅ う ・ 由 布 院 


| 12 月 31 日 (日 ) 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
| 東京 発 。 190,000 円 192,000 円 。 208,000 円 
- 秦 孤 発 167,000 円 169,000 円 185,000 円 
※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 46.000 円 / 『 「 韻 
引き と な り ます 。 / 1 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 熊 


本 空港 か ら 最 終日 大 分 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 九州 産 交 バス また は 大 分 交通 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 
※ 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


九重 夢 大 吊橋 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


羽田 空港 9:30~10:30 発 ) 熊本 空港 伊丹 空港 (10:30~12:00 発 ) ラ 熊本 空港 
っ 熊本 城 (天守 閣 全 体 の 復旧 が 完了 し 、 令 和 3 年 か ら リ ニュ ー ア ル さ れ た 展示 や 天 
守 閣 最 上 階 か ら の 眺め を お 楽し み 下 さい ) っ 夕刻: 阿藤 米 塚 温泉 ・ 阿 菊 リ ゾー ト 
グラ ン ヴ ィ リ オ ホ テ ル 泊 (温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 飲 み 放 題 付 バ イキ ング 夕食 ) 
午前 : 宿 一 高千穂 神社 ( 初 許 ) 一 高 千穂 峡 (真名 井 の 滝 な ど 渓 谷 散 策 ) 一 天 岩 戸 
神社 ( 天 岩戸 、 天 ノ 安 河原 ) 一 根子 岳 展 望 〈 車 窓 >… 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (飲み 放 
題 付 バイ キン グ 夕 食 ) 


午前 : 宿 一 阿蘇 神社 (肥後 国 一 の 宮 ) 一 大 観 峰 ( 阿 区 五岳 


展望 ) 一 九重 夢 大 吊橋 ( 歩 
行者 専用 橋 と し て は 日 本 一 の 高 さ の 人 道 大 吊橋 ) 一 や まな み ハ イ ウ ェ ー… 由 布 院 
( 金 鱗 湖 や 湯 の 坪 街 道 な ど 自由 散策 ) > 

大 分 空港 羽田 空港 (9:30~21:20 着 ) 大 分 空港 伊丹 空港 9:30ー20:30 着 ) 


泊 で の ん ぴり ゆとり の 年 末年 始 を | 掲載 No 4 


了 引 6AEyKG20| 了 引 6AEyKG20| 
2 ョ ヨン 1 ら 予 約 く だ 


| 


期 0B 前 、 間 和 名 除 


4 牧人 露天 風呂 と 客室 一 例 
雄大 な 阿 菊 の 外 輸 山 を 見 渡す 大 、 源 泉 掛 流し の 天然 温泉 が 人 気 の 
リゾ ー ト ホテ ル に 連 泊 。 


然 の 中 で 


熊本 県 観光 連盟 


大 観 峰 


連 泊 で ゆっ た り 過 ご す お 正月 。 九 州 


温泉 付 ホ テル に 
一 の パワ ー ス ポッ ト と も いわ れる 高千穂 峡 や 高千穂 


神社 で の 初 請 、 情 緒 あ る 由布 院 の 町 並み 散策 な ど 、 
ぐる り 阿 蘇 周 遊 と 高千穂 ・ く < じゅう ・ 由 布 院 と 人 気 
スポ ッ ト を の ん びり めで り ま す 。 見 どこ ろ 満 載 の お 
正月 の 旅 を お 楽し み 下 さい 。 


ぐ B ゆ バス 座席 2 シー ト 利用 で 九州 横断 の 旅 を 満喫! 掲載 No| mee 隊 直 swEyweo 還 i 村 


ス コー ト 全 の 抽 み 上げ 


由布 院 ・ くじ ゅ う ・ 阿藤 < 肝 仙 ・ ・ 長 崎 最 思 行人 員 : 12 名 宿泊 地 大 分 県 熊本 県 、 長 上 


お 正月 九州 横断 紀行 国東 半島 か ら |42 計 ae に 計 。 


) バス 目 バ ス 
熊野 席 崖 仏 0 生 リ 


で 熊本 県 観光 連盟 
出発 日 12 月 31 日 (日 ) = 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 
東京 発 。 257,000 円 260,000 円 285,000 円 
- 共 匠 発 242,000 円 。 245,000 円 。 270,000 円 
※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 56,000 円 引き と 
な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初 
大 分 空港 か ら 最終 日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 
社 : 大 分 交通 また は 九州 産 交 、 長 崎 ラ ッ キ ー バ ス ※ 部 屋 タ イ 
プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 天 候 等 二 の 是 う 
こよ り 宣 交 島 に 上 際 出 来 な い 場 合 、 軍 和 島 周作 観光 、 も し く は 市 四 区 リ ゾー ト グ ラ ン ヴィ リ JR 九州 ホテ ルプ ラッ サム 大 分 
バス 観光 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 オ ホ テ ル 温泉 計 天 風呂 屋上 露天 風 品 


行程 ー バ ス 航 空 機 徒歩 列車 て 船 ++ そ の 他 長崎 県 観光 較 明 で 長崎 県 観光 連盟 


> 国東 半島 ・ 富 貴 寺 (国宝 大 堂 ) 真木 大 堂 ( 六 卿 満山 文化 の 栄華 を 色濃く 残す 
9 体 の 平安 仏 ) 一 胎蔵 寺 (熊野 磨崖仏 ) 一 夕刻:JR 九 州 ホ テル ブラ ッ サ ム 大 分 泊 
(地上 80m の 屋上 露天 風呂 と 天然 温泉 の 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 食 夕食 ) 
午前 : 宿 一 由布 院 (自由 散策 ) つや まな み ハ イ ウ ェ ー… 大 観 峰 (阿蘇 五岳 展望 ) 
づつ 阿蘇 神社 (肥後 国 一 の 宮 ・ 初 語 ) 夕刻: 阿蘇 米 塚 温泉 ・ 阿 蘇 リ ゾー ト グ ラ 
ン ヴ ィ リ オ ホ テ ル 泊 (温泉 大 浴場 で 和 寛ぐ 、 飲 み 放 題 付 バ イキ ング 夕食 ) 


午前 : 宿 一 熊本 城 (天守 閣 全 体 の 復旧 が 完了 し 、 令 和 3 年 か ら 全面 リニュ ー ア ル さ 

れ た 展示 や 天守 閣 最上 階 か ら の 眺め を 楽し む ) 一 熊本 港 て 島原 港 一 雲仙 ロー プ ウ 村 仙 (霧氷 ) 軍艦 島 

ェ イ ( 有 霧氷 の 仁田 峠 へ 空中 散歩 ) 夕刻 : ホ テル ニュ ー 長 崎 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 

午前 : 宿 一 長崎 港 て 軍艦 島 (世界 遺産 の 軍艦 島 に 上 陸 し 専門 ガイ ド が 島内 を 案内 ) 国東 半島 か を ん Po う ・ 阿 ・ 雲 仙 ・ 長 崎 
長崎 港 つ お 手軽 卓 袖 料理 大 浦 天主 堂 (国宝 指定 、 日 本 最 古 の 木造 ゴシック 軒 国東 半島 か ら 由 布 院 ・ く じゅ う ・ 同 父 ・ 雲 仙 ・ 長 崎 


と 大 分 県 か ら 熊 本 県 、 長 崎 県 へ と 九州 を 横断 の 旅 。 
みどころ 満載 の 年 末年 始 を お 楽し み 下 さい 。 


築 ) … キ リ シ タ ン 博 物 館 … グ ラバ ー 園 (世界 文化 遺産 登録 「 旧 グラ バー 住宅 」) 


ぐ 3 お 部 屋 か ら 眺 め る 太平 洋 の 初日 の 出 、 - ーー 
温暖 な 南 九州 を バス 座席 2 シー ト 利 用 で 周遊 生還 6AEYKGs0 馬 


新春 ・ 南 国 の 南 九州 4 日 間 っ ] 


ス コー の 拓 み よ げ が 


日 南海 岸 ・ 都 井 岬 か ら 竣 島 桜島 へ | 上 隔 


シェ ラ ト ン ・ グ ラン 
デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾ 
ー ト 人 外観 と 日 の 出 
宮崎 県 屈指 の リゾ ー ト ホ 
テル 。 雄大 な 太平 洋 を 一 望 
する 全 室 オー シャ ン ビ ュ 
、 一 の 客室 、 男 女 そ れ ぞ れ 2 
ヶ所 の 温泉 施設 「 松 泉 宮 」 
を 備え 、 ゆっ くり と 滞在 す 
る の に ぴっ た り 。 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


有吉 玉 290,000 円 。 298.000 円 。 349.000 円 
天 発 270,000 円 。 278,000 円 329.000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 59.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 宮崎 空港 か ら 最 終日 鹿児島 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 永 峰 観 
光 バ ス 、 南 国交 通 観光 ※ 部 屋 タ イプ 1・2 泊 目 : 洋室 、3 泊 目 : 洋室 また は 和室 ※ 現 地 合 流 に つい て 
は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。※ 初 日 の 出 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場 
合 が あり ます 。 

行程 っ バス 航 空 機 徒歩 列車 て 船 + そ の 他 


で 鹿児島 市 


つ 馬 ケ 背 ( 高 さ 日 本 一 の 柱状 人 断崖 絶 壁 の 景観 ) 大 御 神社 (日 向 の お 伊勢 さん ) 


コタ 府 ・ シ ェ ラ トン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 泊 ( 全 室 オ ー シ ャ 
PS こい 太平 洋 か ら ゆ っ くり 昇る 初日 の 出 を お 部 屋 か ら 、 温泉 施設 「 松 泉 宮 」 
月 読 ・ 新 月 が 滞在 中 ご 利用 頂け ます 、 浴 衣 付 、 特 設 会 場 に て ブッ フェ タ 食 ) 

ホテ ル か ら 初 日 の 出 な ど 自 由 に … 午 前 : 宿 一 青島 神社 ( 初 諸 ) 一 堀切 幅 ( 鬼 の 


洗濯 板 や 太平 洋 の 眺望 ) 都井 岬 (野生 馬 と 白亜 の 灯台 案内 ガイ ド と 散策 ) 夕刻 : 

日 南海 岸 ・ 南 卿 プリ ンス ホテ ル 泊 (日 南海 岸 国定 公園 の 南端 の お だ や か な が 消 ー 

に た た ず む ホテ ル 、 露 天風 呂 で 寛ぐ ) 都井 岬 野生 馬 仙 岩 園 か ら の 桜島 

午前 : 宿 一 堀切 峠 0 人 の 四半 (上 

城 歴 史 資 料 館 ほか 称 章 館 な ど 城 下町 散策 ) 夕刻 : 肝 島 神宮 温泉 ・ ア クティ ブリ YS ん 選 守 話 目 屈 揚 、 た 一 ト に 

ゾー ツ 材 島 泊 ( 赴 天 温泉 岩 風呂 温泉 大 浴場 で ぐ 、 和 食 全席 夕 信 ) 広大 な 大 平 渕 を 望む 、 害 崎 県 属 指 の 名 リゾ ー ト に 日 

午前 : 宿 霧島 神宮 (参拝 ) 湯 之 平 展望 所 (標高 373m か ら の ダイ ナミ ッ ク な 景観 南海 岸 、 霧 島 神宮 温泉 に 宿泊 し 、 風 光明 凡 な 日 南海 
つ 桜島 港 ご 桜島 フェ (0PWMF 謗 華 亭 (眼前 に 雄大 な 桜島 が 広がる 、 鹿 時 万 交 の 宮崎 ・ 、 暗 る 
児島 で も 有数 の 眺望 を 眺め な が ら の 昼食 ・ 名 勝 ・ 仙 央 園 (桜島 展望 、 案 内 ガイ ド 岸 、 陽 光 の 宮崎 ・ 都 井 岬 、 殺 島 か ら 噴 糧 上 が る 桜 

と 記 了 へ 。 温 暖 な 南 九州 を バス 座席 2 シー ト 利用 で 周遊 し 


Ei 


25 


国 湊 


囲 同 ・ 較 呈 


上 
島 
沖 
縄 
12 
月 

1 

有 
の 
0 


国 湊 


囲 同 ・ 較 呈 


主 さ 


12 
月 
1 
月 
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旅 
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で HH ほほ 全域 国立 公園 に 指定 され た 五島 列島 を 周作 [No| 責 因 隊 lwEyeo 


長崎 ・ 五 島 列 鳥 で 過ごす お 正月 4 上 ーー 


叶 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


浦 天主 堂 s 長 崎 県 観光 連盟 
東京 償 ※ 270,000 円 。 275,000 円 。 310,000 円 


太 孤 発 255,000 円 260,000 円 295,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 55.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 長崎 空港 か ら 最 終日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ラッ キ 


6 長崎 県 観光 連盟 e 長 崎 県 観光 連盟 


バス 、 五 島 自動 車 ま た は 五島 列島 バス 観光 また は 長崎 バス 観光 、 上 五島 観光 交通 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 
: 洋室 、2・3 泊 目 : 和室 また は 洋室 また は 和洋 室 ※ ミ サ 等 の 宗教 行事 その 他 に より 教会 内 に お 入り 本 四 

いた だ け な い 場合 が あり ます 。 ※ 写 真 掲載 に 当たっ て は 大 司教 区 の 許可 を いた だ いて いま す 。 ※ 現 大 瀬崎 断崖 頭 ヶ 島 天主 党 

耶 合流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 3 

行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


羽田 空港 (10:00~13:00 発 ) 長崎 空港 伊丹 空港 (12:00 て 13:30 発 ) 長崎 空港 
っ ホテ ル ニ ュ ー 長 崎 (チェ ッ ク イ ン 、 和 食 会 席 夕食 ) 一 稲佐 山中 腹 駐 車場 ++ ス 
ロー プ カ ー++ 山 頂 展望 台 (世界 新 三 大 夜景 に 認定 され た 長崎 の 夜景 を 望む 絶 
景 ス ポッ ト ) ++ 駐 車場 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 


10 時 30 分 出発 つつ タク シー… 長 崎 港 民 ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル ぐ 福江 港 一 五島 豚 し ゃ 

・ 抑 鯖 寿 司 昼食 一 高浜 ビー チ - 井 持 浦 教会 (日 本 初 の ルル ド ) 一 大 瀬崎 断崖 

望 所 夕刻: カン バー ナ ホ テル 泊 (正月 特別 和食 料理 夕食 、 展望 浴場 で 寛ぐ ) 

2 た 輸 港 ・ 旧 五輪 教会 (世界 文化 遺産 構成 次 長崎 ・ 稲 佐山 か ら の 夜景 カン パー ナ ホ テル 展望 浴場 
産 ) て キリ シタ ン 洞 窟 ( 毅 上 見 学 ) 一 郷 ノ 首 港 一 頭 ヶ 島 教 会 (世界 文化 遺産 構 
成 資産 ) 五島 地獄 炊き まう どん 、 海 鮮 丼 付 昼食 一元 海 寺 つ 跡 次 教会 中 ノ 浦 「 長 崎 の リス 中 加 人 遺産 」 に 今 
教会 (車窓) つ 奈 良 尾 港 ご ジェ ッ ト フ ォ イル \ 福 江 港 … 夕刻 : 同 本 テル 泊 ( 隊 1 間 軸 
接 の GOTO TSUBAKI HOTEL に て 正月 特別 イタ リア 料理 夕食 ) 界 遺 産 、 五 島 列 島 の 津々 浦 々 に ひっ そり と 歴史 を 秘 
午前 : 宿 城山 神社 一 石田 城 寺 ・ 武 家屋 敷 通 り (車窓 ) 一 鎧 瀬 溶岩 海岸 一 鬼 め て きた カト リッ ク 教 会 や 名 所 と 、 列 島 の ほぼ 全域 
岳 展 望 一 朝 〆 旬 の 地 魚 し ゃ ぶ 膳 昼食 一 福江 港 ー デ ジェ ッ ト フ ォ イ ル へ 長崎 港 、 間 了 吉信 MM 貞 」 
> 大 浦 天主 堂 (国宝 指定 、 日 本 最 古 の 木造 ゴシック 建築 ) … キ リ シ タ ン 博 物 館 つ が 国立 公園 に 指定 され た 美しい 海 と 豊か な 自然 を め 
長崎 空港 羽田 空港 21:00 て 22:10 着 ) 長崎 空港 伊丹 空港 (19:3020:30 着 ) で り ま す 。 


3 ゆ 往復 直行 便利 用 。 奄 美 を こよ な く 愛 し た 画家 、 田 中 一 村 ゆ か り の 地 を 訪ね て | 間 載 No 45 er 


田中 一 村 と 亜熱帯 の 自然 に 遊ぶ っ 


| スコ ー お の 拓 み よ げ 


世界 自然 遺産 ・ ・ 礁 美 大 鳥 で 過 ご す お 正月 3] 本 宿泊 地 : 鹿児島 県 
2 ぶ J 見 | 


奄美 山羊 島 ホ テル 客室 一 例 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


且 束 第 222.000 円 。 225,000 円 。 225,000 円 
| 城 発 195,000 円 198,000 円 198,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 55.000 円 引き と な り ま す 。 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 奄美 空港 か ら 最終 日 
奄美 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : し ま バ ス 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 ++ そ の 他 
羽田 空港 (11:00 て 12:30 発 ) 伊丹 空港 (9:00 て 11:00 発 ) 奄美 空港 
奄美 空港 つづ つ あや まる 岬 (奄美 十 景 、 絶 景 の 海 岩美) 
ー 奄美 バー ク (奄美 の 自然 ・ 歴 史 ・ 文 化 を 紹介 する 「 奄 美 の 郷 」 と 奄美 を 描い た 


田中 一 村 記 念 美術 館 金 作 原 原生 林 ekpvg 


KIM8 天然 の 亜熱帯 広葉 樹 が 残り 、 生 きた 

に 。 8 1 化石 と いわ れる 巨大 な か ヒ カ ゲ へ ゴ や 
孤高 の 画家 「 田 中 一 村 記念 美術 館 」 の 名 画 鑑賞 ) 夕刻: 奄美 山羊 島 ホ テル ( 全 室 人 を する 記念 物 の ルリ カケ ス な ど 、 稀少 
オー シャ ン ビ ュー の リゾ ー ト ホテ ル 、 最 上 階 は 大 浴場 と 奄美 初 と な る 二天 風物 も 生島 する 閑 を ネイ チャ ー ガ 
呂 で 寛ぐ 、 正 月 料理 夕食 涯 し まま イド と 探訪 。 比 較 的 平坦 道 で 軽 ハイ 


軸 ee (ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 巨大 な シダ が 生 い 茂 り 、 太 古 キング 


の 森 を 思わ せる 原生 林 散 策 ) -- 田中 一 村 終 六 の 地 一 奄美 の 焼酎 や お 土産 な どの 」 
お 買い 物 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 (正月 料理 夕食 ) 世界 自然 遺産 に 登録 され 、 穫 き 通っ た コバ ルト ブル 


午前 : 宿 一 奄美 大 鳥 細 村 (大 島 細 の 世界 を の ぞ く 、 大 島 紀 の 製造 過程 な ど を 現地 ス ー の 海 と 亜熱帯 の 原生 林 が 織り な す 奄 美 大 島 。 評 判 


タッ フ が 案内 。 T シ ャ VON : 9 E 念 さ 半 術 巡 、 案内 ガイ ド と 金 作 原 原生 林 
奄美 パー 3 (希望 者 5 散策 ) 1 に 


つ 奄美 空港 っ HH(6'0D 70 を 体感 し ます 。 


SD ゆっ た り 流 れる 時 間 、 静 か な 南 の 島 で 過ごす お 正月 eee 隊 直 feAvkeen| 京 - 大 阪 


| 食事 | 
責 の 島 上 BB の だ | 
の ん ぴり 与論 全島 で 過ごす お 正月 9 必 : 10 名 と 宿 泊地: 鹿 旧 人 県 


出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 地 
| 東 束 発 265,000 円 275,000 円 309,000 円 
大 孤 発 235,000 円 245,000 円 279,000 円 
※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 99,.000 

円 引き と な り ま す 。 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 鹿 
港 か ら 最終 日 鹿児島 空港 まで ご 案内 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 南 陸運 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ ホ テル で の 食事 内 容 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 

※ 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


プリ シア リゾ ー ト ヨロ ン ビー チ 


論 島 空 撮 前 景 


周囲 約 23km の 隆起 サン ゴ 礁 の 島 。 サ ン ゴ 礁 の リ に 囲ま れ た 小さ な 島 に は 、 
ハイ ビス カス や ブー ゲン ビリ ア な どの 鮮やか な 熱帯 の 花 が 咲き ます 。 


行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


つ 与 論 民 俗 村 (草木 染め な ど カ ルチャ ー 体 験 ) 午後: プリ シア リゾ ー ト ヨロ ン 鹿児島 県 最 南端 、 サ ン ゴ 礁 に 開 ま れ た 楽園 の 島 。 沖 


泊 ( 東 シ ナ : り 順 次 リニュ ー ア リ ヽ 8 生生 3 
IT 2021 年 7 月 より 順次 リ ル の 与論 島 最 大 の リゾ ー ト ホテ 縄 も 間近 な 東シナ海 と 大 平 洋 に は きま れ 、 澄 みき っ 
朝 : 宿 一 初日 の 出 ツア ーー 大 金 久 海岸 (初日 の 出 ) 一 琴平 神社 ( 初 語 ) ホテ た エメ ラル ド グ リ ー ン の 海 に 浮か ぶ 周 囲 約 23km の 
ル (ゆっ くり 出発 ) 百合 ヶ 浜 (サン ゴ 礁 の 海 を グラ ス ボ ー ト で 探勝 ) つ 与 諭 城跡 小 き な 島 。 その 美しき は 「 東 洋 に 浮か ぶ 一 個 の 真珠 」 
… サ ザン クロ ス セ ンタ ー (資料 館 ) 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 


と 称 き れる ほど 。 都 会 で は 見 れ な い 夜 空 一 面 に 広 が 
る 星空 も 絶景 。 時 が 流れ る 南 の 島 で の ん びり 正月 を 
すご し て み ま せ ん か 。 


チェ ッ ク ア ウト 後 ホ テル に て 昼食 つ ユ ン ヌ 楽園 (亜熱帯 植物 園 ) 一 赤崎 鐘 乳 洞 一 


3 づ ゆ 世 界 自然 遺産 登 録 、 沖 縄 北部 の ダイ ナミ ッ ク な 自然 と 沖縄 リゾ ー ト を 楽し む 内 に = 8 講 計 


や ん ば る リゾ ー ト の ん びり 3 連 泊 山 四 ーー 
殴 沢 な 沖縄 の お 正月 


し 最少 催 行人 具 : 10 名 宿泊 地 沖縄 
出発 日 12 月 31 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


90 昌 1 健 
| 遇 玩 地 | 3 人 1 室 | 2 人 1 室 | 1 人 1 室 |4213A 人 |A2 イ フ 2 人 人 |A タ 1 プリ | 
東京 発 還 320.000 円 340,000 円 450,000 円 349,000 円 368,000 円 485,000 円 
大阪 発 300.000 円 320,000 円 430.000 円 329,000 円 348,000 円 465.000 円 
※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 80.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 那覇 空港 か ら 最 終日 那覇 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 琉球 バス 
交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 【 基 本 】 メ イン コテ ー ジ 【A タ イプ 】 グ ラン ドコ テー ジ ※ 現 地 合 流 に つ 


や ん ば る の 森 


いて は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※9 才 以下 の お 子 様 は 申込 で きま せん ( 最 オク マ プラ イベ ー ト ビー チ & 
終日 入館 不可 施設 あり ) ※ 夕 食 は 1 日 目 ・ 和 食 、2 ・ プ ブッ フェ 、3 ・ バ ー ベ キュ ー を 予定 リゾ ー ト 外観 


行程 っ バス 航 空 機 徒歩 = 列車 舶 ++ そ の 他 


約 1km 続 く 白砂 ビー チ と エメ ラル ド グ リ ー ン の 海 を 有する リゾ ー ト ホテ ル 。 


つ 島 豚 あ めぐ しゃぶしゃぶ 御膳 昼食 つつ 古宇 利 大 橋 (一 直線 に 延び る 美しい 橋 の 
景観 ) 一 古宇 利 オ ー シ ャ ンタ ワー (カー ト 利 用 で タワ ー に 、 シ ェ ル ミュ ー ジ アム 
学 と 展望 合 か ら の 眺望 ) っ オク マ プラ イベ ー ト ビー チ & リ ゾー ト 泊 (沖縄 の 
風 と 波 と 森 に 抱か れ た 本 格 ネ イチ ャ ー リ ゾー ト 、 辰 望 浴場 で 寛ぐ ) 

午前 中 フリ ー タ イム つや ん ば る の 森 (希望 者 は 案内 ガイ ド と 世界 自然 遺産 登録 
の や ん ば る の 森 を 散策 し な が ら ト レッ キン グ を 楽し み ま す ) 一 午後 : 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 一 辺 戸 岬 (本 島 最 北端 の 絶景 ) 一 大 石林 山 (熱帯 植物 の カル スト 台地 散策 ) 2 呈 

ー ザ ・ プ セナ テラ ス (リゾ ー ト ホテ ル で 人 気 の ビ ュ ッ フェ 昼食 ) 沖縄 美 ら 海水 OS 
族 館 (いく つも の 世界 一 ・ 世 界 初 を 体感 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 - 3 0 
午前 : 宿 み ラニ ライ カナ イ 橋 つつ 斎場 御 上 (セー ファ ウタ キ ) (琉球 最高 の 聖地 ・ 世 あま り 訪れ る こと の な い ダ イナ ミッ ク な 自然 を 身近 
界 貴 産 ) > 隠れ 家 リ ゾー ト で いた だ く 和 琉 コ ー ス 昼食 一 首 里 城 跡 (琉球 王国 に 感じ る ネイ チャ ー ゾ ー ン 、 世 界 自然 遺産 に 登録 き 
の 箇 役 ・ 世 界 人 産 、 新 し い 見 学 デッキ や 復興 へ 向かう 音 里 城 の 「 今 」 を 見 る 


… 園 比 屋 武 御 獲 石 門 (ソノ ヒ ャ ン ウタ キイ シモ ン / と 御 獲 か ら な る 聖域 ・ 世 0 た 浅 ・ や ん ば る 地域 の リゾ ゲー ト ホ テ ル 
上 遺産 に 滞在 。 お 部 屋 は 人 気 の ュ テー ジ タ イ プ を ご 用 意 。 


普段 と は 何 うう 沖縄 で 年 末年 始 を お 楽し み 下 さい 。 


国 湊 


九 
州 


ど あ 2 


国 湊 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


主 さ 


共 ら ロー・m 壮 匠 : 汗 : 介 中 | 


28 


3》 冬 の アク ティ ビ テ ィ を 満喫 する ソフ ト ア ド ベ ンチ ャ ー 
日 痕 の 北海 道 十勝 へ きょう え ん いり 
十勝 川 温泉 を 彩る 光 と 音 の 響 宴 ' 彩 


出発 日 1 月 30 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
EE 1 人 ] 室 
東京 発 149,000 円 163,000 円 
- 大阪 発 。 169,000 円 183,000 円 
※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 35.000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 十勝 バス 、 
お び う ん 観光 、 北 海道 拓殖 バス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ ① 洋 室 ま た は 和室 ② 洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい 
て は P31 を ご 参照 下さ い 。※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ア クティ ビ テ ィ 各 種 は ガイ ド の 判断 に より 荒 
天 時 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
羽田 空港 (10:15 て 12:00 発 ) ラ 伊丹 空港 (8:00 て 10:00 発 ) ラ 
帯広 空港 羽田 空港 き 帯 広 空港 


モー ビル に つなが っ た ラフ ティ ング ボー ト に 
乗っ て 、 雪 上 を 引っ 張ら れ て 進む アク ティ ビ テ ィ を 体験 ) … 午後 : 十 勝川 温泉 第 一 
ホテ ル 泊 (十勝 川 一 帯 を 臨む お 部 屋 に 宿泊 、 植 物性 モー ル 温泉 で 寛ぐ 、 夕 食後 は 氷 
点 下 に 凍てつく 十勝 川 温泉 を 彩る 冬 の 夜 の 一 大 ペー ジェ ント ' 彩 凛 華 ?」 へ 。 
人 ファ ンタ ジッ クシ ョ ー を お 楽し み 
3 
朝 : 宿 一 十勝 牧場 に て 冬 の 十勝 の 風物 詩 馬 追 い を 見 学 (無邪気 に 疾走 する ば ん 
馬 の 姿 に 北海 道 開拓 の 歴史 を 感じ る ) つい け だ ワイ ン 城 (専門 スタ ッ フ が 十勝 ワ 
イン の 歴史 や ワイ ン の 製造 方 法 を 説明 する ワイ ナリ ー ツ アー に 参加 、 テ イス 
ティ ング も 楽し み ま す ) っ 夕刻: 帯広 ・ 森 の スパ リゾ ー ト 北海 道 ホ テル 泊 (1.5 
万 m の 自然 林 に 囲ま れ た リゾ ー ト ホテ ル 、 植 物性 モー ル 温泉 で 寛ぐ 、 洋 コー スタ 食 ) 
午前 : 宿 一 十勝 ウィ ンタ ー リ バー クル ー ジ ング (穏やか な 流れ の 帯広 川 を 、 雄 大 
な 景観 の 中 に 集う オオ ハク チョ ウ を は じ め と し た 渡り 鳥 た ち を 観察 し な が ら ゆ っ た 
り と 進ん で いく アク ティ ビ テ ィ を 体験 ) -~ 
帯広 空港 用 羽田 空港 (14:00 て 16:00 着 ) 帯広 空港 羽田 空港 ラ 
伊丹 空港 (17:00 て 19:00 着 ) 


っ スノー ラフ ティ ング 体験 (スノー 


掲載 No | es 東京 * 大 阪 ・ 
本 AEAKFEO| ーー 
販 まい 2 訂 人 宇 人 0 エ 2 の | 
華 ? 上 9 民 10 名 宿泊 地 : 北海 首 


Nr 


敵役 
| 


十勝 川 温泉 の 彩 着 還 * 


陳 


十勝 ウィ ンタ ー リ バー 
クル ー ジ ング 


十勝 川 温泉 第 一 ホテ ル 
冬 の 庭園 露天 風呂 


白銀 の 世界 広がる 冬 の 十勝 ・ 帯 広 へ 。 放 牧 が で き な 
い 冬 場 に 、 飼 育 する 馬 の 運 動 不 足 解消 を 防ぐ た め に 
雪 の 上 を 走ら せる 「 馬 追い 」 を 見 学 。 サ ラブ レッ ド 
の 約 2 倍 近 くも ぉ ある 、 ば ん 馬 が 雪原 を 疾走 する その 
光景 は 大 迫力 で す 。 冬 に な る と オオ ハク チョ ウ な ど 
の 渡り 鳥 が 飛来 する 穏やか な 帯広 川 を ゆっ た り 川 下 
り 。 樹 枝 に 付着 し た 川 の 水蒸気 が 凍る 「 霧 水 」 が キ 

ラキ ラ と 光る 幻想 的 な 光景 を 眺め ます 。 ご 宿泊 は 2 泊 
と も 温泉 付き ホテ ル で ゆっ た り し と お 寛ぎ 下さ きい 。 


50》 僧 但 ・ 神 職 の 案内 で 特別 拝観 
うま し 奈良 めぐ り 限定 企画 
特別 観覧 席 で 観る 若草 山 焼き 


出発 日 1 月 27 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 
1 人 ] 室 
上 博 症 97,000 円 。 98.000 円 101.000 円 
了 財 閉 72.000 円 。 73.000 円 76.000 円 
※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 奈良 交通 また は 奈良 観光 バス 


※ 部 屋 タイ プ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 若 草山 焼き は 天候 等 に より は っ きり ご 覧 いた だ け な い 場 合 も あり ます 。 ま た 、 

内 容 が 変更 に な る 場合 ご ざい ます 。 

行程 つっ バス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 
東京 (9:40 て 10:40 発 ) 品川 新横浜 大 和 西 大 寺 (13:20 て 13:50 発 ) 
三 名 古屋 三 京都 三 近鉄 特急 = 
大 和 西 大 寺 
っ 唐 招提 寺 ( 僧 但 の 案内 で 通常 非 公 開 の 重要 文化 財 ・ 礼 堂 な ど 特別 拝観 ) > 奈良 
・ 染 山 泊 (季節 の 会 席料 理 の 早 夕食 ) … 奈良 公園 (イス 席 の 特別 観覧 席 より 夜空 
を 染め 上 げ る 「 若 草山 焼き 」 を 見 物 ) 一 夜 : ホ テル 日 航 奈良 泊 


極端 な 荒天 時 に は 行事 


その 他 


朝 : 午 前 一 石上 神宮 ( 物 部 氏 の 総 氏神 、 通 常 昇殿 で き な い 拝殿 に て 楼門 や 国宝 ・ 
出雲 建 雄 神社 拝 典 な ど 神 職 の ご 案内 、 大 神様 の 鎮座 地 で 一 般 に は 踏み 入れ る 


こと の で き な い 禁足 地 を 特別 に 間近 か ら 拝 観 ) 一 営 麻 寺 ( 僧 介 の 案内 で 国宝 ・ 
曇 茶 羅 堂 に て 曖 陀 羅 拝 観 、 精 進 料 理 昼 食 と 中 之 坊 の 絵 天 井 の 間 に て 絵解き 説法 ) 


大 和 八 木 近鉄 特急 = 京都 
名 古屋 = 品川 = 新横浜 = 
東京 (18:30 て 20:00 着 ) 


大 和 八 木 (15:00~16:00 着 ) 


掲載 No| 隊 品 


> 
eAEskpz0 
| 
| ス コー ト 素 材 の 積み 上 げ 必須 


9 10 名 『 宿 泊地 : 


バス 上 月 バス 目 ひ 
Hi 


般 財 団 法人 奈良 県 ビジ ター ズ ビ ュー ロ 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 く 


写真 提供 (3 枚 と も ) : 


唐 招提 寺 混 会 


若草 山 焼き 


(多重 露光 撮影 な の で 実際 の 見 え 方 


と は 異な り ま す ) 


石上 神宮 国宝 の 拝殿 


若草 山 焼き は 古都 奈良 の 早春 を 告げ る 伝統 行事 。 山 
全体 が 敵 や され 、 夜 空 を 焦がす 壮観 さ は 圧巻 で す 。 
特別 ゲー ト よ り 優 先 人 場 を し て いた だ き 、4 年 ぶり 

に 設営 され た 特別 観覧 席 か ら ご 鑑賞 下さ い 。 唐 招提 
寺 や 日 本 最 古 の 神社 の ひと つと いわ れる 石上 神宮 、 
営 麻 寺 で は 僧 但 や 神職 の 案内 で 特別 拝観 を お 楽し み 
下る い 。 


(NEW NHN 


和 の 味覚 人 の, 間 人 ガニ 。 の 明 カ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


5 1 人 1 室 
、 144.000 円 166.000 円 
138,000 円 160,000 円 
120.000 円 142,000 円 
114,000 円 136,000 円 


東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 丹後 海 際 交 通 また は 京阪 
京都 交通 また は 東豊 観光 ※ 部 屋 タ イプ : 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 ) ※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を 
ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 
東京 (9:00 て 10:00 発 ) 三 品川 = 新横浜 京都 (11:30 て 12:30 発 ) 
三 名 古屋 三 京 都 

つ 京丹後 ・ 琴 引 浜 鳴き 砂 文化 館 ( 際 き 砂 体 ) つ 琴 引 浜 (天然 記念 物 の 砂浜 ) 
づ 午後 : 間 人 (た いざ ) 温泉 卿 ・ 昭 恋 館 よ 志 の や 泊 (松葉 ガニ の 中 で も 希少 な 「 間 
人 (た いざ) ガニ 」 フル コー スタ 夕食 、 日 本 海 を 眺め る 露天 風呂 ) 

午前 : 宿 一 丹後 半島 (車窓 より 日 本 海 の 科 景色 ) 一 浦島 神社 (浦島 伝説 ) 伊根 ( 遊 
覧 船 か ら 舟 屋 の 風景 ) 一 傘 松 公園 (ケー ブル で 展望 台 へ 、 天 橋立 冬 景色 を 股 の 
ぞ き ) つ 知 恩 院 (日 本 三文 殊 ) 一 
京都 = 名 古屋 三 新 横浜 三品 川 = 
東京 (19:50 て 20:50 着 ) 


※ 添 乗員 は 初 


て 船 + そ の 他 


京都 (16:50 て 17:50 着 ) 


っ re っ ぎ 生 下 


EC に 2 
ご と 語 語 半 ら と 叶 圭 明 ※ 


掲載 No | に ュ 、 東京 発 
間 Ne」 re AESKfeo| ーー 


〈 だ ーー 
の (現地 人 着 ) 朝 1、 昼 1、 タ 1 


5O 了 10 名 > 奏 池 : 京都 府 


) 56B バス 上 朋 バス 滞 
0 ($ 


隊 較 


間 人 ガニ の フル コー ス (一 例 ) 
※ 籠 盛り 、 四 盛り の カニ (茹で 蟹 、 炭 火 焼き 、 蟹 すき ) は 4 人 分 で す 


間 人 ガニ と は 、 日 本 海 地方 の 特産 で ある 松葉 ガニ の 
中 で も 崩 後半 島 ・ 間 人 港 に 水揚げ きれ る も の だ け に 
与え られ る 名 称 で す 。 日 帰り 漁 の み で 獲 ら れる 間 人 


ニ は 、 和 驚く べき 鮮度 と 極上 の 肉質 か ら “ほか の 蟹 
と は 格 が 違う “一度 食 べた ら 6 忘れ られ な い " と 賞賛 


され 多く の ファ ン を 持ち ます 。 博 後 の 小さ な 漁師 町 
・ 間 人 に ある 創業 90 年 の 老舗 料理 旅館 『 昭 恋 館 よ 志 
の や 』 で ご 賞味 下さ い 。 


NEW/ 日 本 で 一 番 開花 が 早い 寒 桜 見 物 と _ 
世界 遺産 「 琉 球 王 国 の グ ス ク 及び 関連 遺産 群 」 全 9 ヶ所 を 巡る 


世界 自然 遺産 や ん ば る リゾ ソー ト : 


出発 日 1 月 30 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 
1 人 1] 室 
有 束 償 。 203,000 円 。 208,000 円 。 249,000 円 
大 孤 先 194,000 円 。 199,.000 円 。 240,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 
バス 会 社 : 北部 観光 


※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 36.000 円 引き と な り ます 。 
コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 那覇 空港 か ら 最 終日 那覇 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


ロ 


バス また は 琉球 バス 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 
は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 行 程 中 の 多 印 は 世界 遺産 で す 。 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


羽田 空港 (8:00 て 10:30 発 ) 那 覇 空港 伊丹 空港 (8:00 て 10:30 発 ) 有 那 覇 空 港 


つ 久 玉 陵 (王家 一 族 が 眠る 沖縄 最大 の 墓 ) 久 首 里 城跡 (新しい 見 学 デッキ や 復興 
へ 向かう 首 里 城 の 「 今 」 を 見 る … 金 園 比 屋 武 御家 石 門 と 御 線 か ら な る 聖域 ) つ 久 識 
名 園 (琉球 王家 の 別邸 ) 夕刻 : ホ テル モン トレ 沖縄 スパ & リ ゾー ト 泊 (ビー チ に 
面 し て 建つ 全 客室 オー シャ ン ビ ュー の ホテ ル 、36m 以 上 の 広い お 部 屋 を ご 用 意 ) 


連 泊 で めぐ る |51 
奏 弥 桜 舞 う 沖縄 と 世界 遺 遺産 全 周遊 の 旅 


掲載 No| 二 京 大 阪 東京 : 大 阪 ・ 
ee 6AEZKFA0 3 


地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ 
さい 入 電 の 打 洒 、 出 半生 7 タ 3 
| スコ ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 12 名 ゅ 宿泊 地 : 沖縄 県 


期 0B 前 、 隊 各 汗 除 


や ん ば る の 森 
OoVB 


オク マ プ ラ イベ ー ト ビー チ 
八重 岳 寒 桜 & リ ゾー ト 外 観 
GOCVE 


辺 戸 岬 か ら の 大 石林 山 


午前 : 宿 一 金 座喜味 城跡 (最高 傑作 の グ ス ク と も いわ れる 古城 ) っ 久 勝 連城 跡 ( 青 
い 海 が 一 望 で きる 沖縄 有数 の 景勝 地 ) 一 辺 戸 岬 (本 島 最 北端 の 絶景 ) 一 大 石林 山 ( 熱 
帯 植物 の カル スト 台地 散策 ) つ 夕刻 : オ クマ プラ イベ ー ト ビー チ & リ ゾー ト 泊 
(沖縄 の 風 と 波 と 森 に 抱か れ た 本 格 ネ イチ ャ ー リ ゾー ト に 滞在 。 大 浴場 で 寛 
ぐ 、 お 部 屋 は リニュ ー ア ル さ れ た グラ ンド コテ ー ジ を ご 用 意 、 和 食 夕食 ) 


肛 : 宿 つや ん ば る の 林 (案内 ガイ ド と 世界 自然 遺産 ・ や ん ば る の 森 を 散策 ) 


っ ー ホ テル” 古宇 利 大 橋 (一 直線 に 延び る 美しい 橋 の 景観 ) 一 古宇 利 オ ー シ ャ ン 
タワ ー (シェ ルミ ュー ジア ム 見 学 と 展望 全 か ら の 眺望 ) 一 八重 岳 0 
全 山 を 染め る 4000 本 の 寒 継 桜 駐車 場 か ら タ クシ ー 利 用 で 歩か ず 見 どこ 
見 学 ) 一 今帰仁 城跡 ( 替 桜 咲く 古城 ) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (ビュ ッ 2 
午前 : 宿 つ 金 中 城 城跡 (ペリ ー 絶 賛 の 築城 技術 、 太 平 洋 ・ 東 シナ 海 の 眺 望 ) 一 隠れ 家 
リゾ ー ト で 和 流 コー ス を っ ニラ イカ ナイ 橋 つ 人 斎場 御 穴 (琉球 最高 の 聖地 ) 一 


那覇 空港 羽田 空港 (19:30-21:20 着 ) 那覇 空港 伊丹 空港 (19:30 て 20:30 着 ) 


斎場 御用 <( セ ー フ ァ ウ タキ 〉 


2000 年 、 沖縄 本 島 に 点 在 す る 9 つの 城跡 や 名 勝 が 「 琉 
球 王 国 の グ ス ク 及び 関連 遺産 群 」 と 名 付け られ 、 世 
界 遺 産 と し て 登録 きれ まし た 。 沖縄 劉生 に 深く 関わ 
り の ある 「 齋 場 御 紙 」 を は じ め 、 い ずれ も 琉球 史上 
の 重要 な 舞台 と な っ て いま す 。 日 本 で 一 番 開花 が 早 
い 「 寒 災 桜 」 咲 く 頃 に 、 世 界 自然 遺産 登録 きれ た や 
ん ば る 地域 に の ん びり リゾ ー ト ホテ ル に 連 泊 で 世界 
遺産 全 9 ヶ 所 を 巡り ます 。 


国 湊 


中 
還 
国 


29 


団 湊 


| 囲 同 ・ 較 呈 | 


包 5 昼 1 


①30 ゆ シェ ラ ト ン 都 ホ テル 東京 OO 
「 カ フェ カリ フォ ルニア 」 の 洋 ラン チ 


新年 の N 響 オー チャ ー ド 定期 鑑賞 


ー Spy N 響 オー チャ ー ド 定期 第 126 回 cc つめ 一 
会 場 :Bunkamura オ ー チ ャ ー ド ホー ル 
【 プ ログ ラム 】 
デュ カス : 交響 詩 「 魔 法 使い の 弟子 」 
トマ : 歌劇 「 ミ ニョ ン | より ポロ ネー ズ 「 私 は テイ タニ ア 」| ※ 
]. シ ュ ト ラウ ス TII : 常 動 曲 作品 257 
]. シ ュ ト ラウ ス II : ワル ッ [春の 声 」 作品 410 ※ 
ブラ ー ム ス : 交響 曲 第 1 番 ハ 短 調 作品 68 


シェ ン 


神 
鎌 


指揮 : 準 ・ メ ルク ル 
ソプラ ノ : 森野 美咲 


出発 日 


1 月 8 日 (月 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
29,800 円 
※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス 
※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変更 に な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 


出発 日 


| 
| 53 東京 発 | 6AEGKWFO0 東京 発 


①3? ゆ = 』ー ヨ ー ク 発 世界 が 敬 只 し た 夢 の 舞 台 ! "昌代 行人 具 :12 名 


韻 2024 日 本 公演 鑑賞 と 
倉 中 華 の ラン チ 


研ぎ 澄 ま る され た 技 、 
まばゆい ば か り の 美 
し る 「! 中 国 古 典 舞踊 
の 最高 峰 ・ 神 韻 ( シ ェ 
ン ユ ン ) が 、 米 NY よ 


宮 癌 吊 轟 2024 


SHENYUN . 


> 、 Jr 。 - 


2 ル り 再び 来 日 し ます 。 
AN 和 負 内 NW 2 光 か し い 2024 年 の 幕 
開け を 飾る 芸術 の 粋 


を 、 ご 堪能 下さ い 。 


2 月 2 日 ( 金 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
38,000 円 


※ 利 


バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス の いずれ か 


行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 ~ 船 
東京 (11:00 て 12:30 発 ) 
っ シェラトン 都 ホ テル 東京 (「 カ フェ カリ フォ ルニア 」 に て 和 と 洋 の 
融合 を 楽し む 、 新 感覚 の 洋 ラ ンチ を お 楽し み 下さ い ) … 渋 谷 ・Bunkamura 
オー チャ ー ド ホー ル (S 席 より N 響 オー チャ ー ド 定期 第 126 回 公 
演 を 鑑賞 ノ 15:30 開 演 ) 一 
東京 (18:00 て 19:00 着 ) 


++ その 他 
行程 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ー っ バス 航 空 機 
東京 (9:00 一 10:00 発 ) 一 横浜 (10:00 て 11:00 発 ) 

つ 華 正 柄 鎌倉 店 (風情 ある 日 本 邸宅 で いた だ く 本 格 中 華 料 理 ラ ンチ ) 
つ 鎌倉 芸術 館 ( 神 韻 2024 日 本 公演 を SS 席 よ り 鑑 賞 ノ 14:00 開 演 ) 


… 徒 歩 = 列車 


と 船 + そ の 他 


横浜 (17:00 て 18:00 着 ) 一 東 京 (18:00 て 19:00 着 ) 


⑱3 ゆ 横浜 ロイ ヤル パー ク ホ テル に 宿泊 し 、 華 や ぐ 横 浜 の 町 を 散策 


日 本 フィ ル 第 刀 特別 演 研 ウン teE-|54 


鑑 中 と 港町 横浜 の クリ スマ ス 
12 月 21 日 ( 木 ) 


PE に | 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
PSE3 


- 東 発 88.000 円 102.000 円 
- 先 。  113.000 円 。 127.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 ヨー ス で す 。 添乗 具 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終 
京 発 の お 客 様 は 最終 日 横浜 駅 に て 解散 と な り ま す 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス 、 天 台 観 光 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P31 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 


行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (12:30 て 14:00 発 ) 新 大 阪 (9:30 て 11:00 発 ) = 京都 = 
名 古屋 三 東 京 


っ つ 東京 タワ ー( 東 京 の 街並み を 立体 的 に 感じ 取る 、150m の メイ ン デ ッ キ か ら の 展望 ) 
ー 午後 : 横 浜 ロ イヤ ル パ ー ク ホテ ル (横浜 みな と みらい 21 地 区 の 高層 ビル 「 ラ ン 
ド マ ー ク タワ ー」 内 に 位置 する 空 と 隣り 合う ホテ ル 、 チ ェ ッ クイ ン ・ 体 憩 ) … み な 
と みらい ホー ル (S 席 より 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 「 第 九 特別 演奏 会 
2023」 を 鑑賞 ノ 19:00 開 演 ) … 夜 : 横 浜 ロ イヤ ル パ ー ク ホテ ル 泊 

午前 : 宿 クリ スマ ス の 和 飾り つけ で 華やぐ 山手 エリ ア の 洋館 を ガイ ド と と も 
に 散策 一 赤レンガ 倉庫 (横浜 の きら めく 海 を 眺め な が ら 、 船 上 の フレ ンチ を 
楽し む ラ ンチ クル ー ズ ) … 
横浜 (13:30 て 15:00 着 ) 


横浜 一 新横浜 名 古屋 京都 = 
新 大 阪 (16:30 て 18:30 着 ) 


大 阪 発 


「 現 地 オ プシ ョ ン 」 画 面 か ら 予約 くだ 
訪 守 さい 。 宿 泊 日 の 宿泊 素材 、 出 発 地 、 エ 


坊 』 gaeekweo 東京 ・ 大 阪 人 
| スコ ー ト 素材 の 積み 上 げ 必 須 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 10 名 ゅ 宿泊 地 : 神奈 川 県 


5EOEi 剛 間 名 亭 少 人 数 六 バ ス 上 バ ス 


横浜 ロイ ヤル パー ク ホ テル 


横浜 ロイ ヤル パー ク ホ テル 


外観 客室 
日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交 細 楽 団 
ーー 利器 な 2023 < ー 
会 場 : 横浜 みな と みらい ホー ル 
【 プ ログ ラム 】 
J.S. バ ッ ハ : 高き 天 よ り わ れ は 来 た れ り BWV738 


主 よ 、 人 の 望み の 喜び よ 
トッ カー タ と フー が ガ ニニ 短調 BWV565 
(以上 3 曲 オ ル ガ ン 独奏 ) 

ベー トー ヴェ ン : 交響 曲 第 9 番 《 合 唱 》) 短調 op.125 


指揮 : 小林 研一 郎 [桂冠 名 誉 指揮 者 ] 
オル ガン : 石丸 由佳 

ソプラ ノ : 小川 菜奈 アル ト : 山下 牧子 

テノール : 錦織 儲 バリ トン : 大 沼 徹 


合唱 東京 音楽 大 学 


必ず お 読み くだ さい お 申込 いた だ く 前 に 、 下 


下記 事項 、 及 び 各 コー ス ご と の 掲載 内 容 を 必ず ご 確認 の 上 お 申込 くだ さい 。 


お 申込 み の ご 案内 


還 こ の パン フレ ッ ト に 


但 最 少 催 行人 上 員 : 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 (最少 催行 人 員 と は 、 コー 
ス を 催行 する た め に 必要 な 人 数 の こと で す 。 こ の 人 数 に 満た な いた 
め に お 申込 み の コ ー ス の ご 旅行 が 催行 され な い 場 合 が あり ます 。 こ 
の 場合 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に あ た 
る 日 より 前 (日 帰り 旅行 は 3 日 前 た あたる 日 より 前 ) に 旅行 中 止 の 通 
知 を し ます ) ※ 同 行者 の 取消 に よっ て お 準 を 満た さ な く な っ 
た 場合 は 、 申 込 者 全員 が 自動 的 に 取消 扱い と な り 、 所 定 の 取消 料 が 
か か り ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

人 旅行 代金 : 出発 日 、 ご 利用 人 数 、 日程 、 食 事 条 件 に より 異な り ま す 。 

人 ご 旅行 中 に 、 お 客 様 の 都合 で 使用 され な か っ た 切符 や クー ポン 券 類 
の 払戻 し は 一 切 で きま せん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

代行 程 の 凡例 一 バス 、 ラ 航空機 、… 徒歩 、 = 列車 、~ 船 、++ その 他 ( タ 
クシ ー ま た は 送迎 車 )。 行程 内 の 観光 箇所 は 、 特 に 記載 の な い 限 り 、 入 場 観 
光 ま た は 下車 観光 と な り ま す 。 [車窓 ] は 車窓 観光 。 

人 行程 に 記載 の 出発 ・ 到 着 時 間 お よび 所 要 時 間 は あく まで 目安 で す 。 
交通 事情 な ど に より 異な る 場合 も あり ます 。 バス 移動 時 間 90-120 
分 を 目安 に 1 回 休憩 を お 取り し ます 。 

パン フレ ッ ト に 掲載 の ある ガイ ド ・ 写 真 家 ・ 演 者 な どの 案内 人 が 変 
更 と な る 場合 が あり ます 。 

人 食事 条件 は 旅行 代金 の 中 に 含ま れ て いる 食事 を 表示 し て いま す 。 

人 行程 に 記載 の 1 日 目 出発 地 の 集 合 場 所 まで 及び 、 最 終日 帰着 地 の 解 散 
場所 以降 の 交通 費 は お 客 様 負担 と かり ま す 。 

但 行 程 表 内 の 時 間 表 示 の 目安 は 下記 の 通り で す 。 


午前 年 後 夕刻 己 夜 半 深夜 


04:00 06:00 08:00 12:00 16:00 18:00 23:00 | 00 


記載 の プラ ン は 全て 添乗 員 同 


が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、 「 特 大 荷物 」) を 車内 に 
事前 に 特大 荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予約 が 必要 (所 
宙 数 に は 限り が あり ます 。 ま た 、 講和 計 が 
持込み で きま せん 。 事 前 予約 せ ず に 特大 
車内 で 手数 料 (1.000 3 税込 を お 天 払 いい た や く め 要 が 
り ま す の で 、 な る べく 荷物 は 小分け に し て いた だ く よ う お 願い し 
きち 込み を 希望 され る お 客 様 よ 、 旅 行 の お 申込 み 
こさ い 。 ど ご 不明 な 点 は 、 販 売店 係員 に お 問い 合わ せ 
込み に 関す る 詳細 は 、 JR 東海 (https://www. 
本 (https://wwwjjr-odekake.net/) JR 
敗 (https://wwwJjrkyushu.cojp/) の HP を ご 覧 くだ さい 。 
候 ダ イヤ 改正 に より 、 便 名 ・ 列 車 名 ・ 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 本 数 な ど 
が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


宿泊 に つい て 

人 宿泊 施設 の 客室 に お いて 、 基 本 的 に バス ・ ト イレ 設備 の ご 用 意 が あ 
る 場合 は 、 特 に 記載 し て お り ま せん 。 例 外 と し て ご 用 意 が で き な い 
場合 の み 詳細 を 各 コ ー ス ペー ジ に 明記 し て いま す 。 

介 山 旅 ウ オー ク で の 山小屋 宿泊 で は 、 共 同 ト イレ 、 相 部 屋 、 風 呂 な し 
と な り ま す 。 (一 部 山小屋 を 除く ) 

介 お 部 屋 は 、 禁 煙 ・ 喫 煙 、 和 室 ・ 洋 室 な ど 部 屋 タ イプ 、 階 層 、 有 眺望 の 
指定 な どの ご 希望 は お 受け で きま せん 。 

介 同 等 クラ ス の 宿泊 先 は お 選び いた だ け ま せん 。 な お 、 同 等 クラ ス の 
選定 判断 基準 は 当社 に 拠り ます 。 


合 時 間 に つ いて 


※ 上 記 の 時 間 表 示 は 、 航 空 機 ・ バ ス 等 の 移動 の 発着 時 刻 を 基 に し た 
9 aa を 時 広 、 6 ほな る 場 ます 。 


人 @ こ ども 旅行 代 仙 定 人 に つい て で ども 旅人 企 小 之 ( 旅 
行 開始 日 当日 基準 ) の 方 に 適用 と な り ま す 。 航空機 利用 を 含む 商品 
(片道 JR / 片 道 航空 機 含む ) の み 6 歳 て 11 歳 (旅行 開始 日 基準 ) は 、 
こども 代金 を 適用 し ます 。 ※ 未 就学 の 幼児 が 列車 の 指定 座 更 用 
する 場合 、 別 途 こ ども 運賃 ・ 料 金 が 必要 と な り ま す 。 ま 
幼児 で 宿泊 施設 で の 食事 が 必要 な 場合 な ど は 、 こ 
利用 いた だ く こ と も で きま す 。 詳しく は お 問合せ 下さ い 。 


温泉 (鉱泉 含む お) に つい て 

介 お 客 様 が 快適 に ご 入浴 いた だ ける よう に 適切 な 温度 ・ 成 分 と な る よ 
う 加 水 ・ 加 温 な ど を し て いる 場合 が あり ます 。 

條 浴槽 が 多数 ある 宿泊 施設 の 場合 、 ご 入浴 を より 楽し ん で いた だ ける 
EL ( 例 : ワイ ン 風 呂 、 酒 風呂 、 
薬湯 な ど 

IE ご 入浴 いた だ ける よう に 、 条 菌 消毒 を し て いる 宿泊 施設 も 

り ま す 。 


交通 手段 に つい て 

介 バ ス 車 内 は 禁煙 で す 。 乗車 中 は 必ず シー ト ベ ルト を 着用 し て くだ さい 。 
利用 バス 会 社 に つい て は 各 コ ー スペ ー ジ を 確認 し て くだ さい 。 ※ 

帰り コ ス の 利用 【 首 者 東 

ス 、 ケ イエ 

本 交通 、 

阪急 観光 バス 、 大 
か の 公益 社団 法人 ・ 。 

候 航 空 機 利 用 の 場合 、 適 用 運賃 賃 、 又 は 包括 旅 
行 割引 運賃 と な り 、 ご 利用 上 の 制限 が あり ます 。 利 用 航空 会 社 は 、 
J AL 又は ANA 又 は SF J 又 は SNA の いずれ か と な り ま す 。 

人 JR 利 用 の 場合 、 募 集 型 企画 旅行 用 の 特別 運賃 ・ 料 金 を 適用 し て い 
る た め 、 ご 利用 に 際 し て 一 部 制限 が あり ます 。 

※2020 年 5 月 中 旬 乗 車 分 か ら 、 東 海道 ・ 山 陽 ・ 九 州 新幹線 に 3 辺 の 合計 


神 
盟 各社 と な り ます 
は 個人 包括 旅行 割引 運 


人 @ 集 合 時 間 は 、 原 則 JR ・ 有 船舶 利用 コー ス は 出発 時 間 の 20 一 30 分 前 、 
航空 機 利 用 コー ス は 40 て 60 分 前 、 バ ス 利用 コー ス は 集合 出発 時 間 を 
掲載 し て いま す 。 (一 部 コー ス を 除く ) 


その 他 ご 注意 事項 

列車 ・ 船 舶 の 座席 に つい て 特に 記載 の な い 限 り 航 空 機 
普通 席 、 列 車 は 普通 車 指定 席 、 船 舶 は 2 等 又は 自由 席 と な り ま す 。 

昌 ・ 禁 煙 席 、 窓 ・ 通 路側 の ご 希望 は 事前 に お 伺い で きま せん 。 ま た 、 

グル ー プ 、 カ ッ プ ル の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり ます 。 

介 コ ー ス 内 容 の 変更 に つい て 航空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル (鉄道 の ダ 
イヤ 改正 ) な どの 変更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 ・ 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 
場合 が あり ます 。 ま た 、 混 雑 ・ 天 候 状 況 ・ そ の 他 の 事情 に より 現地 

発 ・ 到 着 時 間 、 観 光 箇 所 、 行 程 の 順序 、 食 事 時 間 な ど が 変更 と な 

る 場合 が あり ます 。※ 利 用 航空 便 は 往路 ・ 復 路 と も 経由 便 と な る 場 


合 も あり ます 
季節 ・ 仕 入 な どの 都合 に より 料理 内 容 ・ 器 が 


人 料理 写真 に つい て 
変更 と な る 場合 が あり ます 。 

候 航 空 機 ・ 列 車 の 決定 便 は 搭乗 日 、 又 は 乗車 日 の 10 日 前 頃 ま で に お 知 
ら せ し ます 。 (最終 旅程 表 で 確認 し て くだ さい ) 

借 車 椅子 の ご 利用 、 身 体 障 害 者 補助 大 の 同行 に つい て は 、 お 申込 時 に 
販売 店 係員 に お 申出 くだ さい 。 

介 各 ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 施設 や 入場 施設 の 情報 は 、 営 業 時 間 、 
食事 場所 ・ 内 容 ・ 時 間 、 入 浴場 所 ・ 時 間 な ど が 予告 な く 変 変更 と な っ 
た り 、 サ ービス の 提供 が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 指 定 さ 
れ た 列車 ・ 便 の 運休 な ど に より 、 列 車 ・ 便 の 変更 や 行程 の 変 ド 更 が 行 


われ る 場合 が あり ます 。 
記載 の 観光 内 容 が ご 覧 いた だ け な い 場合 


介 天 候 な どの 諸 条 件 に より 、 
が あり ます 。 

介 掲 載 の イベ ント は 特に 記載 の な い 限 り 2023 年 8 月 現在 の 予定 で す 。 
祭 ・ 花 火 な どの イベ ント が 中 止 ・ 延 期 と な る 場合 、 ま た 、 開 催さ れ た 
場合 な ど 現地 に て 公共 交通 機関 の 運行 が 規制 され る 場合 が あり ます 。 

0 を お すす めし ます 。 販 売店 係員 に お 問 合 わせ 

こさ い 。 

介 写真 は イメ ー ジ で す 。 花 ・ 飲 料 な どの 装飾 は 付き ませ ん 。 予 め ご 了 
承 く だ さい 。 


中 京 園 に お 住ま い の 方 へ 名 古屋 か ら も ご 出発 いた だ け ま す ! 


( 例 ) 名 古屋 か ら 首都 圏 発着 ツア ー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 
ぁ 名 古屋 より 西 (九州 方 面 ) に 行く 場合 
・ 東 京 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途 中 合流 
・ 首 都 圏 発 の 旅行 代金 か ら 5.000 円 引き 


( 例 ) 名 古屋 か ら 大 阪 発着 ツア ー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 
> 名 古屋 より 東 (東京 方 面 ) に 行く 場合 
・ 大 阪 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途 中 合流 
・ 大 阪 発 の 旅行 代金 か ら 3.000 円 引き 


ツア ー の 現地 合流 離 団 も 可能 で す ! 


※JR ま た は 航空 機 利用 の コー ス は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て 20 日 前 まで に お 申し 出 下さ い 。 


※ 詳 細 は お 問い 合わ せ 下 さい 。 


※ 現 地 ま で の 交通 費 は お 客 様 ご 負担 と な か り ま す 。 
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テー マ あ る ゆとり 旅 の お 問合せ ・ お 申込 み は こ ちら ! 


本 ト を デ 9 
" 苫 Y た 


JT 


保険 料 の 


= ける 


JTB ガ イア 


@ 本 人 ・ 同 行者 の 切な 通院 
@ 転ん で ケガ を し た 


B ガ イア レ 


ー 例 


下記 押 E 欄 記載 の 販売 
店 へ お 越し くだ さい 。 旅 
の 相談 や 詳し い 情報 を 
係員 が ご 案内 し ます 。 


@ 子ども が 熱 を 出し た 
@ ライ ブ が 中 止 に な っ た 


レッ ク 旅 行 キ ャ ン セ ル 保 険 が あれ ば 、 
最大 で キャ ン セ ル 料 の 全額 が 戻っ 
旅行 代金 15.000 円 の 場合 
旅行 代金 50.000 円 の 場合 
旅行 代金 100.000 円 の 場合 


お 電話 で 


10:00 一 17:00 
佳 * 日 * 祝 日 ・ 
12/30 一 1/3 は 休業 ) 


て きま す 。 
: 保険 料 
: 保険 料 1.270 幅 
: 保険 料 2.530 幅 


商品 に 関す る お 問い 合わ せ ・ ご 相談 


(ナビ ダイ ヤル ) 


ジタル パン フレ ッ ト も デ チェッ! [ 放 ル ス タ > ド 


最大 100% 戻っ て くる 


| お 申込 み 条件 


新型 コロ ナウ ィ ル ス 感 染 症 や イン フル エン ザ な どの 感染 症 に よる キャ ン セ ル 料 も 100% 補 償 !! 


国内 旅行 の 
最新 情報 を 
つぶ や き 中 ! 


0570-04-0303 03.6810.1910 


※ 携 帯電 話 の 定額 通話 を ご 利用 の お 客 欄 
は 上 記 番 号 を ご 利用 下さ い 。 


ぎ @JTB sun theme 


の 7 に あ ん 4 胃 : 潮 JTB プ ループ が お すす めす る 保険 の ご 案内 
旅行 予約 後 の も し も に 備え て キャ ン セ ル 料 が 


// 
JTB ガ イア レッ クワ 


JTB GAIAREC, INC. 


MYSURANCE 


予約 人 数 が 8 名 以下 で 保険 お 申込 み 日 を 含め 旅行 開始 日 まで 9 日 以上 ある ご 旅行 が 対象 と な り ま す 。 
@ ご 旅行 の ご 予約 日 か ら 起 算 し て 14 日 以内 まで お 申込 みい た だ け ま す 。※ 申 込 可能 期間 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


@ ご 契約 者 は 18 歳 以上 と な り ます 。 
| お 申込 み に つ いて 


@ ご 契約 内 容 は 、Mysurance の マイ ペー ジ か ら ご 確認 いた だ け ま す 。 

※ お 申込 み 時 に 登録 し た メー ル ア ド レス ・ パ スワ ー ド が 必要 と な り ま す 。 
* お 申込 み 後 、 ご 契約 は MysurancCe の マイ ペー 
@ ご 出発 日 を 含め 遡っ て 16 日 前 まで に こ 

※ 保 険 金 の お 受取 り が 無い 場合 に 限り ます 。 


販売 店 この 保険 の 申込 み は 店 舗 で は で きま せん 。 ご 不明 点 に つい て は 、 
彰 較 還 サン & サ ン 予 約 セン ター03-6810-1933 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 


380 幅 


【 取 扱 代理 店 】 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク 【 引 受 少 


額 短期 保険 業者 】Mysurance 株 式 会 社 (損保 ジャ パン 100% 子 会 社 ) 
この 保険 は 、 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク を 契約 者 と し 、 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク が 企画 ・ 主 催す る 旅行 に 参加 する 方 を 撤 保 際 者 (保険 の 対象 と な る 方 ) と する 
Trave キャ ン セ ル 保険 の 団体 契約 で す 。 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク は 、 販 売店 に 団体 契約 の 加入 勧 胃 を 託 し て いま す 。 


) ら いつ で も 解約 いた だ け ま す 。 
の 保険 を 解約 し た 場合 、 保 険 料 は 全額 返金 され ます 。 


お 申込 み は 、 
WEB 限 定 で 承り 8 
詳し く は こち ら か ら 4 


MYS23-001810 


お 申し : 


込み の 方 へ の ご 案内 (お 申し 込み いた だ く 前 に 、 こ の 頁 と 各 コ ー ス 毎 の ご 案内 


注意 を 必ず お 読み くだ さい 。) 


@ 募集 型 企画 


この 旅行 は ( 


下 「 当 社 ] と いう ) が 企画 
行 約 (以下 旅行 契約 」 と いう ) を 和 紹 ナ 


約款 募集 型 企 
する 旅行 条件 書 ( 全 


お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 (全文) 


旅行 契約 


人 


適用 され ます 。 
人 @ 0 の お 2 の ago 


申込 
旅行 
=、 各 


契約 を 締結 す 
その 他 の 夢 


8 する の 骨 知 が お 和 拉 に 到達 内 1 の 上 か ら 直し て 2 に 


り 支払 い を し て いた だ きま す 。 こ の 場合 、 前 項 の 定め に 
は 、 電 話 に よる お 申し 込み の 場合 ト 項 


9 の 部 に より ます 。 な お 、 当 パン フレ ッ ト に 記載 きれ 
記載 きれ た 条件 と の 相違 が ある 場合 は 、 当 パン フレ ッ ト 記載 の 旅行 条件 が 


712 号 。 以 
型 企画 旅 
: 記 に よる ほか 、 別途 
書面 及び 当社 旅行 業 
行 条 件 と 別途 お 


各 人 ファ 
させ る と き は 、 
立 し ます 。 


RTR お 申込 金 旅行 代金 お 申込 金 
6 千 円 未満 旅行 代金 の 20% 10 万 円 未満 20.000 円 
3 万 円 未満 6.000 円 15 万 円 未満 30.000 円 
6 万 円 未満 12.000 円 15 万 円 以上 旅行 代金 の 20% 


人 旅行 代金 の お 支払 い 


MR 


の 
成 


旅行 出発 日 の 前 日 か らき か の ぼっ て 13H 日 に あ た ri (お 申し 込み が 間際 の 
ご 会 社 


立 後 、 お 客 様 の 都 人 
金額 は 、 契 約 書面 に 明示 し ます 。 


で 契約 を 解除 きれ る と き は 、 次 の 金額 を 取消 料 と し て 申し 受け ます 。 


2) 本 表 の 適用 に 当たっ て 「 旅 行 開始 後 」 と は 、 別 紙 特別 補償 規程 第 2 条 第 3 項 に 規定 する 「 サ ー ビ 
。 ス の 吉 人 を 受け る こと を 開始 し た 時 」 以 降 を いい ます 。 


契約 解除 の 日 取消 料 (お 1 人様 ) 
1) た 無 料 
帰 ! 抹 居 
旅行 開始 (日 帰り 旅行 に あっ て は 11 日 目 ) 
日 の 前 日 
か ら 起 算 |2) 20 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 
し て さか | (日 帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 20% 
の ぼっ て (3-6 を 除く ) 
3) 7 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 (4ー6 を 除く ) 旅行 代金 の 30% 
4) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 40% 
5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 
6) 旅行 開始 後 の 解除 また は 無 連 絡 不参加 旅行 代金 の 100% 


に E 
体 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ま す 。 


人 旅行 代金 に 含ま れる も の 


旅行 日 


と し て 払 v 
ん 。) 


筆 に 明示 し 】 
場 料 拝観 料 


機関 


客 様 の 都合 
いた し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 


@ [当社 の 許 」 


『 程 中 の 


ほ 、 運 行 ・ 宿 泊 機関 等 行程 中 の 一 部 変更 に つい て も 、 全 体 に 対 


- 部 の 変更 に つい て も 、 全 


( 注 秋 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス ) 、 和 宿泊 費 、 食 事 代 、 入 
+ に より 


- 部 利用 され な く て も 原則 


費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ 


の 翌日 か ら 起 算 し て 2 年 以内 ( 


きま し て は 、 本 項 (1) の お 客 様 か ら の 損害 通知 期 


手荷物 に つい て ! 本 項 (1) の # 
間 規 定 に か か わら ず 損 害 の 翌日 か ら 起算 し て 14 日 以内 に 当社 に 対し て 申し 出 が あっ た 場合 
に 限り 、 賠 償い た し ます 。 提 


高 15 ド 


H ま で (当社 に 攻 意 双 


[の 如何 に か か わら ず 当 社 が 行う 賠 償 鶴 は お 1 人 あたり 民 
過失 が ある 場合 を 除き ます 。) と いた し ます 。 


@ 特別 補償 


は 、 当 社 また は 当社 が 手 
旅行 約款 別紙 特別 補 借 規 
事故 に より 、 そ の 身体 、 生 命 ま 
で 。 補償 金 また は 見 押 を 支払 いま 
00 社 は 、 当 社 が 支払 う 
00 万 円 ・ 入 院 見 尊 


信 お 客 様 の 責任 (抜粋 ) 

お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 契 約 書 
"契約 書面 と 異な る 旅行 サー 

添乗 員 、 坦 旋 員 、 現 地 ガ イド 、 当 


@「 通 信 契 約 ] を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 
当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 員 (以下 [会 員 ] と いう ) よ り | 会 員 の 潮 名 な くし て 旅行 代金 や 取 
」 と いう ) を 条件 に お 申込 み を 受け た 場合 、』 
に より 当該 取扱 が で き な い 場合 が あり ます 。 ま た 取扱 で 
異な り ます 。) 
よる 旅行 は 、 当 社 ら の 旅行 契約 の 締結 を 承諾 する 旨 の 通知 が お 客 様 に 到達 し 
立 す る も の と し ます 。 
利用] と は 旅行 等 の 支払 いま た は 払戻 し 債務 を 履行 すべ き 日 を いい ます 。 旅 行 代 金 の 
す . 消 料 の カー ド の 利用 日 は 「 契 約 解除 依頼 日 ] と し ます 。 
* 利 用 日 以降 で あっ た 場合 Go 導 は 旅行 代 久 た ら 了 
引い た NANA ら 起算 し て 7 日 間 以 内 を カー ド 利 用 日 と し て 払い 戻し ます 。) 
の 理由 に より 会 員 の お 中 し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で き な い 場合 、 当 社 は 通信 
契約 を 解除 し 、 規 定 の 取消 料 と 同額 の 僅 約 料 を 申し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 列 途 指 定 する 期日 
| よる 旅行 代金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 


載 され た 旅行 サー ビス を 円 消 に 3 


領 す る た め 、 万 が 
され た と き は 、 旅 行 地 に お いて 速やか に その 旨 を 
該 旅 行 サー ビス 提供 機関 又は お 申込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ませ ん 。 


条件 と は 以下 の 』 
きる カー ド の 種類 
約 


人 @ 国内 旅行 保険 へ の 加入 に つい て 

行 中 、! が を し た 場合 の 移 > 費 等 が か か る こと が あり ます 。 ま た 、 事 故 の 場合 、 加 
ョ 3 “ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 担保 する た め 、 

0 険 に 加 人 され る こと を お 勧め し ます 。 国 内 旅行 保険 に つい て 

に お 問い 合わ せく だ さい 。 


@ 事故 等 の お 申出 に つ いて 


合 は 、 直 ち 
ご 通知 くだ さい 。 


邊 機関 等 旅行 サー ビ 
る 場合 は 、 そ の 事情 が 


($ し 、 通 知 で き な い 事 


を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 


人 @ 個人 情報 の 取扱 に つ 


は 、 旅 行 申込 の 


いて 


き 工 さ れ た 個人 情報 に つい て 、 お 
ま か 、 お 客人 が お 申し 込み いた だ いた 旅 おい て 
配 及 びそ れ ら の サー ビス の 受領 の た め の 手 
ます 。 こ の ほか 、 当 社 及び で は 、① 当 社 及び 当社 と 提携 する 企業 の 商品 や サー ビ 
案内 ② 旅 行 参加 後 の ご 意見 や の ご 提供 の お 願 V ン ケ ー ト の お 願い ④ 
計 資料 の 作成 に お 客 様 の 個人 情報 を 利用 させ て い : と が あり ます 。 


ス 、 キ ャ ン ペ ー ン の 
特典 サー ビス の 提供 ⑤ 


@ そ の 他 


加 中 に 、 新 型 コロ ナウ ィ ル ス 感 表 攻 し 、 ま た は 濃厚 接触 者 と な っ た 場合 な ど 、 
基づき 隔離 その 他 の 措置 か と な っ た 場合 に は 、 そ の 指示 に 従っ て 頂き ます 。 ま 
る 費用 は お 客 様 の ご 負担 と な り ます 。 


人 @ 旅行 条件 ・ 旅 行 代 金 の 基準 
この 旅行 条件 は 2023 年 8 月 1 日 を 基 共 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 2023 年 8 月 10 昌 現在 の 有効 な 運 
作 . 規 旭 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 
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旅行 企画 ・ 実 施 0 
株 式 会 社 J TB ガ イア レッ ク 
観光 庁 長 官 登録 旅行 業 第 712 号 日 本 旅行 業 協会 正会員 
東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 

ポコ フ っ F 居 証 会 員 旅行 業 公正 取引 


ー 和 社団 法人 日 本 旅行 業 協会 正人 会 会 時 


協議 会 会 


【 受 託 販売 】 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 下記 の 販売 店 を ご 利用 下さ い 。 


確定 情報 を 記載 する 最終 旅行 日 程 家 に つき まし て は 、 当 社 よ り 特に ご 連絡 の 無い 場合 は 本 パン フレ ッ ト 記 載 内 容 を も っ て 替え させ て 頂き ます 。 


総合 (国内 ) 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営 
この 旅行 契約 に 関し ご 不明 な 点 が あれ ば 、 


『 で の 取引 に 関す る 均 任 者 で す 。 


ご 遠慮 な く 上 記 の 取扱 管理 者 に お 尋ね くだ さい 。 


※ 当 パン フレ ッ ト の イメ ー ジ PHOT0 は 実際 の 旅行 地 と 異な る 場合 が ご ざい ます 。※ 当 パン フレ ッ ト の 一 部 及び 全部 の 複製 使用 を 禁 す 
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